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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章









　──嫌いなものが三つある。馬鹿と、無能と、人でなしだ。

　東京人じん狼ろう討とう伐ばつ庁ちよう長官補佐・吉よし田だ射い織おりは、この洗練された三つの要素を総合して、他人の価値を合理的に判断している。

　この基準に照らし合わせてみれば、つい三十分ほど前、この吉田射織を置き去りに出発してしまった運転手は、とんでもなく無価値な人間ということになる。専属運転手急病のために急きゆう遽きよ派遣された、瘦やせた女の運転手だった。

　あの女は目的地に着いたなどと言いながら、最寄りの「駐車場」までしか送り届けてはくれなかった。いつもの運転手ならば当然のように気を利かせ、目的地まで来てくれるというのに。

「……これだから女は」

　射織はひとり、吐き捨てる。

　女は嫌いだ。理由は馬鹿であるからだ。吉田射織は、すべての女子供は「馬鹿」で「無能」だという、偏見まみれの自論をもっている。

　あらかじめ女だと分かっていたなら担当を外してもらうことも出来たのだが、あいにく運転手の性別を知ったのは、射織が車に乗り込んだ瞬間のことだった。

　黒塗りの車に似合わないフローラルの香りを漂ただよわせた女が「よろしくお願い致します」と甲かん高だかい声で挨拶をして、簡単に折れそうな細腕で送迎車のいかついハンドルを操る様はいささか奇妙に思えたが、プロなのだから任せてみようと、信じた結果がこのザマだ。

「この状況……一体、どうしてくれようか」

　射織は眉まゆをひそめ、ゆっくりと周囲を見渡した。その切れ長の目に映るのは、鬱うつ蒼そうと生い茂る木々、苔こけ生むした岩。人間や文明を拒むかのように広がる、不気味な森の風景だ。

　あたりはどんより薄暗い。よく晴れた夏の昼間だというのに、だ。その理由は分かり切っている。そびえ立つ樹木の枝葉が、空をほとんど覆い尽くしてしまっているからだ。その隙すき間まから垣かい間ま見みえる切り取られた青空は、管理された都会のビルから眺めるそれとはまるで印象が違っていた。

　ここはナガノⅡ区。中部討伐局の管かん轄かつ区域。

　この地区を訪れた理由は、出張のためだった。他地区と比較して討伐実績の芳かんばしくない中部地区の討伐状況を把握し、体制を見直すための出張だ。

　射織はスーツの内ポケットから分厚い手帳を取りだした。職人の手により牛革の張られた高級品だ。スケジュールは分単位でびっしりと埋まっている。

　明日には中部討伐局との会議も予定されている。一刻も早く森を抜け、準備を整えたい所なのだが……。

　腕時計に目を落とし、射い織おりは深い溜ため息いきを吐ついた。現在時刻、午後一時三十二分。これまた高級品の腕時計は、貴重な時間の浪費を一秒ごとに刻み続けている。

　これを言うとよく驚かれるのだが、吉よし田だ射織は別段ブランド品にこだわりがあるわけではない。無意味に高級品でも買わなければ、ありあまる金を使うことが出来ないのだ。それを思うと、純粋に遊びのために金を使い果たせる我が弟・吉田射い京きようは、もしかしたらとんでもない浪費の天才なのかもしれない。

　それにしても、ここは、一体どこなのだろう。

　腕組みをして、吉田射織は考える。ナガノⅡ区に存在する森──それは恐らく間違いないのだが、ここが森のどの辺りなのか、どうすれば森を抜けて人里に戻れるのか、それに関してはさっぱり見当もつかない。

　吉田射織は、かなり致命的な方向音痴だ。

　幼い頃から、専属運転手による送迎が当たり前の生活を送ってきた。電車になんて、ほとんど乗ったことがない。データとしてなら地図も読める。しかしいざ見知らぬ土地で、ゴールを目指して歩きはじめると、自分でも不思議なほど見事に、目的地から遠ざかってしまうのだ。

　そのことを、本日の運転手は理解していなかったとみえる。それが臨時運転手である彼女の無能ゆえか、はたまた、専属運転手からの不完全な申し送りのせいなのか、それは結局のところ分からないのだが、この森から脱出したあかつきには、問答無用で二者ともクビにしてやろうと思う。この吉田射織を置き去りにした責任は、重大だ。

　胸ポケットから一本、煙草たばこを取りだし、火を点つけた。香ばしい甘あま味みをまとった煙が肺を満たして、気持ちが落ちつき、頭が冴さえる。

　先ほどブランド品には興味がないと言ったが、煙草には少しばかりこだわりがある。無添加、無香料。複数の国産煙草葉を絶妙にブレンドし、素材の味をダイレクトに引き出した特注品だ。射織にとっては、唯一の趣味とも言えるものだった。

　煙を吐き出し、射織は再び歩き出す。ケースに残った煙草は、あと五本。煙草が完全に切れてしまう前に、なんとしても森を抜けたいところだが……。




　どうやら本格的にまずいと気付きはじめたのは、最後の煙草が切れて、一時間ほど経たった頃のことだった。

　木々の隙すき間まから僅わずかに差し込んでいた白い陽光が、橙だいだい色いろの西日に変わったあたりのことだ。間もなく夜がやってくる。状況は明らかに悪化していた。どんなに前に進んでも、森の果てには辿たどりつかない。人の気配はどこにもない。

　吉田射織は焦りはじめていた。とりあえず前に進んでさえいれば、いずれは森を抜けられると楽観視していたが、どうやらそうもいかないらしい。

　認めたくないが、完璧に遭そう難なんしてしまったようだ。携帯電話は圏けん外がいだ。食糧も水も持っていない。このまま何日も森を抜けられなければ、最悪の場合、死もありうる。

　不吉な想像に想おもいを馳はせていると、雷鳴と共についに雨まで降ってきた。最悪だ。重なる不幸に顔をしかめ、射い織おりはさらに歩みを進めることにする。

　それから三十分ほどが経たっただろうか。

　射織はふと、不思議な光景を目にして立ち止まる。木の枝同士をツタで結わえて作ったテントのような造形物がそこにはあった。小屋と呼ぶには粗そ末まつすぎるが、雨風をしのぐにはもってこいだ。叩たたきつける雨粒から逃れるように、射織は身体からだをすべり込ませる。

　いざ入ってみると、内部は想像以上に居心地が良く、荒すさんだ気持ちが少しばかり落ち着いてゆくのが分かった。たとえ建築材料が頼りない枝や葉であろうとも、屋根や壁が存在する安心感は偉大だった。

　葉の屋根に打ち付ける雨音を聞きながら、射織は今後のことを考えた。雨はいずれ上がるだろうが、森を抜けられる保障はない。誰かが遭難に気付けば捜そう索さく隊が来るだろうが、それもいつになるかは分からない。

　一つ唸うなって、射織は足元に視線を落とす。

「…………？」

　何かが、地面に落ちているのが見えた。サイコロのように、不自然なほど綺き麗れいな立方体だ。土まみれになったそれを手に取って、目を細めて観察する。はじめは土に埋もれて分からなかったが、どうやらただの立方体ではなく、小さな立方体を五つ繫つなげた複雑な形をしていた。素材は木で、表面は綺麗にやすりがけされていて滑なめらかだ。

「……パズル、か？」

　いつか、どこかで、これと似た形の物体を目にしたことがある。

　複数のピース同士を組み合わせることで完成する、立体パズルの一ピースだ。ピース同士が意外な形で複雑に絡みあい、ついには完全な立方体を形成する。そういう類たぐいのパズルであるに違いない。

　雨の音が少しずつ、弱まってゆく気配があった。そろそろ行動を開始しようか──射織が決意し、腰を上げようとしたその瞬間。




「……迷子さん？」




　──人の声。

　ハッとする。ちょうど真正面、入口付近に一人の少女が立っていた。

　まだ年とし端はもいかない子供だった。六歳か、七歳か。それぐらいの年齢に見える。腰まで伸びたつややかな黒髪を、頭の高い位置で一本に結わえている。燃えるような深しん紅くの着物を身にまとい、不思議そうに射い織おりの顔を見つめている。

「あっ、それ」

　ふいに射織の手元を指差して、少女が小さな声を上げる。視線の先には四角いピース。射織は無言でピースを投げた。見事にキャッチした少女は、首から下げたボロボロのポシェットにピースをしまい。

「やっぱり、ここで落としてたんだ！」

　と、安心した声を上げる。

　そんな少女を無視して、射織は一人、物思いの世界に浸る。しかし少女は対照的に、射織に対して非常な興味を抱いたようで。

「どしたの、おにいちゃん？」

「…………」

「道に、迷っちゃったの？」

　射織の顔を覗のぞき込こみ、少女は重ねてそう訊きいた。くりくりとした大きな瞳に、まるで石せつ膏こう像ぞうのように冷ややかな男の姿が映っている。

「……いかにも」

　極めて端的に、冷たく、射織は答えた。意図的に、だ。

　吉よし田だ射織は、子供とは例外なく馬鹿で無能な生き物だと信じている。さしずめこの少女も、遊びで森に入ったがゆえ迷ってしまった馬鹿という所だろう。

「私には、君の面倒をみる余裕はない」

　冷たく吐き捨て、射織は少女を視界からシャットアウトした。

　しかし少女は、追いかけるように射織の顔を覗き込み、

「おにいちゃん、お名前は？」

　そんな事を訊いてきた。

　射織は無言で少女を睨にらんだ。答える義理はない、という意味を込めて。自分が軽く一睨みすれば、大抵の人間は怯おびえて口が利けなくなることを射織は知っていた。

　しかし少女は、怯えを見せない。ただじっと、射織の答えを待っている。

「……吉田」

　仕方なく射織は、そう答えた。しかし少女はゆっくりと首を横に振り、

「苗みよう字じじゃなくて、お名前が知りたいの」

「何な故ぜだ」

「お名前で呼んだほうが、仲良しになれるから」

「私は、君と仲良くなるつもりはないが」

　きっぱり言い切るが、少女はどうにも引き下がらない。

　数分にわたる押し問答のすえ、射い織おりはついに諦め名前を名乗った。吉よし田だ射織、と。すると少女は、あどけない顔いっぱいに笑顔を咲かせ。

「わたしはね、アイカ！　秋あき宮みやアイカ！」

「そうか」

　特に興味もなかったので、ぶっきらぼうに相あい槌づちを打つ。

　射織の脳内は、どうすれば森を抜けられるかという問題で埋め尽くされていた。こんな子供など早くどこかに行ってしまえ、視界から消えてしまえ、そう思っていた。

　しかしアイカは、やはり動くことはなく。それどころか、さらに射織に顔を寄せ。

「射織おにいちゃんに、アイカからお役立ちのアドバイス。迷子になったら、あんまり動き回っちゃダメ。疲れちゃうし、おにいちゃんを探してる人から離れちゃうから」

　子供らしからぬ、至極まっとうなアドバイスだった。

　しかし射織はそれがどうにも不快だったので、少女を睨にらんで吐き捨てる。

「そんな事は承知している。子供が大人に指図をするな。第一、君だって迷子だ──」

「ちがうよ。この森は、アイカの庭だもん。でね、ここはアイカの秘密基地」

　射織の言葉を遮さえぎったアイカは、ぴょんと跳はね、そのまま射織のそばへと身を寄せる。天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべ、少女は堂々と宣言した。

「ついてきて、射織おにいちゃん！　今から、アイカが隊長だよ。アイカがおにいちゃんを、森の外までつれてったげる！」
















　　　　　　　　　　＊＊＊






　自称・探検隊隊長の子供に着いていくなんて、自分でもどうかしていると思うが、追い詰められて藁わらにも縋すがる想おもいだったのだから仕方がない。

　秋あき宮みやアイカは旗のように枝を掲げ、生い茂る木々の隙すき間まを、迷うことなくスイスイと進んでゆく。少女が歩くと、腰まで伸びたポニーテールがルンルン揺れる。背中のカゴに入った赤い木の実が、楽しげに跳はねる。土地勘があるのは、どうやら本当のことらしい。

「この辺りに住んでいるのか」

　少女の背中に、射い織おりは問いかけた。

　改めて見下ろすと、アイカは本当に小さかった。身長は、せいぜい射織の腰ほどまでしかない。手足は細く、見るからに弱そうだ。

「そだよ。この山の、てっぺんの村」

「近くに村があるのか」

「うん。《神かみ代よ村むら》……アイカの、大好きな村なんだ」

　聞いたことのない村だった。

　七夕のお祭りが有名なんだよ、とアイカは嬉うれしそうに話し始めた。そのお祭りで食べるお餅もちの材料を集めるために森に来たんだよ、と。

　アイカの背中で跳ねる、カゴの木の実に目を遣やった。柘榴ざくろに似た、真っ赤な実だ。青臭さと甘酸っぱさの混ざったような、そんな匂いが漂ただよってくる。

　その瞬間、不覚にも腹の虫が鳴いてしまった。

「おなか、すいたの？」

　アイカはぴたりと立ち止まり、射織の方を振り返る。

「……いかにも」

　不愛想に、射織は答えた。

「栄養まんてん。食べてみて？」

　カゴからひとつ木の実を取り出し、少女は射織に手渡した。

　ごくり、とのどが鳴る。実を口に入れ嚙かみしめると、ぷちんと弾む歯ごたえに続き、甘く濃厚な果汁が口いっぱいに広がった。

「おいしい？」

　アイカは首をかしげ、そう訊きいた。本当はかなり美お味いしかったのだが、射織は答えず、かわりにふんと鼻を鳴らした。




　たった二人の小さな探検隊は、順調に前へと進んでゆく。あたりの景色は相変わらず、樹木と岩、一面の土、雑草。そして僅わずかな花ばかりだが、アイカが迷う様子はない。

「……何な故ぜ、方向が分かる」

　射い織おりは訊きいた。この森には地元の人間にしか分からない目印があるのかもしれない、と思いはじめていた。しかしアイカの返答は、少し意外なものだった。

「音、聞こえる？」

「は？」

「鐘かねの音。よーく、聴いてみて」

　射織は静かに耳を澄ませた──なるほど。意識するまで気付かなかったが、言われてみれば確かに、はるか遠くで鐘の音が鳴っている。数分おきに、規則的に。

「何だ、この音は」

「北と南……《神かみ代よ村むら》にはね、二種類の鐘があるの。音が、ちょっとずつ違うんだ。これをうまく聞き分ければ、自分の場所がね、分かるんだよ」

　神代村を囲む森には、方位磁石を狂わすという迷信が存在するらしい。この鐘は、方位磁石に頼らず、安全に森を歩くため生み出された文化なのだと言う。

「……なるほど。よく考えついたものだな、先人は」

　思わず射織が呟つぶやくと、アイカは誇らしげに胸を張って微笑ほほえんだ。

　ようやく森を抜けたのは、すっかり日の沈んだ午後八時過ぎのことだった。突然開ひらけたスペースと、願い続けた人里の灯あかり。張りつめていた緊張が解け、一気に体が軽くなる。

「君は──」

　振り返り、礼を言おうとして、射織はハッと言葉を止める。

　少女がいない。代わりに鬱うつ蒼そうとした森だけが、外界の人間を拒むかのように、冷たく射織の姿を見下ろしていた。

　無意識に、周囲に目を走らせた。

　まだ、あの子がどこかにいるような感じがしていたからだ。しかしどこにも見当たらない。溜ため息いきを吐ついて足元へと目を落とすと、そこに、何かが転がっていた。立方体を繫つなげて作ったパズルのピースだ。

　同時に、少女が首から下げていた、ボロボロのポシェットが思い出される。あの古びたポシェットには、穴でも開いていたのだろうか。

「…………」

　少女の姿が脳のう裏りに浮かぶ。力強い足取りで、見ず知らずの自分をここまで送り届けてくれた。屈託のない笑顔で、ポニーテールを楽しげに揺らして。

　自論に照らし合わせて考えてみれば、すべての女子供は馬鹿・無能であるはずだった。すなわち年とし端はもいかない少女である秋あき宮みやアイカとは、馬鹿・無能の代名詞たる存在であるはずだった。しかし──。

　射い織おりはふんと鼻を鳴らし、足元に落ちたピースを拾い上げた。ゴツゴツと角ばった木製のピースを内ポケットへしまい、日常に向かって歩き出す。

　その脳のう裏りには「アイカ」と名乗った少女の姿が、いつまでも鮮明に焼き付いていた。













第一章










【一節：奇跡の村】







　　　　　　　　　　１






「射い京きようさん。わ、私……幻のお菓子を見つけちゃったみたいです……！」

　関かん東とう討とう伐ばつ局きよくプロファイリング課の一室に、そんな楽しげな話題が持ち上がったのは梅つ雨ゆの真っただ中、六月後半の昼下がりのことだった。

　刺激のない毎日とダラダラ降り続ける雨のせいで、ここ最近じめっと停滞していたプロファイリング課の空気が、一瞬でがらりと好転する。

「えっ、幻？　なにそれイコイちゃん、すごい楽しそうじゃん！」

　吉よし田だ射京はぱっと仕事の手を止め、机から身を乗り出し、目を輝かせる。ショートカットの専属秘書は、射京以上に目をキラキラ輝かせて言葉を続けた。

「とあるご当地お菓子マニアさんから聞いた噂うわさなんですけど……」

　イコイの話は、とてもシンプルで、そして刺激的だった。

　幻のお菓子──《みる餅もち》とは、ナガノ地区の、とある村で作られている逸品らしい。傷むのが早く、現地でしか食べられない。赤い餅らしいという情報こそあるが、写真のひとつも公開されていない。材料・製法は謎に包まれているのだと。

「これって、まさに幻ですよねえ。私、ロマンを感じます」

「ほんとだね。じゃ、行こっか」

　さっそく立ち上がった射京の姿を、留学生のシャノン・ロセは目を丸くして見上げ、

「ええ？　行くって……まさか、今すぐにか？」

　溜たまりに溜まった書類の山に視線を移した。部下たちが作成した、人じん狼ろうプロファイルの塊かたまりだ。この内容をチェックして判子を押すことが、吉田射京に与えられた仕事なのだが。

「ああ、その内容なら全部大丈夫。オールＯＫ！……ま、見てないんだけど」

　しれっと言い放ち、吉田射京は歩き出す。どうやら本気で行くつもりらしい──ようやく気付いて、シャノンは慌てて立ち上がる。

「お、おい！　残りの仕事……どうするつもりだ？」

「どうにかなるでしょ。難しい案件も、今はないしさ」

「しかし、まだ就業時間内で……」

「シャノンさんの言うとおりですよ～、射京さん。まずいですって～」

　口ではそんなことを言いながら、イコイはぱたぱたと射京を追いかける。その小柄な身体からだに斜め掛けした鞄かばんからは『ナガノ地区完全旅行ガイド』や『安くておいしい遠足おやつ』といった本の数々が、ばっちりと顔を覗のぞかせている。明らかに行く気まんまんだ。

「ほら行くよ、シャノンちゃん！　どうせ明日から夏休み。少し前借りするだけだから」

「何が大丈夫なのか、ぼくにはまったく分からないが。それに……」

　そこで言いよどむと、シャノンは大きな溜ため息いきを吐ついた。

「どっちにしても、ぼくは行けない。夏休みはアイルランドに帰ると前から決めていた。いろいろ、報告が溜たまっているんだ」

　安くておいしい遠足おやつ、のカラフルな表紙をちらりと見み遣やり、シャノン・ロセはつまらなそうに口を尖とがらせた。本当は、シャノンも行きたかったのだ。

　そんなシャノンに向けて、イコイはぐっと親指を立てた。私に任せて下さい、そう言わんばかりの頼もしい表情をしている。

「幻の《みる餅もち》……絶対食べてみせますから。感想、楽しみにしていてください！」

　感想なんて聞いたらますます食べたくなるじゃないか、ばか──二人の消えたドアを見つめ、シャノン・ロセは小さく肩をすくめた。
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　かつて氷の刃やいばで胸に刻んだ光景が、瞼まぶたの裏側に広がっている。

　吉よし田だ射い織おりの原点たる光景だ。

　成人の儀──それは八年前、射織が二十歳になった当日に、一族を招集して執とり行おこなわれた儀式。しかしこの場合「成人を祝う」という本来の目的など二の次で、つまりは由緒正しき吉田本家の跡取りを、正式にお披ひ露ろ目めするためにセッティングされた空間だった。

「……では問おう、射織」

　畳たたみの敷きつめられた大広間に、研ぎ澄まされた声が響く。

　言葉の主は、吉よし田だ射い流りゆう。東京人じん狼ろう討とう伐ばつ庁ちよう長官かつ吉田一族現当主であり、そして射織にとっては、実の父にあたる人物だ。

　自分や弟によく似た切れ長の目を、射織は真剣に見つめ返す。

　この人物と真正面から顔を合わせる機会など、年に何度も存在しない。

　射織にとってこの男は、父というより師匠であり、もはや師匠と呼ぶのもおこがましい、それこそ神にも匹敵する偉大な存在であった。

　そんな二人を囲むのは、各地から集まった吉田一族の面々だ。皆が皆、和服の正装を着用し、二十歳になったばかりの青年の一挙一動に、ヒリヒリするほど深い興味と関心を抱いて事の成り行きを眺めている。

「お前は、討伐の為ためなら命をも捨てる覚悟があるか」

　吉よし田だ射い流りゆうは、射い織おりを見み据すえてそう訊きいた。

　その質問は形式ばった一種の通過儀礼のような物で、あるいは意味を深く考える必要すら無かったのかもしれない。ただ「はい」と、そう一言答えさえすれば、すべては丸く収まって、吉田射織という青年は一族の跡取りとして正式に認められるはずだった。

　だけれど射織は、そうしなかった。

　命をも捨てる覚悟があるか──その大げさとも思える質問を真正面から受け止めて、ほんの僅わずかな間、自分の中で嚙かみしめた後。

「……私は信念を持っています。この世界に蔓延はびこる悪を──《人じん狼ろう》を根絶やしにするという、確固たる信念を。万が一、その信念に反するような事があれば……」

　そして射織はまるで躊ちゆう躇ちよすることなく、父を見据えて断言した。

「吉田射織は、腹を切って死にましょう」

　およそ現代の若者から発せられたとは思い難がたい、中世の武士のような宣言に、親族たちはざわめき始めた。この青年は、尋常ならざる決意でこの場に臨んだのだろう、大したものだ……しかし、それで「切腹」とは、さすがに大げさ過ぎやしないだろうか──そういう類たぐいのざわめきだった。宣言を受けた父は目を細め、試すような視線を射織へ向ける。

「……二言はないか、射織──今、この場で死ねと命令されたら、どうするつもりか」

　真正面から視線を受け止めた射織は、静かに目を閉じ、そして──。

「……父上。もし、他でもない貴方あなたが私に死ねと仰るのなら……それが討とう伐ばつ界の為ためであると仰るのなら──」

　日本討伐界のトップ、吉田射流がそれを望むなら──。

　羽織り袴はかまの内側から、射織は短刀を取り出した。気付いた誰かが「あっ」と叫ぶ。鞘さやが落ち、刃やいばが光った。表情一つ変えることなく、刀を自らの腹部へと突き立てて、

「──私は、黙って従うまで──！」

　グッと力を入れこんで、射織は腹を搔かき切ろうとした。

　動いたのは吉田射流だった。

「落ち着け、射織」

　軽く腕を摑つかみ、射織の行動に静止をかける。

　射織は動きをぴたりと止め、じっと父の姿を見詰め返した。幸い、腹を貫くまでには至らなかったが、衣服を突き破った切っ先が、皮膚にまで到とう達たつしていた。じわりと、布に血が滲にじんでいる。

　ああ本気だったのだと、誰かが気付いた。そして少しずつ、全員がその事実に気付きはじめた。討伐の為なら死んでみせる──射織はその言葉を、儀式だからと流れで口にしたわけでも、自分の株を上げようとして芝居がかった大口を叩たたいたわけでもない。射織はどこまでも本気だった。人狼の討伐に命を懸けると、大真面目で言ってのけたのだ。

「……私の──我が吉よし田だ一族の跡継つぎは、お前以外には有り得ない」

　吉田射い流りゆうは、はっきりとそう言い切った。その場にいた全員が、射い織おりを認めざるを得なかった。そしてこの瞬間、吉田射織は正式に、吉田一族次期当主としての地位を確固たるものにしたのだった。

「有難き幸せに御座います」

　静かにそう口にした、その時には、射織はどこまでも冷静だった。

　吉田本家長男として生を受けた時点で、この瞬間は約束されたも同然だった。その身に流れているのは、吉田の血。人じん狼ろうに対抗できる唯一の可能性、抗こう人じん狼ろう血けつ液えきだ。

　幼き日から知っていた。自分は世界を背負っている。自分自身の選択が、在あり方かたが、人類全体に大きな影響を及ぼすのだと。

「胸に氷の刃やいばを抱け」

　父は言った。射織の胸に、突き刺すように。

「氷の刃で心を殺し、一匹でも多くの人狼を討とう伐ばつせよ。人狼を滅ぼす為ためならば、多少の犠牲は躊ちゆう躇ちよするな。それがお前の──吉田本家次期当主の在り方だ」

「心得ておきます。生ぬるい感情など、吉田射織には必要ないと」

　射織の答えを耳にして、父は満足げに頷うなずいた。

「……それでは最後に、もう一つだけ問うとしよう。射織、お前にとって討伐とは何だ」

　かつてこの質問に、若き日の父は「芸術」と答えたと言う。

　射織はほんの僅わずかな間逡しゆん巡じゆんし、そして間もなく、絶対的な自信を持ってこう答えた。

「私自身です」




　──そして射織は瞼まぶたを開く。

　時刻、午前五時。視界いっぱいに、冷たい世界が広がっている。

　毎朝こうやって原点に立ち返り、決意を新たに世界へと立ち向かう。それが吉田射織の生き様だ。

　守るべき世界を見つめ、射織は一つ深呼吸をする。明け方の、淀よどんだ水のように重たい空気が、あっという間に肺を満たした。
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「……はあ、あんたたち、遠い所からわざわざ《みる餅もち》を食べにきてくれたんかい。ありがたいねえ。さあさ、座ってお茶でもお飲み」

　──中部討伐局管かん轄かつ、ナガノⅡ区《神かみ代よ村むら》。周囲を森に囲まれた総人口五百名にも満たない小さな村は、都会にはない温かさに満ちていた。

「ここまで来るの、大変だったでしょう？」

　村役場のおばさんに優しく問いかけられ、イコイは大きく頷うなずいた。

　この村には、電車はおろかバスすら通っていない。細く曲がりくねった山道を二時間以上かけて歩き続けなければ、村に辿たどりつくことは出来ないのだ。

「あの道、歩きづらいけどね。でも、間違っても、森を抜けて近道しようなんて思っちゃいけないよ。あの森ね、けっこう遭そう難なん者しやもいるんだから。ああ、それとね……」

　話し相手が来たのが、よほど嬉うれしかったのだろう。村役場のおばさんは、聞いてもいない村の見どころについて、ぺらぺらと一方的に話しはじめた。

　そうですねえ、すごいですねえ、イコイはお茶を飲みながらニコニコと相あい槌づちを打ちつづけている。足をぶらぶら動かして、まるで親戚の家でくつろぐ子供みたいだ。

「……こらこら。君は、またそうやって観光客を困らせて」

　のんびりと穏やかな声が、おばさんの話を遮さえぎった。それと同時に、優しげな笑顔を浮かべた白髪頭の男性がゆっくりと役場の奥から姿を現す。

「あらま、村長さん。聞かれちゃったわね」

「悪いね、君たち。外部の人間なんて滅めつ多たに来ないもんで、我々みんな嬉しくてね。かく言うわしも、つい嬉しくて出て来てしまったのだが……」

　おそらく還暦などゆうに越しているであろう老人は、しかし子供顔負けのはつらつとした表情で二人のことを歓迎する。イコイもまた、弾はじける笑顔で挨拶を返した。

　一方、射い京きようの視線は、村長の胸もとに吸い寄せられていた。

　首から下げたパスケースには、顔写真付きの身分証明書が収められている……が、気になったのは、その種類だ。

　まるで見せつけるように堂々と揺れるそれは、紛まぎれもなく《人じん狼ろう》でないことを証明する《潔白証明イノセント・パス》そのものだった。

「どうした、若者よ」

　射京の視線に気付いた村長が、穏やかな調子でそう訊きいた。

「あ、いえ。珍しいなと思っただけです」

　潔白証明を指差して射京は答える。

　審査に用いられる《液状血けつ化か銀ぎん》が貴重品であるために、討とう伐ばつ官かんでもない一般市民に関しては、潔白証明の普及率は一％以下であるはずだ。個人で取得したいと願った所で、簡単に手に入れられるものではない。

　仮に一般市民が《潔白証明》を所持しているとなれば、現状、考えられる理由は二つ。

　一つ──過去に《人狼》であると疑われて《液状血化銀試験》を受けさせられたか、

　二つ──何らかの犯罪に関連した一年以上に及ぶ拘こう留りゆう期間のすえ、意図せず人狼でないことが証明されてしまったか、だ。

　しかしこの場合、二つ目の理由は当てはまらない。

　凶悪犯罪の拘こう留りゆう期間に伴って発行される《潔白証明イノセント・パス》──通称《汚れた潔白証明ダーテイー・パス》の所有者は、討とう伐ばつ官かんや市役所職員といった公務員の職に就つくことは出来ない決まりになっている。

　そうなると、残る理由はあと一つ。この神かみ代よ村むらの村長は、かつて人じん狼ろうであると疑われた過去がある──そういう話になるわけだ。

「……この村で人狼事件があったんですか？」

　すると村長は、なぜか面白そうにくくっと笑い。

「ないんだよ、これがね。ここ百年以上、一度もない」

「……百年？　一度も？」

「ああ、そうさ。《神代村》はね、奇跡の村。日本一平和で、安全な村なのだよ」

「……へえ、大したもんだ」

　自慢げに胸を張る村長の言葉に、射い京きようは思わず声を上げる。

「神代村には、心強い守り神がいるからね……で、何の話だったかな」

　のんびりとした調子で村長は、脱線してしまった話題を強引に軌道修正する。

「……ああ、そうそう。みる餅もちだったね、みる餅……そうそう。みる餅だったね」

　すると村長は、申し訳なさそうに肩をすくめ。

「残念だけど、今はなくてね。食べられるのは、七月七日の《神代七夕祭り》当日だけ。たぶん今は、仕込みの真っ最中だろう」

「七夕まつり、ですか？」

　きょとんとイコイが声をあげると、村長の後ろからひょっこり顔を出したおばさんが、大げさに驚いたような声をあげる。

「あれえ、あんた《神代七夕祭り》を知らんのかい！」

　びっくり仰天、と口に出して、おばさんは机の中から一冊のパンフレットを取り出した。

　瞬間、イコイはきらんと目を輝かせた。イコイは旅先でのパンフレット集めを趣味とする、自称日本一の無料冊子コレクターなのだ。

「おおまかな事はそこに書いてあるからね、あとで読んでみるといいわよ」

　はい！　とイコイが元気に返事をすると、おばさんは嬉うれしそうに目を細めた。

　ぶらぶら揺れるイコイの足から、サンダルがすっぽ抜けて飛んでゆく。サンダルはおばさんの肩をひゅっと掠かすめて、奥の窓から外へと飛んで行ってしまった。慌てたイコイがぱたぱたと外へ駆けてゆく。笑いながらその背中を見送って、射京はのんびりと口を開いた。

「みる餅……七月七日に来れば、俺たちでも食べられますかね？」

「そうねえ……食べること自体は問題ないと思うんだけど、数がね。ちょっと足りないかもしれないわね……《あさごち堂》で、相談してみたらどうかしら？」

　村はずれにある和菓子屋さんよ、と付け足して、おばさんは地図を取り出した。祭りのために用意する《みる餅もち》は、すべてこの店が用意しているのだと言う。

　さっそく行ってみることにした。そういえば今日の宿を探さないと、とぼんやり考えていると、まるで思考を読んだかのようにおばさんは笑い。

「この近くに民宿があるわよ。取っておいてあげましょうか？」

　少し驚きながらも、お願いします、と射い京きようは答えた。

　ちょうどイコイが戻ってきたので、射京はゆっくり立ち上がる。サンダルは落ちた場所が悪かったらしく、泥んこになってしまっていた。

「白くてお気に入りだったのに……」

　そう言って半べそをかくイコイに「茶色も悪くないよ」と射京は返す。

「かわいい彼女ね」

　何なに気げないおばさんの言葉に、イコイはぴたっと動きを止める。顔が赤い。口元がふにゃっと緩ゆるんでいる。

　しばらくイコイは、正しい返答を模索していた様子だったが、結局最終的には「にへっ」と、奇妙な声を漏らして走り去った。
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「──一体、この地域の捜査体制はどうなっている」

　威圧的な溜ため息いきとともに、吉よし田だ射い織おりは言葉を吐いた。

　その瞬間、ただでさえ重苦しい会議室の空気に、異様なまでの緊張感が張り詰める。コの字型に配置された長机の、最も奥のその場所から、射織は会場中を睨にらみ付つけた。

「捜査体制はどうなっているのかと聞いている」

　語気を強め、射織は重ねた。

　しかし答えは返ってこない。皆一様に下を向いて、なんとかその場をやり過ごそうと、射織の視線を躱かわしている。まるで宿題を忘れ、先生に当てられないように怯おびえている子供だった。

（……姑こ息そくな無能どもが）

　心の中で毒づいて、射織は斜め前を睨み付けた。中部討とう伐ばつ局きよく・討伐局長がヒッと息を吞のんで目を泳がせる。射織よりも遥はるかに年上、おそらく五十代と思われる壮年の討とう伐ばつ官かんだが、その迫力は射織の足元にも及ばない。

「……捜査体制について、ですが。我々中部討伐局では以前より、現場の討伐官に任せるという方法を重視しておりまして」

「それはつまり、中部討伐局にプロファイリング課は必要ないと？」












「いえ、決してそういう訳では……しかし現場の討とう伐ばつ官かんの勘、とでもいいますか。噂うわさであったり、空気であったり、そういったデータだけでは見えない部分に、人じん狼ろうのヒントが隠れていると……思っては、おりまして……」

　各討伐局に設置されているプロファイリング課は、ほんの十数年前に設置された比較的新しい部署だ。それ以前は、たしかに現場の討伐官がメインとなって捜査を行っていた時代もある。

「それで我々中部討伐局は、全体の約一割にあたるチームを『特別班』と位置付けまして、容疑者リストを振り分けず、各自捜査に当たってもらっているわけですが……」

　プロファイリング課は今となっては人狼討伐に欠かせない部署だが、実はいまだに彼らの作成した容疑者リストに基づいて行動することに、抵抗感を抱く討伐官も少なくない。

　特に人狼プロファイリングに馴な染じみの薄い世代の中年討伐官などは、そもそもプロファイリングという手法の正確性に疑問を抱いており、容疑者リストに従って行動する若い討伐官のことを「言いなりになっているだけ」「自主性の欠片かけらもない」……などと酷評することすらあると言う。

　おかげで中部討伐局のプロファイリング課は、完全に形骸化してしまっている。在籍するプロファイラーは、十分な経験すらないポンコツどもだ。そんな無能にまともな容疑者リストが作れるはずもなく、中部討伐局の討伐システムは無秩序に混乱しきっている。

「それで成果が上がっているのなら、我々東京討とう伐ばつ庁ちようも文句は言わない」

　視線鋭く、射い織おりは討伐局長の言葉を遮さえぎった。

　押し黙った討伐局長の前に、射織は資料を叩たたきつけた。各討伐局の、討伐成果をまとめた資料だ。全国七ヶ所存在する討伐局の中で、中部討伐局の討伐成果は目に見えて悪い。

「オリジナリティを出すのは結構なことだが、その結果がこれだ。早急に軌道修正をする必要がある」

「しかし……」

「討伐界は常に人手不足だ。そんな中、貴様ら中部討伐局は『特別班』の名目で一割ものチームを無駄にしている。恥を知れ、無能ども。特別班とやらが意味を成していないことは、既にデータが明示している。それどころか──」

　射織は視線を、討伐局長の奥へと移動させた。

　凛り々りしい顔立ちの女が、どこまでも冷たい射織の視線を受け止めた。ネクタイに入った藍色のラインが、中部討伐局所属の地域討とう伐ばつ官かんであることを示している。

　女の名は、四よ津つ森もり楓かえで。中部討伐局『特別班』リーダーの一人であり、今回、活動状況の参考人として射織が出席を命じた人物だ。

「四津森討伐官。君はかつて、担当地区の村長を《人じん狼ろう》と睨にらんで強引に《液状血けつ化か銀ぎん》まで持ち出したうえ、結果を出せなかった過去があるな？」

「それは……」

　四津森楓は言いよどんだ。マネキンのように整った、凛々しい表情がわずかに歪ゆがむ。

　同時に、制服に包まれた左腕が不自然に揺れた。四津森楓には、人狼に左腕を奪われた過去がある──討伐官名簿に記載された特記事項の一文が、射織の脳のう裏りに蘇よみがえる。

「……確かにあの時、村長はシロでした。しかし、村全体が不審な動きをしていたのは間違いなく、私はいまだに──」

「いつまでも非を認めず言い訳を続けるのは、馬鹿の特徴だ」

　馬鹿と言われた四津森楓は悔しげに唇を嚙かんで、射織のことを睨みつけた。

　射織はそんな彼女を完全に無視し、そして全体に向けてはっきりと宣言する。

「とにかく、だ。数年前から話はしていたが、いよいよ本格的に動く事とする──今月限りで特別班は順次解体！　浮いた予算を投じて早急にプロファイリング課を再編成、有能なプロファイラーを投入し、質の高い容疑者リストに基づいた討伐を実行する」

「…………ッ！」

　特別班の解体──その言葉に、四津森楓はショックを隠し切れない様子で目を見開き。

「ですがっ……!!」

　しかし四津森の代わりに声を上げたのは、隣に座っていた小柄な討伐官だった。

　肩の上で短く切られたショートヘアは少年のようにも思えたが、どうやら声を聞く限り女性らしい。

「そんなに縛られた捜査って、やっぱり、違うと思うんです！」

　少女は勢いよく立ち上がり、同時、反動で椅子がガタンと倒れた。

「特別班だから……容疑者リストに縛られないから、自由に動ける。自由に動けたからこそ解決できた事件が、いっぱい……いっぱい！　あるんです！」

　これを見てください！　と声を上げ、少女は一冊のファイルを射い織おりの席に叩たたき付つける。背幅五センチはあろうかという、分厚いリングファイルだった。

　射織はファイルを一いち瞥べつすると、中身も見ずに突き返そうとした。しかし少女がそうはさせない。射織の前で、無む理り矢や理りにファイルのページを開いて見せる。それはどうやら手作りの資料で、隣に座る四よ津つ森もり楓かえで討伐官の実績を、詳しくまとめた物のようだった。

「……四津森さんは、優秀な人です！　無能でも、馬鹿でもありません」

　ファイルの登場に誰よりも驚いていたのは、他ならぬ四津森楓本人のようだった。

「……ちょっと。落ち着きなさい、水み品しな」

　抑えた声で制するも、興奮しきった少女の耳には届かない。

「たった一度！　たった一度失敗しただけで、今までの頑張りが、全部無意味になるだなんて……ひどいです。厳しすぎですよ、絶対！」

「……厳し過ぎる？」

　その言葉に引っ掛かりを感じ、射織はギロリと少女を睨にらんだ。

「……討伐は遊びではない。厳し過ぎるなど、有り得ない。水み品しな討伐官──貴様は討伐に命を懸けているのか？　人じん狼ろうと刺し違えて死ぬ覚悟が出来ているのか？　誇りを持って死ねるのか？……全てにイエスと答えられるようになってはじめて、私に意見するんだな。甘ったれの馬鹿者が」

　あまりの迫力に、少女はうっと言葉を詰まらせ目を伏せた。ようやく再び発せられた声は、今にも泣きだしそうな様子で震えていて。

「だけど……もっと……リンキオウヘンに、人狼を追うことが許されても──」

「臨機応変など、一部の有能のためにある言葉」

　小柄な少女を睨みつけ、射織は厳しく断言する。

「対してルールは……系統立ったシステムは、貴様ら無能のためにある。ゆえにルールは絶対だ。ルールを体現した私の言葉は、貴様らにとって絶対なのだ」

「……有能なあなたなら、ルールを破っても良いということですか」

「これだから馬鹿は困る。全員が等しく守るから、ルールとは、ルール足り得るのだが……とにかく、特別班の解体は決定事項だ。もう覆ることはない」

　威圧するように言い切ると、部屋いっぱいに詰め込まれた討伐官たちは皆一様に黙り込んだ。それでも短髪の少女討伐官だけは、懸命に射織へと食い下がる。

「ですがっ!!……四よ津つ森もりさんとボクは、今、かなり手応えのある一件を動かしていて！　もうしばらく待って頂ければ、必ず──」

「黙りなさい、水み品しな。興奮しすぎ」

　ぴしゃりと少女をたしなめたのは、四津森楓かえで討とう伐ばつ官かんだった。

　水品と呼ばれた少女は、はっと我に返ったように言葉を止め、俯うつむきながら席へと戻る。

　少女が黙ったことにより、会場を完全な静寂が包み込んだ。その場の誰もが、吉よし田だ射い織おりの迫力に押されて小さくなってしまっていた。

　このまま、会議は静かに終了するかと思われた。

　しかし、まさに終了間際のそのタイミング。すっかり萎い縮しゆくし、黙り込んでいたはずの四津森楓が、突然すっと立ち上がり。

「チャンスをください」

　凛りんとした声で発すると、深く深く、頭を下げた。その様子を目にした水品が、狼狽うろたえながら今にも泣きだしそうな早口で囁ささやく。

「え、ちょ、四津森さん？　そんな、頭下げるだなんて……四津森さんらしくない。似合わないですよ、やめてくださいっ……やめてくださいよぉ……」

「黙りなさい、水品。あの村を……みすみす見逃すわけにはいかないでしょう」

　そして四津森楓は、ゆっくりと顔を上げて吉田射織と対たい峙じする。その目にはもう、怯おびえの色など存在しない。

「……去年のことです。貴方あなたはちょうど今みたいに、私たち特別班を集めて警告なさいました。一年以内に明らかな成果を上げられなければ、特別班の未来はないと思え……と」

「いかにも。そして貴様ら特別班は、やはり成果を上げられなかった」

「一年前の七月のことです。今はまだ六月……あと一ヶ月、残っているはずですが」

　挑戦的な女の言葉に、射織は眉み間けんにしわを寄せる。

「つまり……何だ。あと一ヶ月で成果を出すから待て、と。貴様はそう言いたいのか」

「ええ、そうです、吉田射織長官補佐。一年前に貴方自身が決められたルール──まさかご自身でお破りになるわけが……ありませんよね？」

「…………」

　射織は思わず押し黙る。ルール──この言葉がなければ、馬鹿げたことを言うなと一蹴していたことだろう。しかし……。

　手帳を取り出し、射織は唸うなる。困ったことに、その約束を交わした正確な日にちが分からない。七月という言葉が曲者だった。一口に「七月」と言っても、そこには三十一日間もの幅がある。無視できない大きな幅だ。相手が不正に猶予を得ること、自分が決めたルールを破ること……どちらも射織は避けたいと願った。

「……ならば二週間だ」

　結局、間を取ることにした。

「あと二週間だけ、様子を見る事としよう」

　射い織おりは四よ津つ森もり楓かえでを見み据すえ、断言する。

「……ただし、本当にこれがラストチャンスだ。異論はないな」

　最後に一方的に言い捨てると、吉よし田だ射織はふんと鼻を鳴らして会議を終えた。
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「……ごめんなさい、守れなくて」

　嵐のような会議が過ぎ去り。ぽつんと取り残された中部討とう伐ばつ局きよくの会議室で、少女──水み品しな悠ゆうは、椅子の上に縮こまって呟つぶやいた。

「貴方あなたに守られるほど弱くないわ、私は」

　四津森楓は凛りんとした声でそう答えて、背中で壁に寄りかかると、窓の外を眺め見た。うんざりするほど光り輝く太陽が、はっとするほど整った横顔を照らしている。

　重役たちはそそくさと帰ってしまったので、会議室に残されたのは二人だけだった。

「……いつの間にあんな物、作ってたの」

　窓の外を見つめたまま、四津森楓はそう言った。あんな物、というのは先ほどのファイルの事だろう。普段はあまり感情のこもらないその声に、何となく、怒りが溶けているように感じられて、少女は顔を伏せてやっとのことで言葉を返した。

「……一年ぐらい前から、です。前回、あの人が来た直後から……少しでもボクたちの──いえ、四津森さんの活躍を知ってもらいたいって思ったから……だって。絶対、解散させたくなかったから。四津森さんと一緒の、このチーム。なのに……なのに逆効果で、四津森さんに迷惑までかけて。ボクは、ボクはっ……」

　ふぇ、と情けない声がのどから漏れた。

　窓際の綺き麗れいな女のひとが、驚いたようにこちらを向く。

「どうしたの水品、震えてるわ」

「だって……だってえ……」

「泣かないの。別に、怒ってるわけじゃないんだから」

　そんな風ふうに淡々と慰められて、安あん堵どと申し訳なさが入り交じって、もっとたくさんの涙が出た。甘ったれだと言われたら、返す言葉も見当たらない。

　子供みたいに泣きじゃくる後輩討とう伐ばつ官かんを見下ろして、四津森楓はただ一度だけ困ったような息を吐き、遠い空へと視線を投げた。何も言わずに寄り添そって、少女が落ち着くその瞬間を、ただ静かに待ち続けている。

「……ほんとは怖かったんです。ボク、あの人のこと……すごく」

　しかし少女が泣なき止やむことはなく、いつしか涙の原因は、吉よし田だ射い織おり長官補佐の存在そのものになっていた。

「だから今日、来るって知って、すごく怖くて……負けちゃいけないって思って、必死に頑張ったけど……今になって思い出すと、もう……うぅ」

「…………」

「あの人が有能なのは、そりゃ、見ればわかりますよ。あの若さで討とう伐ばつ組織のナンバー２だなんて、素直にすげーと思いますし……だけどやっぱり、人間味が無さすぎますっ」

　凍いてつく氷のような視線を思い出し、水み品しなはぶるりと身体からだを震わせた。

「……討伐を……討伐を司つかさどる悪魔と、取引したんだと思います。あの人はきっと人間らしい心と引き換えに、悪魔から討伐の能力を買ったんです！」

「妙な喩たとえを使うのね」

「もしくは、討伐の為ためだけに組み上げられたコンピューター人間か！」

「……それはあながち間違ってないかもしれないわ。あの人、周りからは《討伐サイボーグ》なんて呼ばれているらしいから」

「……サイボーグ、ですか……ふふ、ぴったりですね」

　その表現があまりにお似合いだったから、水品は少しだけ可お笑かしくなって顔を上げた。

　気付けば四よ津つ森もり楓かえでは、また静かに窓の外を眺めていた。こうやって、ただ立っているだけで絵になるのは何な故ぜだろう。水品悠ゆうはそう思った。凛り々りしい顔立ちを縁取る夜色のロングヘアが、人工的なエアコンの風に揺れている。綺き麗れいだった。

　吉田射織長官補佐がサイボーグならば、この人は──。

「……四津森さんは、お人形さんですね」

「お人形？」

「どんな服でもすっかり自分のドレスみたいに着こなせる、プラスチックのお人形さん」

　水品が思わず口にしたその言葉を耳にして、四津森楓はもう一度「……妙な喩えを使うのね」と呟つぶやいたあと。

「……そんな事初めて言われたわ。でも……そうね。なかなか巧うまい喩えかもしれないわ」

　お人形らしくほとんど表情は動かさず、だけれど微かすかに、ふっと軽い息を漏らしてそう言った。あ、きっと今、笑ってくれているんだと思って、胸の奥がぽわっとなる。さっきまでの暗い気持ちが噓うそみたいに、心がほどけて羽になる。

「やっと泣き止んだのね」

　それだけ言うと四津森は、さっと踵きびすを返し、出口に向かい歩き始めた。

　水品は慌てて荷物をまとめ、憧れの背中を追いかける。中身のない左袖が、颯さつ爽そうと風に揺れている。人じん狼ろうに奪われた過去など物ともせず、第一線で活躍する女性討とう伐ばつ官かん。

　四津森楓の存在は、水品にとっての誇りだった。

「……ああ、そう。話は変わるんだけれど」

　独り言のように呟つぶやいて、四よ津つ森もり楓かえではぴたりと足を止める。そして、合わせて足を止めた水み品しなの顔を見下ろして、

「この一件が落ち着いたら、一緒に北海道へ行きましょう」

　突然の提案に、水品はぽかんと彼女の顔を見つめ返した。

「……え？　二人で、ですか？　え？　旅行？　二人で？」

「ええ、二人で。ダメかしら？……人からね、チケットをもらったの。だけれど私、そんなに友達もいないから。貴方あなたさえ良ければ一緒に、と思っていたのだけど」

　これは夢だろうか──水品は思い切り、自分の頰ほおをつねってみた。

「……痛っ……」

　すぐに激痛に襲われた。どうやら夢ではないらしい。ヒリヒリと熱をもった頰を押えながら、水品悠ゆうはぎこちなく、だけれどはっきりと返事をする。

「……行き、たい。行きたい、です！　四津森さんと旅行！　すごくっ!!」

「落ち着きなさい、水品。興奮しすぎよ」

　四津森楓は少しだけ呆あきれたような息を吐き、いつものように少女のことをたしなめた。

「……そのためにも、今は頑張らないといけないわ」

　涼しげな目を細め、四津森は窓の外を睨にらみつける。広がっているのは中部地区の穏やかな風景。人間を拒むように生い茂る森が、山が、遥はるか遠くに見えている。

「全力で行くわよ、水品。あの村の秘密、絶対に暴あばいてみせましょう」
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　──まったく、馬鹿の相手は心底疲れる。

　会議を終えた吉よし田だ射い織おりは、石せつ膏こう像ぞうに似た表情を少しも崩さず、足早に送迎車へと乗り込んだ。先日クビにした運転手に代わり、新たに派遣されたベテランの運転手が、慣れた手つきで車を出発させる。窓ガラスの向こう側で、速度に溶けた新緑の景色が流れてゆく。

　東京人じん狼ろう討とう伐ばつ庁ちように戻るには、まだ少し時間が掛かるだろう。

　移動中の手持ち無沙汰も相まって、射織はファイルを開いてみた。つい先ほど、水品討とう伐ばつ官かんに押し付けられた、四津森討伐官の実績ファイルだ。

　細かな手書き文字がびっしりとページを埋め尽くしている。四津森楓が関わった事件の概要をはじめとして、現場写真や統計資料、さらには彼女のどこがどう凄すごいのか……そんな事が、何十ページにもわたり延々と記載されている。

　どうやらチームの解体を阻止したいという、熱意だけは本物のようだ。

「……馬鹿が」

　しかし射い織おりの心は動かない。

　熱意がそのまま評価されるのは、学生だけの特権だ。もちろんやる気がないのは論外だが、ただやる気があれば良いかというと決してそうとは言い切れない。

　それどころか射織は、やる気のある無能こそ、最もタチの悪い害悪だと思っているものだから、逆効果と言っても過言ではなかった。

　射織はふんと鼻を鳴らし、ファイルのページを流し見てゆく。

　なるほど。ここに記載されている情報が正確ならば、四よ津つ森もり討とう伐ばつ官かんとは、水み品しな討伐官の言っていた通り、それなりに優秀な成績を修めてきた人物のようだ。いや、それどころか討伐官個人の成績としてはかなり優秀な部類に入るかもしれない。

　……だからと言って、重大な失敗がチャラになってしまう程世の中は甘くないのだが。

「……む」

　ぴたり、と射織の手が止まる。

「目玉が……」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、呟つぶやき、とある現場写真に視線を落とした。

　それは数ある事件のうちの一つ、半年ほど前の事件だった。四津森討伐官が討伐した人じん狼ろうの自宅から、眼球を抉えぐられた遺体が発見されたというものだ。この遺体は殺害後、肉よりも前に、まず真っ先に眼球を抉られたと見られている。

　記憶が、奇妙な具合に騒ぎ始める。

　ぼんやりとしていて実態はまだ摑つかめない。ただ遺体に、いや──「眼球を抉る」という遺体の不可解な状況に、射織はデジャブを感じていた。

　一体、どこで見たのだろうか。もっと、はるか昔に、これと似たような出来事があったように思えてならない。このようなデジャブを感じるという事は、少なくとも当時は、出来事に対して何らかの興味を抱いていたという事だろうに。だけれど長い年月をかけて記憶の海に沈んでしまった、そんな事件の一つだろうか……。

　目玉、目玉と呟いて、射織は記憶の海を探ってゆく。淀よどんだ海底では過去に携わった事件たちが、沈殿し、沈黙し、ゆらゆらと気味悪く揺れている。鮮明な色を保っている物もあれば、古すぎて中身の見えない物もある。

　目当ての記憶は、どうにも上手く見つからない。ただ釈然としないモヤモヤだけが射織の脳内をぐるぐると不愉快に巡っている。

　思い出すためには、何か、きっかけのような物が必要かもしれない──眉まゆ根ねを寄せて顔を上げ、射織は運転手の後頭部へと声をかける。

「……おい、君。問いたいのだが……眼球を抉る──この言葉から、君は何を連想する」

　声をかけはしたものの、正直、大した期待はしていなかった。相手は討伐官でもないただの運転手で、人狼事件に精通していない素人なのだ。突然の質問に、運転手は一瞬虚を突かれたような顔をしたが、すぐに意外な答えが返ってきた。

「……眼球を抉えぐる……ですか？　私の場合は、そうですね……映画が趣味なんですけど、その昔〝アリス・イン・クリアワールド〟という映画がありまして。その映画のことを思い出しますね。ご存じでしょうか？　公開当時は結構話題になって、海外の小さな映画賞で芸術性を評価されたりもしたのですが……」

「……アリス・イン・クリアワールド」

　映画の名前を口にした瞬間、ばちんと、記憶の箱が勢いよく弾はじけた。

　同時に、ああそうだったと納得する。日々の職務に忙殺されて今の今まで忘れていたが、それは一時期それなりに話題になった事件──いや、現象だった。

　もう、十年以上前の話になる。ちょうどこのように眼球の抉られた遺体が、連続で発見されるという出来事があった。しかし犯人は全件バラバラで、それどころか現場が各地に点在しているものだから、この「眼球を抉る」というたった一つの奇妙な共通点に、当時の討とう伐ばつ庁ちようは興味を抱いた……らしい。

　らしい、というのは、これ自体が他人から聞いた噂うわさ話ばなしであるからだ。当時、射い織おりはまだ十代。今のように、事件全体を管かん轄かつする立場にはなかったのだ。

　とにかく当時の討伐庁は、大した苦労をすることもなくあっさりと、共通点の原因へと辿たどり着ついた。それが「アリス・イン・クリアワールド」──当時公開されていた、新作映画のタイトルだった。

　人一倍エンタメ情報に疎い射織は、当然のようにこの映画を知らなかったが、まわりの人間の半分ぐらいは映画の存在を知っている様子だった。実際に観みた、と言う者もいて、映画館で買ったというパンフレットを見せてもらったのを覚えている。

　拍子抜けしてしまうほど、綺き麗れいな印象の表紙だった。

　淡い水色を基調とした、透明感のあるデザイン。中心に写っているのは、まだあどけない少女の顔だ。どこか憂いを帯びた雰囲気の、綺麗な子だった。少女は手に、透明なガラス球のような物体を持っていた。きらきら輝く球越しにじっとこちら側を見つめていて。

『わたしは、わたしの、在ありかをさがす──』

　そんな青臭いキャッチコピーが、少女趣味なタイトルと共に刻まれている。

　一見するとよくある青春映画のように思えた。しかしパンフレットを一枚捲めくって初めて知った映画のあらすじは、想像していた爽さわやかな物とはあまりに大きくかけ離れており。

『──女子小学生《アリス》は、現実世界に居場所を見つけられないでいる。あるとき魚の水晶体を通して眺めた世界にシンパシーを感じた《アリス》は、ついには人間の水晶体欲しさに、殺人に手を染めてゆき──』

　残ざん酷こくかつアンチモラルな内容に、射織は嫌悪感を隠し切れなかった。

　何よりも不愉快だったのは、この映画が、殺人行為を咎とがめるどころか、過剰に美化しているように感じられる点だった。洗練された美しいポスター、センチメンタルなＢＧＭ、主演には話題の美少女子役を起用……吐き気がした。

　映画のクライマックスで明らかになる〝アリスの日記〟が生々しくて好評なんだよ──センチメンタルな映画のテーマソングを口ずさみながら、そんな事を嬉うれしそうに語るパンフレットの持ち主のことすら、射い織おりは一瞬で大嫌いになった。こいつはとんでもない人でなしだ。こんな映画で喜ぶやつは、犯罪者予備軍に違いない……と。

　とにかく不可解な現象の原因は、この映画の存在で間違いなかった。つまり人じん狼ろうたちは孤高のヒロイン《アリス》に共感し、憧れ、共鳴し、ついには映画をなぞった「眼球を抉えぐる」という残ざん虐ぎやく極まりない行為に走ったというわけだ。

　当時の討とう伐ばつ庁ちようは、彼らの事を《アリス・チルドレン》と呼んでいた。それで結局、これら一連の現象がどうなったかと言うと、実はどうにもなっていない。犯人たちはすでに討伐されているし、映画自体は〝世界に馴な染じめない少女の悲哀〟に焦点を当てたもので、そこまで残虐でもなかったからだ。（むしろ射織は、その点が最も不愉快だったのだが）

　アリス・イン・クリアワールドはひっそりと公開期間を満了し、それと同時に《アリス・チルドレン》は激減した。そして一連の出来事は、今の今まで掘り起こされることもなく、静かに記憶の底に沈んでいたというわけだ。

　──だから、何な故ぜいまさらという感じがあった。

　ファイルをざっと見た限り、四よ津つ森もり討とう伐ばつ官かんは眼球を抉った人狼を一年間で二体、討伐している。彼女一人で二件、だ。中部地区全体で見れば、その数はもっと莫ばく大だいに違いない。

　彼らの行為が映画と関係しているのか──つまり《アリス・チルドレン》か否かについては不明だが、やはり射織は十年前の現象を思い出さずにはいられなかった。

　特別班を解体しプロファイリング課を整備した暁には、手始めにこの件についての調査をさせようか──そんな事を考えながら、射織はファイルをぱたんと閉じる。

　さて今後の予定でも見直そうかと、射織は手帳を取り出した。それと同時に、感傷的な美しいメロディが耳に届く。ラジオ番組の、ＢＧＭとして使われているものだった。

　普段の射織ならば、ラジオのＢＧＭなど気にも留めなかっただろう。だけれど今、記憶の海を泳いだばかりの射織には、それが耳障りなほどはっきりと響いていた。

　……間違いない。これは映画「アリス・イン・クリアワールド」のテーマソングだ。

　かつて人狼たちを凶行に走らせた孤高のヒロイン《アリス》は──こんなにも自然に、人々の生活の中に溶けている。

「……馬鹿ばかりだな、本当に」

　溜ため息いきとともに吐き捨てて、射織は重い瞼まぶたを閉じる。気分が悪い。

　毎日毎日、こんなにも人類を、正義のことばかりを考えて生きているというのに、肝心の守るべき者たちは、何故こんなにも愚かで馬鹿なのか。

　アリス・イン・クリアワールドを巡る全ての物事に、射い織おりは、言いようのない不快感を覚えていた。嫌な物を思い出してしまった、と思った。

　どっと疲れに襲われて、窓の外へと目を遣やると、そこにはドロドロとした悩みや悪意などとは無関係とばかりに、田舎町ののどかな田園風景がのんびりゆったりと流れている。

　田んぼの向こうに山が見えた。つい先日、射織が遭そう難なんした山に違いない。文明を拒絶するかのように生い茂る、木々の姿が思い出される。

　ふいに脳のう裏りに浮かんだのは、秋あき宮みやアイカと名乗った少女の姿だった。純粋無む垢くという言葉を、そのまま形にしたような屈託のない笑顔。あの時は冷たくあしらってしまったが、本当は、彼女の笑顔にかなり助けられたのだ。思い返せば、まだ礼の一つも言えてない。

　疲弊した射織の心はぼんやりと、無垢な少女を欲していた。

　しかし大した用もなく、険しい山を登り、見知らぬ村を訪れる気にはどうしてもなれない。吉よし田だ射織は忙しいのだ。取るに足らない無駄なことに、時間を使う余裕はない。

　──しかし、その瞬間。

　まるでタイミングを見計らったかのように、射織は突然あることを思い出す。胸ポケットにしまったパズルのピース──そうだ。これを、返さなければいけないではないか。

「……これでは、盗人ぬすつと同然だからな」

　借りたものは返す──それは誰でも知っている当たり前のルールだ。ルールなのだから仕方がない。つまり自分には、村へと向かう正当な理由がある。

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、射織は、運転手に向かって言葉を放った。

「この辺りでいい。降ろしてくれ」




　──手土産は何がいいだろうか。

　麓ふもとの小さな商店街に足を踏み入れ、射織は頭を巡らせた。相手が大人であれば有名店の菓子で事足りるのだが、相手が子供となると、そうもいかない。カラフルな安菓子は馬鹿の食物であるし、玩具おもちやなんかで遊んでいたら無能に成長してしまう。

　しばらく悩んだすえ、射織は麓の書店へと足を踏み入れた。子供の本分は勉強だ。ならば、勉強に役立つ品を与えれば間違いないだろう──それが射織の結論だった。

　整然と並ぶ本の中から、射織は『毎日百問★計算ドリル』を選択する。ずっしり重く、やりごたえがありそうだったので、射織は満足して六冊買った。アイカの正確な年齢が分からなかったので、一年生～六年生用を買ってしまうことにしたのだ。

　レジにてラッピングを依頼すると、店員が一瞬、怪け訝げんな表情を浮かべたように思えた。

「何か問題があるか」

　低い声で問うと、店員はビクッと背筋を伸ばして怯おびえたような顔になる。

「あ……いえ。お子さんにですか？」

「お子さん」

　予想外の質問に、射い織おりはわずかに面食らい、言葉を止める。

　吉よし田だ射織は今年で二十八歳になる。確かに改めて考えてみると、小学生の子供がいてもおかしくない年頃になっていた。なんだか奇妙な気持ちになって、射織は唸うなる。

「……いや。恩人への贈ぞう呈てい品ひんだ」

　答えると、店員はますます怪け訝げんな表情になり、黙々とラッピングを開始した。

　──秋あき宮みやアイカは《神かみ代よ村むら》に住んでいると言っていた。

　綺き麗れいにラッピングされた分厚いドリルを抱え、吉田射織は山道を登ってゆく。目を閉じて耳を澄ませば、遠くの方でかすかな鐘かねの音が響いている。

　なるほどこれは便利だ、と射織は思う。地図を見ながら目的地に到とう達たつするほど難しいことはないが、鐘の音を目指して歩くことなら誰にでも出来る。方向音痴は地図が苦手だが、目印さえあれば人並みに道を進むことが出来るのだ。

　どうにか村に辿たどりついたのは、午後三時すぎのことだった。

　わっと開ひらけた《神代村》の風景に、射織は思わず息を吞のむ。

　驚いたのはその色彩だ。澄みわたった空気は《神代村》という存在を、ハッとするほど鮮やかに際立たせていた。洗いざらしのキャンバスに、空や雲、弾はじけるような緑の草木を、繊せん細さいなクリスタルの絵の具で描いたような、そんな光景だと射織は思った。

　三角形のかやぶき屋根が、ぽつりぽつりと点在している。その隙すき間まを縫ぬうように、ガラス色の小川がせせらいでいる。射織は思い切り深呼吸した。空気がおいしい──その言葉の意味を、射織ははじめて理解できたような気持ちになった。

　カーン、カーンと。鐘の音が耳に響いた。

　音の出所を追うように、射織はゆっくり顔を上げた。高くそびえる木製の物見やぐらのてっぺんに、巨大な釣り鐘がぶらさがっている。一人の若者が、一生懸命にその鐘をついている最中だった。アイカは、村の南北に鐘があると言っていた。つまりこれと同じような立派な物見やぐらが、この村にはもう一ヶ所存在しているということだろう。

「……兄ちゃん、見ない顔だね！」

　鐘をつく手を止めた青年が、やぐらから身を乗り出して射織に問う。頭にタオルを巻いた、屈強そうな青年だった。

「そんな装備でこの森を抜けてきたのかい？　ちゃんとした道なら、南側にあるのにさ」

「何を言う。私の体力を舐なめないで頂きたい」

「へえ、やるねえ！……で、兄ちゃんは観光客かい？」

「そうとも言えるが──」

　射織はわずかに考えを巡らせたあと、

「秋宮アイカを知っているか？」

　単刀直入にそう訊きいた。とたん、青年はわずかに警戒したような色を顔に浮かべ。

「……アイカちゃんに、何の用だい？」

「先日の礼を言いに来た。森で迷っていた私を、彼女は助けてくれたのだ」

　言うと青年は、拍子抜けしたようにぱちくりと目を瞬またたかせ。

「ははー。アイカちゃん、探検隊の仲間ができたよって喜んでたけど……まさか、それがこんなに大きな兄ちゃんだとは！」

　青年は笑った。村の空気によく似合う、爽さわやかな笑いだった。

「アイカちゃんなら、村はずれの和菓子屋にいるよ。会いに行ってやりな。今頃、一人で祭りの練習中だろうから……たぶん、喜ぶと思うぜ」

　言うなり青年は、もう一度だけ鐘かねを鳴らした。

　先ほどよりも少し高い、澄みわたった鐘の音が村中に響いた。





　　　　　　　　　　＊＊＊






　炎の精が舞っている──吉よし田だ射い織おりは、そう思った。

　和菓子屋《あさごち堂》の裏庭で、その少女は、たった一人で舞っていた。飛んで、跳はね、そして回った。少女が舞うたび、振ふり袖そでが揺れる。小さな手に握にぎった笹ささ飾かざりがしゃんと鳴る。翻った深しん紅くの振袖は、燃え盛る炎を彷ほう彿ふつとさせた。

　しばらくの間、射織は身動きを忘れ、その姿を見つめ続けていた。幼い身体からだから迸ほとばしる、想像を絶する情熱の塊かたまりに、魂の一部を奪い去られて。

「あっ」

　炎の精が、突然、ぴたりと動きを止めた。その目は、まっすぐに射織の姿を捉え。

「射織おにいちゃんっ！」

　汗の粒をきらりと光らせ、少女は愛くるしい笑みを顔中に咲かせる。鮮せん烈れつなる炎の精は、ほんの一瞬で見知った少女の顔になった。

「どしたの、射織おにいちゃん？　アイカに、会いに来てくれたの？」

　きらきら光る汗をぬぐい、少女はぴょこぴょこ近付いてきた。

　しゃんしゃんと鈴が鳴り、振袖の下に履いた、深紅の袴はかまが楽しげに揺れる。

「……忘れ物だ」

　ポケットからピースを取り出し、不愛想に少女へ手渡す。瞬間、アイカは心底安心したように「よかったあ」と微笑ほほえんだ。

「……パズルか？」

「うん。完成したら願い事が叶かなうんだって、お父さんが教えてくれたんだ」

　なんと非現実的でメルヘンチックな教えだろう。射織はふんと鼻をならし、左手の包みを差し出した。パズルとは大違い、こちらは現実的で実用的な自慢のプレゼントなのだ。

　六冊の分厚いドリルは幼い少女には重すぎたらしい。包みを手にした途端「わわっ」と前向きにつんのめってしまった。仕方なく地面に置いて包みを開けると、カラフルな六冊の計算ドリルが顔を覗のぞかせる。アイカは目をまんまるに見開いて、射い織おりの顔を見上げた。

「……アイカにくれるの？」

「いかにも」

「ほんとに？　だって……いち、に、さん……むっつもあるよ？」

「六年分だ。これで沢山勉強が出来る」

「おにいちゃんは使わないの？　ほんとに、全部アイカがもらっていいの？」

「無論だ。その程度の段階ならば、私は二十年以上前に到とう達たつしている」

「ほんとに!?　わあ、すごいっ!!」

　少女は零こぼれそうなほど目を丸くして、何度も何度も、ありがとうと繰り返す。どんな顔をするべきか分からなかったので、射織はふんと鼻を鳴らし、いつものように煙草たばこに火を点つけ、遠くの方へ視線を送った。

　美しい、神かみ代よ村むらの風景が瞳に映る。点在するかやぶき屋根の家々は、その全てが鈴のついた笹ささ飾かざりを玄関前に掲げていて、村を縫ぬうように流れる穏やかな小川を、縁取るように沢山の行燈あんどんが吊つり下さげられている。夜になれば、幻想的な光景が広がることだろう。

「……それ、なあに？」

　足元で少女が、不思議そうな声を上げた。丸い瞳が、じいっと射織の手元を見つめている。「……煙草だが」端的に答えると、少女はさらに不思議そうな顔をして。

「たばこ？　舐なめてるの？　アメちゃん？　おいしい？」

「煙草。舐めてはいない、吸っている。飴あめではない。最高に美う味まい」

　全ての質問に無駄なく答え、射織は灰色の煙を吐き出した。モクモクと立ち昇る煙を、興味深げに見上げて首をかしげた少女は。

「吸ってるのに、おいしいの？……わあ、すごいっ！　アイカも吸う！」

　突然ぴょんと飛び跳はねて、煙草に手を伸ばそうとする。射織は反射的に背を向けて、アイカから煙草を遠ざけた。

「子供にはやらん」

　断言すると少女はひどく残念そうに「えー、なんで？」と唇を尖とがらす。

「そういうルールだ。二十歳に満たない子供に煙草を与えてはならない、と法律で取り決めがなされている。覚えておけ、アイカ。ルールは絶対だ」

　その後もアイカはしばらく不満そうに唇を尖らせていたが、射織が「ルールだ」と繰り返すと、ようやく納得した様子で頷うなずいて。

「……えー。うーん……わかった！　じゃ、アイカ、大人になったら絶対吸う！」

「それもダメだ」

　即答し、射い織おりは空に向かって煙を吐いた。どこまでも澄んだ色彩の、クリスタルにも似た青空が、立ち昇った灰色に混ざって淀よどんで見える。射織はかすかに眉まゆをひそめた。

　この村に煙草たばこは似合わない──吉よし田だ射織はふんと鼻を鳴らし、まだ吸いかけの煙草を灰皿に押し付け、胸いっぱいに深呼吸した。
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　──神かみ代よ七夕伝説。

　むかし、むかしの物語。神代村は百人の村人が仲良く暮らす、とても平和な村でした。

　しかしある時、その光景に嫉妬した鬼が、村に呪いをかけたのです。

　そして村人の半分が死にました。彼らは動く屍しかばねとなりました。生者たちは恐怖を覚え、死者たちを川の向こうへ隔離しました。死者たちはそんな生者を恨みました。生者と死者──決定的に異なってしまった彼らは、千年もの間、激しく憎しみ合ったのです。

　しかし千年目の夏、ついに奇跡が起こります。《梯かけはしの巫み女こ》と名乗る少女が、不思議な力で川に橋をかけたのです。

　橋を渡って対岸へ辿たどり着ついたその少女は、死者の青年と、手を取り合って笑いました。

　村のみんなが、笑いました。長年のわだかまりは噓うそみたいにすっと溶けて《神代村》には永遠の平和が訪れたのです──。




　村役場でもらったパンフレットの一説を音読したイコイは、舗装すらされていない砂利道を踏みしめながら、不思議そうに首をかしげた。

「……これって、私たちが知ってる七夕伝説と違いますね？」

「うん。まあ、伝説ってのは地域によって違うものだしね。日本で一番有名な天の川伝説も、発はつ祥しようはたしか中国だったはずだし」

　神代村に流れる空気は、驚くほどゆっくりだ。心地よい砂利の感触を靴底に覚えながら、吉田射い京きようはのんびり答える。イコイは感心したように「へえー」と呟つぶやき、

「ねえ射京さん。天の川って、どんなお魚が釣れるんでしょうか？」

　キラキラ輝く瞳で、そんなことを言い出した。

「珍しいお魚とか釣れそうですよね！　どうやって食べれば美お味いしいでしょう？　私、川魚は塩焼き派なんですが、やっぱり刺身も捨てきれなくて……」

　……この子の脳内は、いったい何割が食べ物のことで占められているのだろう。

「イコイちゃんってさ、体重何キロ？」

　思わず感じたままを口にすると、イコイはビクッと反応し。

「えっ!?　そ、そうですね……たしか、40キロぐらいだったような？」

「身長は１５０センチちょっとだよね」

　40Kg（1.5m）2＝17.78。BMI体格指数は17.78……瘦やせ形。

　完全に噓うそだな──確信しながら、射い京きようはイコイの姿を見つめた。

　夏らしい、シンプルなワンピース姿。薄手の布地の内側で『自称ナイスバディ』の胸もとが、これでもかと主張している。柔らかく揺れるスカートの裾すそから伸びる足は、決して太すぎるわけではないのだが、お世せ辞じにも細いとは言い切れない。

　まあ標準的・健康的な体型だろう。イコイの身長を１５０センチと仮定すれば、恐らく体重は49キロ、BMI体格指数は21.78程度。体脂肪率は27パーセントといったところだろうか。

「うっ……一体、何を考えているのですか」

　分析の視線に気付いたイコイが、じとーっと湿った目で射京を見上げた。

「さては私のことを、デブだと思っていましたね？」

「いやー……まあ……49キロぐらいはあるかなって」

「ぐわあっ！　図星ですーっ！」

　噓をつき通すことを早々に諦めたイコイが、叫びながら両手で顔をおおい隠した。

「瘦せすぎも良くないよ。少しぐらい太い方が好きだけどな、俺は」

「……ほんとですか？」

　手のひらの隙すき間まからちらりと目を覗のぞかせ、訝いぶかしむようにイコイは言った。本当だよ、と答えると、イコイはあからさまに上機嫌になり。

「……ふふっ。射京さんって、けっこう良い趣味してますね！」

　突然スキップを始め、楽しげに砂利道を進んで行った。

　村役場でもらったパンフレットには、村に伝わる伝説をはじめ、最新情報や地図、村人へのインタビューなどが載っていた。なかなか充実した内容に、自称日本一の無料冊子コレクター・イコイはかなり満足げにパンフレットの評価を口にする。

「内容は申し分ないですし、紙質も独特、レイアウトにはこだわりが感じられますね。惜しむらくは地図がちょっとだけ見づらいことですが……まあ、いいとしましょう！　そうそう射京さん？　最新情報のところに書いてあったんですが、もう間もなく記念館がオープンするらしくって、ここに行けばどんなに素敵な無料冊子が──ぎゃっ！」

　突然言葉が止まったので振り返ってみれば、ぬかるみに足を取られてすっころんだイコイが、見事にひっくり返って「うう……」と唸うなっているところだった。

「ちゃんと前向いて歩かないとダメだよ」

　冊子を拾い上げ、射京はさっさと歩き出す。道案内は、自分がしようと思ったのだ。

　ひっくり返ったまま放置されたイコイは、少しだけ残念そうな顔をしたが、しかし不機嫌になるでも泣き出すでもなく、ぴょんと立ち上がるとスキップであとを付いてきた。

　どうやら手描きで作られたらしき地図は、やはり少し見づらいが、味があって面白い。目的地である和菓子屋《あさごち堂》は、村の北端に位置しているようだった。村役場や民宿の存在する南端から、ちょうど真逆の位置になる。

　いくら小さな村とは言え、端から端まで移動するのは、それなりに長い時間がかかる。神かみ代よ村むらには一台の車も走っていない。移動手段は徒歩のみだ。散歩も兼ねて歩き始めて、かなりの時間が経過した。地図によると、もう間もなく村の中心地点に出る。

　──突風が吹いた。爽さわやかな露つゆを含んだ強風が、二人の間を吹き抜けてゆく。

「……あっ！」

　声を上げ、慌ててイコイが走り出した。髪飾りを飛ばされてしまったのだ。風に舞う髪飾りは、村中を縫ぬうように流れる小川にぽちゃんと落ちて、そして止まった。

　髪飾りを拾い上げ、イコイはふうと安心したように息を吐いた。しっとり濡ぬれたままの髪飾りを大切そうに髪につけたイコイの動きが、唐突に止まる。

　イコイの視線は、宙に吸い寄せられていた。風に乗って、何かが。赤い、何かが。ちらちらと踊るように飛んできて、イコイの足元に、落ちたのだ。

　拾い上げたそれは封筒のようだった。しかし、どうも様子が妙だ。目の覚めるような赤色の封筒には、宛先はおろか差出人すら書かれていない。目を凝らしてよく見ると、封筒には小さな文字で日付が刻まれていた。が、それもかなり前──九年前の日付なのだ。

「これは……何でしょうか」

　困惑した様子で呟つぶやいた。古くなった封筒は、封が、剝はがれかけていた。イコイは吸い寄せられるように、そっと封に触れた。ぺりっと軽い音がして、乾いた糊のりが剝がれてゆく。

　中から出てきたのは、和紙で包まれた一束の髪の毛だった。

　イコイはひっと息を吞のみ。顔を上げ、奇妙な封筒を握にぎりしめたまま、それが飛んできた方向に、ふらふらと足を進めてゆく。村の中心地へと繫つながる、角を曲がった次の瞬間。

「……えっ……」

　怯おびえるような声を漏らし、イコイがぴたりと立ち止まった。

　視線の先は「何か」があった。赤くて、巨大な「何か」だ。一見してそれが「何か」分からなかったから、射い京きようはそれに近づいた。手が触れるほど近づいて、そこでようやく射京は「何か」の正体を知る。それは笹ささだった。高さ三メートル以上に及ぶ、巨大な笹のオブジェだった。

　笹は生き生きとした緑色をしていたが、しかしその鮮やかな色を確認することは、ほとんど出来ない。葉を、茎を、その全てを覆うようにびっしりと、何十、何百という真っ赤な封筒が覆い尽くしていたからだ。先ほど拾った封筒と同じものだ。ただ日付だけが、バラバラだった。

　封筒の色は、鮮血に似て。風が吹くたび揺らぐ繊せん細さいな笹の枝は、奇妙な封筒に覆われ着ぶくれ、増殖する肉塊のよう。ざわざわと音を立てながらうねる笹ささ全体は、まるで一つの生命体のようだった。

「……なんだか、ちょっと……不気味ですね」

　射い京きようの想おもいを代弁するように、イコイがぽつりと呟つぶやいた。射京はひとつ頷うなずいて、目の前でそよぐ奇妙な笹を、じっと見上げた。
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「──《神かみ代よ七夕祭り》は、人と人を繫つなぐお祭り」

　シャキシャキと、ネギを刻む音が小気味よく響いている。

「それでね、《梯かけはしの巫み女こ》は、天の川に橋を架かける存在なんだよ」

　手際よく包丁を操りながら、秋あき宮みやアイカはそう言った。包丁のリズムに合わせ、小さな背中でポニーテールが揺れている。吉よし田だ射い織おりは、和菓子屋《あさごち堂》二階──アイカの自宅へ招かれていた。いかにも古民家、といった雰囲気の家だった。アイカはこの家に、高齢のおばあちゃんと二人きりで住んでいるのだと言う。

　和服を脱いで、Ｔシャツに着替え、ついでにエプロンをばっちり着こなして。台所に立つ少女は、幼いながらになかなかサマになっていた。その背中で揺れる長いポニーテールを見つめながら、射織はちゃぶ台の前に座り、出された緑茶をすすっていた。

「つまりその《梯の巫女》というのは……」

　一通り説明された内容を整理して、射織は続ける。

「たった一人で《神代七夕祭り》を背負う存在なのか」

　するとアイカは、ネギを鍋に入れながら首を横にふり、笑った。

「ちがうよ、射織おにいちゃん。《梯の巫女》は、伝説のなかのお話だから」

　味み噌そのいい香りが、じんわりと居間に漂ただよってくる。

　せっかくだからご飯食べて行ってと、射織は少女に誘われたのだ。体調を崩しがちのおばあちゃんの代わりに、アイカはこの家で家事全般を引き受けているのだと。

　ちゃぶ台の上には、少女がいつも首から下げているボロボロのポシェットが置かれていた。底に開いた大きな穴が、色の合わない糸で慌てたように縫ぬい塞ふさがれている。

　中にはパズルのピースが収められている。立方体を接続して作ったピースが、全部で七つ。射織はその中の一つに手を伸ばし、面と面で作られた直角に、別のピースを嵌はめこんだ。二つのピースはぴたりと重なり、全く新たな立体を形作った。

「……ふん」

　思いがけず気持ちが良かった。新たに出来た隙すき間まに、射織はまた別のピースを嵌めこむ。ピースはまた、気持ちいいほどぴたりと嵌まった。

「……ふふん」

　無表情で得意げに鼻を鳴らして、射い織おりは次なるピースに手を伸ばす。気付けば夢中になっていた。所しよ詮せんは子供だましのパズル、軽く一ひと捻ひねりしてやろうという気持ちだった。

　少なくとも途中までは、順調に進んでいると信じていた。雲行きが怪しくなってきたのは、最後二ピースに突入した段階のことだ。

　欠けた隙すき間まに、どうにかピースを嵌はめこもうとする。しかしどうやら、どう工夫してもピースが綺き麗れいに嵌まる事はない。その事実に、気が付いてしまった。

「ふんっ!?」

　驚いた。腹が立った。失敗を受け入れられず、射織は反射的にパズルを投げる。かしゃんと軽い音がして、組み合わさっていたピースたちはバラバラに解ける。

「えっ！　壊さないでよ射織おにいちゃん！」

　アイカが慌てた声を上げて、台所からぱたぱたと走ってくる。七つのピースを一つ一つ拾い集めて、最後のピースを手に取った少女は「あっ」と声を上げる。

「ほらー、ヒビ入っちゃった」

　少女が最後に拾ったピースは、立方体を四つ重ねた、綺麗な直方体のピースだった。確かにアイカの言う通り、立方体の継つぎ目に見事なヒビが入ってしまっている。

「…………」

「……ごめんなさいは？」

　少女は少し怒ったように、ぷうと頰ほおを膨らませる。

「……悪かったかもしれない。ただし私は、そんなに乱暴にぶつけたつもりはない……つまり、そもそも作りが脆もろ過すぎなのでは」

「……もー。しょうがないなあ……」

　まったく誠意に欠ける謝罪だったにもかかわらず、アイカはそれ以上怒ることもなくポシェットを首にかけて台所へと戻って行った。

　再び、とんとんと軽やかな包丁の音が聞こえてくる。

　射織の頭は、先ほどのパズルのことで一杯だった。一体どこで間違えたのだろう、どうすれば立方体を完成させることが出来たのだろう。脳内でピースを回転させて組み合わせようと努力するが、なかなかどうにも上手く行かない。

「……おにいちゃんは、何のおしごとしてるの？」

　ふと振り向いて、アイカは小首をかしげた。ちょうど十個目の脳内パズルを、失敗のすえに破壊した瞬間のことだった。

　東京人じん狼ろう討とう伐ばつ庁ちよう長官補佐だ──いつものように言いかけて射織は、はたと思いとどまる。相手は、まだ六歳の子供だ。もう少し、分かりやすい説明方法はないものだろうか。

　射織は腕を組み、うーんと唸うなる。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたあと射い織おりは、極めて単純な言葉で答えることに決めた。それはかつて幼い頃の射織自身が、討とう伐ばつ官かんである父から聞かされていた言葉だった。

「……私は、正義のヒーローだ」

　答えを聞いたアイカは、びっくりした様子で射織の顔を見つめる。

「ヒーロー？　射織おにいちゃん、ヒーローだったの？」

「いかにも」

「おお～！」

　感かん嘆たんの声を上げながら、アイカは瞳をきらきら輝かせた。

「ヒーローさんに会うの、アイカはじめて！　それじゃ射織おにいちゃんは、戦うの？」

　アイカの疑問に、射織はうむと頷うなずき「私は誰よりも強い」と付け足した。その言葉に、アイカはさらに目を大きく見開いて「すごいなあ」と呟つぶやいて。

「おにいちゃんは、どうして戦うの？」

　そんな質問を返してきた。射織はわずかに眉まゆをひそめた。愚ぐ問もんだ、と思ったのだ。

「私は正義のヒーローだ。戦う理由は、正義のために決まっているだろう」

「……正義？」

　アイカは菜さい箸ばしを持ったまま、きょとんとその場に立ち尽くしていた。

　六歳の子供には、少し難しい日本語だっただろうか。言葉の定義を説明しようと口を開きかけて、しかし射織は押し黙る。

　正義とは何か。そんな事、今まで考えたことすらなかったのだ。この世には人じん狼ろうという巨悪が存在し、それに対抗する者として討伐官が存在している。絶対的悪である人狼を倒す討伐官は間違いなく「正義」だが、仮に、そこから人狼という存在をきれいさっぱり消し去ってしまった場合、「正義」という単純明快な言葉の意味は──。

「……正義は正義だ。深く考えるのは馬鹿のすることだ」

　結局射織はそんな暴論で、質問に強引な終止符を打った。アイカは「そっかあ、難しいね」と首をひねり、すぐに料理を再開した。

　数分が経たち、台所からはジュージューという音とともに香ばしい匂いが漂ただよってきた。うっかり腹が鳴ってしまいそうになる。思えば朝から、何も口にしていない。

　だから射織はアイカの手料理が内心楽しみだった。しかし、間もなく運ばれてきた料理を目にして、射織は思わず顔をしかめる。

「……何だこれは」

　ちゃぶ台に置かれたのは、野菜の炒いためものだった。それ自体は構わない。かなり上手くできている方だろう。しかし問題は、その材料だった。

「なぜだ、なぜキュウリが入っている」

　射織は炒いため物ものを睨にらみ付つけた。食欲をそそるゴマ油の香りに包まれて、憎たらしいキュウリが、我が物顔で皿の大部分を占拠している。

「……アイカ、覚えておけ。私は、馬鹿と、無能と、人でなしが大嫌いだ」

　唸うなるように絞り出し、射い織おりは鋭く少女を睨にらみつけ。

「このキュウリという野菜は、とんでもない無能なのだ。野菜という身分でありながら、ほとんど栄養素を含んでいない。それどころか、貴重なビタミンを壊す酵素まで含んでいる……無能である上に、馬鹿ときた。おまけに人でもない。こいつは、馬鹿・無能・人でなしの三拍子そろった存在価値皆無の野菜なのだ」

　一息に言い切ると、アイカは「ええ～っ」と小さく叫んで。

「そんなあ。キュウリさんがかわいそうだよ」

「無能は無能。慈じ悲ひはない」

「……だったらせめて、ゴーヤさんだけでも食べたげて」

　アイカは肩をすくめて、キュウリとともに程よく炒いためられたゴーヤを指差す。

「私は、ゴーヤも大嫌いだ」

「なんで？　ゴーヤは栄養まんてんだよ？」

　まったく、この子は何も分かっていないな──射織は深く溜ため息いきをついて、困惑顔のアイカへと向き直る。

「アイカ、覚えておけ。このゴーヤという野菜は、苦い。野菜という、人間様に食べてもらう身分でありながら、身の程知らずに苦い。苦すぎて、馬鹿としか思えない。こいつも馬鹿・馬鹿・人でなしの三拍子そろった存在価値皆無の野菜なのだ」

「アイカしってる。それ、シエンっていうんだよ」

　じとーっと湿った目をして、アイカは射織の目を見つめていた。

　私し怨えんか。子供の割に、なかなか難しい言葉を知っている。どうやら国語は得意らしい。

　射織は感心しながら箸を取り、キュウリとゴーヤとわきに寄せてネギを摘まんだ。

「……射織おにいちゃんっ！」

　ぴしゃり、と少女の声が飛ぶ。厳しい声だった。射織はぴくりと眉まゆをよせ、ちらりとアイカの顔を見み遣やった。

「なんだ」

「好き嫌いばっかりしちゃだめだよ。さっきからヘリクツばっかりで、全然食べようとしないじゃん！」

　どうやら怒っているらしい。

　たった六歳の少女は、小さな身体からだいっぱいに怒りを表現して「それに！」と声を張る。

「おにいちゃんは大人なのに、いただきますも言えませんか！　ごはんの前には『いただきます』、食べ終わったら『ごちそうさま』……言わなくちゃ、アイカゆるしません！」

　小さいながらに、なかなかの迫力だった。射織は困惑していたが、不思議と嫌な感じはしなかった。新鮮だった。他人に怒られる経験など、思い返せば殆ほとんどした記憶がない。

　むう……と静かに唸うなって、射い織おりは箸を箸置きに戻した。たしかに少し大人げなかったかもしれない。ここは一つ、ゴーヤに打ち勝つ場面を見せて、大人の威い厳げんを保たなくては。

「……いただきます」

　胸の前で手を合わせ、射織はぎこちなく口にした。ぎこちないのは仕方のないことだろう。改めて考えてみれば、二十年近く口にしていなかった言葉なのだ。

　意を決し、射織はゴーヤに箸を付ける。素早く口に入れ、嚙かみしめる。じわりと苦味が口中に広がった。馬鹿としか思えない、鮮せん烈れつな苦味だ。射織は顔をしかめながら、懸命にゴーヤを嚙みしめた。何度も吐き出しそうになりながら、それでも負けずに嚙みしめ続けた。どうにか飲み込んだ頃には、額にじわりと大粒の汗が滲にじんでいた。

「うん、よくできました」

　アイカは優しく微笑ほほえんだ。慈愛に満ちた、女神のような表情だ。

　ぽんぽん、と二回。アイカは射織の頭を撫なでた。くすぐったかった。頭ではなく、心がだ。どんな顔をすれば良いか分からず、やはり射織は顔を背けてふんと鼻を鳴らした。

　カランと、下の階で音が鳴った。アイカは「あっ」と声を上げて立ち上がる。

「お客さんだ！」

　大きすぎるスリッパをぱたぱたと鳴らし、アイカは階下へ降りてゆく。しかし次の瞬間には足音が、慌てたように戻ってきて。

「射織おにいちゃん！　また、遊びに来てくれる？」

「…………」

　返事に窮きゆうして射織は黙る。

　吉よし田だ射織は多忙なのだ。また遊びに来るだなんて、軽々しく約束できるはずもない。約束とは絶対で、ゆえに守れない約束など、決して取り交わしてはならないのだ。

　そんな射織の反応を前にして、アイカはぽつりと呟つぶやいた。

「……ダメ、かな」

　その姿があまりに寂しげで、今にも壊れてしまいそうだったから。

　射織はつい、反射的に口走ってしまう。

「……時間が空けばな」

　ぱあっと、アイカの顔に花が咲いた。一体何がそんなに嬉うれしいのかと訊ききたくなってしまうほど、アイカは、心の底から嬉しそうな顔をして。

「約束だよ！」

　弾んだ言葉を最後に残して、射織のもとから姿を消した。

　それと入れ替わるように、階下から声が聞こえてきた。アイカが客の応対をしているのだ。射織はギョッと顔を上げる。客の声に、明らかな聞き覚えがあったのだ。

　──射い京きようだ。

　射い織おりは思わず顔をしかめる。なぜあいつがここに？

　こんな場所にいると知られれば、面倒なことになりかねない──しばらく迷ったすえ、射織は裏口からの退避を決める。もともとあまり長居するつもりもなかったのだ。

　しかし腰を浮かせたその瞬間、何かを忘れているような気がして動きを止める。

　何だろうと考える。そしてまもなく答えに行きついた射織は、苦笑いを浮かべ、もう一度ちゃぶ台の前に座りなおした。

「……ごちそうさまでした」

　無能なキュウリと馬鹿なゴーヤを前にして。

　胸の前で手を合わせ、吉よし田だ射織はひとり静かに呟つぶやいた。
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　草を燻いぶしたような、香ばしい匂いが漂ただよってきた。

　吸い寄せられるように、吉田射い京きようは顔を上げる。間もなく和菓子屋《あさごち堂》の奥から姿を現したのは、つややかな黒髪を結わえた、快活な印象の女の子だった。

　いらっしゃいませ、と少女は笑った。屈託のないその表情は眩まぶしいほどだ。素朴なエプロン姿が、びっくりするほどよく似合っている。

「観光のお客さん、ですか？」

　どんぐりに似た大きな瞳をくりくりさせて、少女は小首をかしげた。その愛らしい姿を見つめ、イコイがふっと微笑ほほえんだ。可愛かわいいな、と思っているらしい。

「お店番をしているのですか？　小さいのに、偉いですねえ」

「……はい！　だけど、ただのお店番じゃないですよ。このお店のお菓子は、アイカが作っているのです。ぜーんぶ、アイカのおすすめです！」

　自慢げに胸を張って、アイカと名乗った少女は両腕を広げた。

　饅まん頭じゆうに羊よう羹かん、どこか懐かしい雰囲気の和菓子が、こぢんまりとした店内にぽつぽつ並んでいる。形も綺き麗れいで、美お味いしそうだ。おそらくこの子は工程の一部、大人の手伝いをしているだけだろうが、それにしても大したものだ。

「…………？」

　ころんと、四角い何かが一つ、足元に落ちた。

　少女が首にかける、ポシェットから落ちたもののようだった。射京はそれを拾い上げ、少女に手渡す。少女は「あ、また破れちゃった」と呟いて、大切そうに受け取った。

「……パズルのピースかい？」

　射京が訊きくと、少女は「はい」と頷うなずいて。

「完成したらお願いが叶かなうんだって、お父さんが教えてくれました」

　そう言って、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　立方体を四つ重ねた、なぜか一部にヒビの入った直方体のピースだった。

「難しいでしょ」

「はい、かなり……アイカずっと、すごく小さいときからやってるんですけど……いまだに、全然完成しなくって……」

　肩をすくめて少女は、少し困ったように微笑んだ。

　きょろきょろと店内を見回していたイコイが、目を輝かせて少女に問う。

「ところでアイカさん。《みる餅もち》も、アイカさんが作っているのですか？」

「あっ、そうです……だけど《みる餅》はまだ準備中で……だけど多めに作るので、七日に来ていただいたら必ずお出しできます！」

「そっか、それは良かった」

　射い京きようは笑い、今後の予定について考えた。関かん東とう討とう伐ばつ局きよくの夏休みは、ケチなことに四日間しかない。七月七日……にはすでに、夏休みは終了している計算だ。

　しかし幻のお菓子《みる餅》を入手する機会、簡単に見逃すわけにもいかない。このタイミングを逃してしまえば、次にチャンスが来るのは一年後なのだ。

「じゃ、また七夕の日に遊びにくるよ」

　結局、たいして迷うことなく射京は決めた。すでに半日ほど「前借り」している夏休みだ、さらに数日「前借り」したところで、さほど問題の大きさは変わらないだろう。

　──ふと、頭の上で音がした。かすかな、足音のようだった。

　屋根裏？　いや、二階か。この音は……。射京はわずかに眉まゆをひそめ、耳に神経を集中させる。しかし、その集中は何分と持たなかった。隣でイコイが「あっ」と小さな声をあげ、ちょんちょんと袖を引っ張ってきたからだ。

「……どうしたの、イコイちゃん？」

　イコイは店の奥、古びた戸棚のあたりを指差している。

　まず真っ先に目に入ったのは、戸棚の隣に括くくられた小さな笹ささだ。その枝に吊つり下さげられていたのは一冊の封筒。血のように赤い。村の中心部で目にしたあの封筒と同じものだ。

　二人の視線に気付いた少女が、不思議そうに首をかしげる。

「どうかしましたか？」

「……あの封筒。何かなーって思ってさ。大きな笹にも、飾ってあったやつだよね？」

　射京が言うと、少女は合点が行ったように「ああ」と声をあげた。

「アイカたちは《梯かけはしの封筒》って呼んでます。天の川の向こう側……『生者』のアイカたちとは決定的に違ってしまった『死者』に向けて、メッセージを送るための」

「封筒に日付が書いてあったのは……」

「命日、です」

　アイカは静かに、そう言った。

「中央広場の大きな笹ささは《死者の笹》。おうちにある小さな笹は《生者の笹》──《死者の笹》の封筒には、亡くなった方のご遺い髪はつを込めて……《生者の笹》の封筒には、手の届かない遠い世界に住む人たちへのメッセージを」

　そして少女は、ここ《神かみ代よ村むら》で行われる《神代七夕祭り》に関して話し始める。

「《神代七夕祭り》では、みんなで《死者の笹》を囲んで踊るんです。それぞれが願いを込めた《生者の笹》を手にして……なかなか見応えがあると大評判なんですよ！」

　少女の説明を聞きながら射い京きようは、村のパンフレットに書かれていた伝説を思い出していた。死者と生者──二者を別わかつ大河に橋を架かける存在。

「──《梯かけはしの巫み女こ》も、そこで踊るのかい？」

　すると少女は即答する。

「いえ。《梯の巫女》は、伝説の中だけの存在ですので」
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「……良い子でしたねえ、アイカちゃん」

　しみじみと言いながら、イコイは饅まん頭じゆうを口にした。せっかく和菓子屋に来たのだしと購入した、可愛かわいらしい小ぶりの饅頭だ。美お味いしさのあまり「ふお」と変な声を漏らしながらイコイはあっという間に完食してしまう。食べ終わった瞬間、今度はじーっと、何か言いたげな目をして射京の饅頭を見上げている。

「……足りないの？」

　訊きくとイコイは、勢いよく二回、頷うなずいた。食べかけの饅頭を二つに割って手渡すと、イコイはぱっと目を輝かせる。この世にこんな幸せがあるのかと、言わんばかりの表情だ。

「……だけどあの子のお父さんは、ちょっとイジワルかもしれないね」

　ぽつりと射京が呟つぶやくと、イコイは口いっぱいに饅頭を頰ほお張ばったまま首をかしげた。

「ほ？　アイカはんの、おほーはん？」

「うん、アイカちゃんのお父さん」

「へほ」

　そこでごくんと饅頭を飲み込んだイコイは、ようやく鮮明な言葉を話す。

「ロマンチックじゃないですか。パズルが完成したらお願い事が叶かなうだなんて」

「完成したら、ね……たぶん、しないと思うけど」

　ぽかんと口を開けてイコイは立ち止まる。そんなイコイに射京は、ピースを目にした瞬間の違和感を説明した。

「……有名な立体パズルだよ。回転・鏡像を同一とした場合、解は全部で二四〇通り。かなり多彩な解が用意されたパズルだけど……そもそもパズルを構成する七つのピースに、直方体は存在しえない。あのパズルは、はじめから解が存在しないインチキパズルだ」

　イコイは呆ぼう然ぜんと、言葉を失い立ち尽くす。

「……どうしてアイカちゃんのお父さんは、そんなパズルをあの子に託したのでしょう」

「……さあね。それは、俺には分かんないや」

　いつも通り無責任に笑って、射い京きようは古びたベンチに腰掛けた。

　神かみ代よ村むらの中心広場、その脇に設置されたベンチだった。少し離れた正面に、無数の真っ赤な封筒が、《死者の笹ささ》にぶら下がって揺れているのが見える。

　しかしその印象は、はじめてそれを目にした瞬間とは大幅に変化していた。

「……生者と死者を繫つなぐお祭り、ですかあ」

　最後の饅まん頭じゆうを味わうように何度も何度も嚙かみしめながら、イコイは呟つぶやく。

「なんだかロマンチックで、ちょっと切ない感じがします。とりあえず一安心しました。はじめてあの笹を見た瞬間は、けっこうびっくりしたものですから」

　名残惜しげに飲み込んで「ふう、おいしかった」と呟いた。

　射京はもう一度《死者の笹》に目を遣やった。故人への想おもいを全身に抱き、村の中心で優しくそよぐその姿は、まるで《神代村》の守り神だ。

　──そのとき射京は、ふと気づく。

　笹のすぐ根元で、何者かがじっと佇たたずんでいる。少しだけ驚いた。この場所へ来てもう五分は経たとうかというのに、射京はその人物の存在を、今、はじめて認識したのだから。

　なぜならその人物は微動だにしない。ぴくりとも動かない。村の風景にじわりと溶け込む、保護色のような朽くち葉ば色いろのケープを両肩に羽織っている。

「……それにしても楽しみですねえ、射京さん。ふつうのお饅頭で、こんなに美お味いしいんですから。七夕限定の《みる餅もち》は、どんなに美味しい──」

　恐らくそいつの存在に気付いていないイコイが、脚をパタパタさせながら、のほほんと言った──次の瞬間。

「……みるもち」

　ぐりんっと。身を捻ひねるように、そいつは勢いよく振り返った。

　突然、前触れもなく視界中央に出現した不審人物に、イコイは目を丸くし「ひっ」と身を引く。後ろ姿からは判別できなかったが、そいつは女だった。

　不健康に青白い顔のまわりで、これまた不健康にぱさつく褪あせた黒髪が、あちこち無造作に跳はねている。無造作ヘアーと言えば聞こえは良いが、これは違う。見た瞬間に、もう何年もくしを入れていないと確信できる、そんな感じの髪形だった。

「みる、みる……フフ、みるもち」

　不気味に笑いながら、そいつは物もの凄すごいスピードで近付いてきた。片時も地面から足裏を離さない、見事なまでのすり足だ。土や小石が擦こすれて、じゃりじゃり鳴った。

　ケープと同じ朽くち葉ば色いろの巨大な鞄かばんを抱え、首からはごつい一眼レフカメラを下げている。カメラには修正液と思おぼしき白文字で『カメラのエリザベス』と書いてある。名前らしい。

「そんなに驚かないでよ、ね」

　呆あつ気けにとられて身動きを止めたイコイに顔を近づけ、女は言う。

「あたしたち、ずーっと一緒にいたじゃないのよ、ね？　十メートルの距離を挟んで、隣同士に、ね。フフ……運命共同体」

　いえいえとんでもない、初めましてです。イコイが必死に否定する。

　幽霊に似た奇妙な女は、分厚い丸眼鏡の奥で、目だけを生き生きと輝かせていた。年齢はおそらく十代後半といった所だろうか。どうやら若いらしいのだが、あらゆる要素が枯れているせいではっきりとした年齢は分からない。

「フフ……貴方あなた……」

　ぐりんっと首を回して、今度は射い京きように顔を近づける。鼻が付くほど──比喩ではなく、実際に鼻頭同士がひっ付くまで接近して、女はにいっと笑った。

　鼻筋がスッと通った、目鼻立ち自体は綺き麗れいな女だったが、残念なことに不気味過ぎて恐怖しか感じない。












「……よーく見たら、けっこう綺き麗れいな顔してるわ、ね？　髪。ボサボサで、清潔感に欠けるのが玉たまに瑕きずだけど……ね」

　どうやら互いの印象は同じらしい。射い京きようが思わず苦笑いすると、女はなぜか、青白い頰ほおをわずかに赤らめて。

「……あたし、けっこう好き、よ。かっこいい。お付き合いしてあげても、いいわ、よ」

　前言撤回だ。同じ印象だなんて、とんでもない。

「げぇっ!?」

　隣でイコイが、蛙かえるが潰つぶれたような声を出す。ひどく慌てた様子で二人の間に入り込み、

「そっ、そういうことは、秘書を通してくださいっ!!」

　割れんばかりの大声で叫ぶ。イコイの乱入のおかげで、くっついていた女の鼻がようやく離れた。グッジョブ、イコイちゃん──そんな想おもいを込めて視線を送ると、イコイはまだ興奮した様子で、女の顔を見上げていた。

「秘書？……は、どこにいるのかしら、ね？」

「ここにいます！　ここです！」

「あらあ。貴方あなたが秘書なの、ね。フフ……ごめんなさい。あたし、そういった手続き、分からなくって……お付き合いするには、どう申請すれば良いのかしら、ね？」

「ま、まずは履歴書でも持ってきてください。話はそれからです！」

　イコイはきっぱりと言い切った。秘書として守ってくれるのは有り難いことだが、どうか当人をすっとばして話を進めるのはやめてもらいたい。

「わかったわ。履歴書……ね。履歴書。あとで書くわ、ね」

　女はぶつぶつ言いながら、ようやく諦めた様子で身を引いた。

　それにしても変な女だ。肌身離さず持っている巨大な鞄かばんから考えて、どうやらこの村の人間ではなさそうなのだが、単なる観光客とも思えない。

　女は、壱いち岐きジェシーと名乗った。

「……こんな名前でも、ね。生粋の日本人。名前の方は……ね。少し恥ずかしいから……フフッ。壱岐ちゃんって呼んでくれると嬉うれしい、わ」

　さらりと「ちゃん」付けを強要して、壱岐と名乗った女はフフッと笑った。

　──そして突然。

　前触れもなくバッと顔を上げ、壱岐はまっすぐに射京の姿を捉えた。髪はぱさつき、肌は青白く、ただ眼鏡の奥だけが、輝き狂った黒曜石のように爛らん々らんと光っていた。

「……貴方たち《神かみ代よ七夕祭り》に興味があるのよ、ね？」

　身を乗り出して、狂気と興奮が交じったような声をあげ。

「気を付けた方がいいわ、よ。フフ……詳しいコトは、知らない方がいいかしら？　でも言いたい……言いたいわあ……」

　にいっと白い歯を剝むき出だしにして、不気味に笑った。完全に、自分の世界に入り込んでしまっている。まるで何かに取とり憑つかれでもしているように、女は早口で言葉を紡ぐ。

「生者と死者をつなぐ、お祭り……フフ、そんなものは見せかけよ。み・せ・か・け……聞きたい？　聞きたい、わよ、ね。フフ。ヒミツよ。村人にばれたら……フフ。大変」

　そして壱いち岐きは、さらに身を乗り出してきた。鼻の頭同士がぴったり引っ付く。冷たい、氷のような鼻だった。女は、ゆっくりと、ねっとりと口を動かす。その口内で紡がれた言葉は、異様に冷たい温度をもって、射い京きようとイコイの背筋を通り抜けていった。

「……《神かみ代よ七夕祭り》は、ね……ヒトの死肉をむさぼる祭り……なの、よ？」













【二節：梯かけはしの巫み女こ】
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　東京人じん狼ろう討とう伐ばつ庁ちようは、常に分刻みのスケジュールに追われている。

　全国に七ヶ所存在する討伐局を統べる、日本人狼討伐組織の中枢であるのだから仕方がない。その長官補佐・吉よし田だ射い織おりに課せられた責務は、計り知れない。

　仕事の内容は幅広いが、主な仕事は、討伐組織全体のバランスをコントロールし、方向性を定めることだ。長官補佐と肩書きについてはいるものの、決して生ぬるいサポートを手がけているわけではない。きちんと独立した、責任重大な仕事なのだ。

　吉田射織の一日は、午前五時にスタートする。まるで体内に埋め込まれたコンピューターが作動したかのように、五時ぴったりに目が覚める。起床と同時にまず一服する。煙草たばこなくしては一日が始まらない。そして十分以内に身支度をし、五分で朝食を食べ終える。

　朝食のメニューは料理人に一任してはいるものの、馬鹿・無能の食材は使用するなと厳しく要望を伝えているのだが。

「……む」

　運ばれてきた食事を前に、射織は眉まゆをひそめる。オムライスに、キュウリが添そえてあったのだ。かつて……もう何年も前の話になるが、野菜スープの中に、巧妙にキュウリを混入した愚か者の料理人が存在した。そのときは当然のように激げき昂こうし「こんな物食えるか」と野菜スープを投げつけて、迷いもせずに即日解かい雇こを言い渡したものだが──。

（……あの場にアイカがいたら、怒っただろうか）

　ふと、そんな想おもいが頭をよぎる。

　好き嫌いしちゃいけません、食べ物を粗そ末まつにしちゃいけません。大人びた六歳の、怒った顔が脳のう裏りに浮かぶ。ぷくーっと頰ほおを膨らませて、厳しく、そして優しく。

「…………」

　射織は少し惑って、そして、ゆっくりキュウリを口に運んだ。栄養素皆無の青臭い無能は、しかし思っていたほど不ま味ずくもなかった。

　ようやく間違いに気付いた料理人が、真っ青な顔をして射織に駆け寄り、勢いよく土下座を決める。しかし射織は構うことなく「……ごちそうさま」と呟つぶやいて、テーブルをあとにした。料理人は呆あつ気けに取られたような顔をして、射織の後ろ姿を見つめていた。




　五分間の朝食が終われば、次の予定は《捧ほう血けつ》だ。人狼討伐に欠かせない《血けつ化か銀ぎん》生成に協力すべく、自らの体内を流れる《抗こう人じん狼ろう血けつ液えき》を捧ささげるのだ。

　座り心地の良い椅子へと案内され、左腕に太い注射針を刺される。当然それなりの痛みはあるが、これも人じん狼ろう討とう伐ばつのためなのだから仕方がない。絶対的な正義のためだ。

　諸々の処置時間を含めると、《捧ほう血けつ》には、約一時間掛かる。その時間を無駄にしないため、射い織おりは備え付けの端末にて、各地域の討伐データを確認することを日課としている。

　受信したばかりの膨大なデータにざっと目を通す。文字を読む、そのスピードには自信がある。しかしその効率が、弟・射い京きようには遠く及ばないことを射織はよく知っていた。

　射織はデータに素早く目を通すことで内容を理解しているが、射京の場合は全体を、まるで映像のように記憶してしまうらしい。しかもそのデータを、必要に応じて引き出すことが出来ると言う。

　まったく我が弟ながら、化物じみた能力だ──射織はそんな事を思いながら、データを読み進めてゆく。ものの十五分で、全体に目を通し終わった射織は、小さく唸うなった。

　地域によって、討伐成果に大きなバラつきが生じている。もっとも望ましい成果をあげているのは、射京有する関東討伐局だ。凶悪人狼事件検挙率は、全国的にも群を抜いている。反対に、もっとも討伐成果の低い地域は、やはり中部討伐局だった。

　討伐能力の地域差は、日本人狼討伐組織が抱える大きな問題の一つであった。馬鹿げた特別班とやらの解体に加えて、何らかのテコ入れが必要かもしれないな──そんなことを考えているうち、《捧血》の時間はあっさりと終了した。




　一時間の《捧血》が終了すれば、いよいよ仕事がスタートする。

　専属運転手つきの車に乗り込み、東京人狼討伐庁へと向かう。東京の中心にそびえ立つ小奇麗な高層ビルの一室が、吉よし田だ射織の仕事場だ。

　高級な椅子に腰掛けた射織の横で、本日のスケジュールを、秘書が淡々と読み上げる。相変わらず分刻みのスケジュールだが、射織には全てをやり遂げる自信があった。

「……《国立討伐図書館》の不明図書の件ですが……」

　秘書が切り出した。同時に射織は秘書を睨にらんだ。

「私は暇じゃない。くだらない案件は、こちらに回すなといつも言っている」

　日本で出版された全ての書籍を保管する《国立討伐図書館》は、確かに討伐庁の管かん轄かつではあるが、人狼討伐に直接関わる案件でないのは明らかだった。ましてや形式的な不明図書の報告など、聞いたところで何にもならない。そんな事は、馬鹿でも分かる。

　秘書は少しむっとしたような顔をして、しかし淡々と言葉を続けた。

「射織様がお忙しいという事は、重々承知しております。しかし……万が一あとになって事件性が発覚した場合、そのことを報告しなかった者が悪いと、こちらに全責任をなすりつけて騒がれる御お方かたが約一名ございますので……」

　そして、ちらりと意味ありげに射織の顔を見た。

「ほう」

　椅子に座り直し、射い織おりは秘書へと向き直る。

「そういう事なら仕方がない、聞こう」

　秘書はなんとも複雑な表情をしながら、手元の端末に表示された情報を読み始めた。それは国立討とう伐ばつ図書館に保管されていた雑誌『マルチアイアン特別号』を含んだ計五冊が、紛失したという報告だった。

「それなら新しいものを購入すれば良い」

　射織が軽くそう言うと、秘書はわずかに顔をしかめた。

「どれも現在市場には出回っていない貴重品で、簡単には入手困難です」

「……そもそも何な故ぜ紛失などが起きた？　国立討伐図書館は会員制で、閲覧のたびに会員カードの提示が必須。しかも、貸し出しすら許可されていないはずなのだが」

　つまり雑誌を閲覧した人物を当たれば、容易に真相に行きつくはず──射織はそう考えていた。しかし秘書は首を横にふり。

「会員カードが、盗品だったことが明らかになりました」

「……盗品だと？」

「五冊の本は全て、何者かによって故意に持ち出されたと見られています」

　秘書の言葉に、射織は腕組みをして考え込んだ。

　なるほど会員カードを盗んでまで入手したい雑誌があるとすれば、そこには何らかの事件性があってもおかしくない。

　紛失自体は何年も前に起きていたが、最近になって会員カード盗難の事実が明らかになり、問題視されはじめたのだと秘書は補足する。

「……そのマルチアイアンとは、どのような雑誌なのだ」

　射織は訊きいた。雑誌だけでなく、テレビや映画等のメディア全般に射織は疎い。

「低俗なゴシップ誌ですね。露出の多い女性の写真で読者を集め、ある事ない事ひっくるめて面白おかしく書きなぐるような」

「それは好かんな」

「なくなった巻の詳しい内容は不明です。かなり古いものも含まれていて、電子化されていなかったものですから」

「むう」

　内容が分からなければ、動きようもない。

　射織はしばらく考えて、結局「イタズラ」であるという結論に達した。さしずめ裸の女のグラビア目当てで、どこかの馬鹿が欲望に負けて盗み出したのだろう。どうにか探して補充しておくように、と指示を出すと、秘書はやや不満げに「わかりました」と頷うなずいた。

「……それと、もう一件」

　調子を変えて前置きし、秘書は続ける。

「午後一時からの会議、一件中止となりました」

　想定外の言葉に、射い織おりは眉まゆをひそめる。

「中止？　何な故ぜだ」

「今朝になって、相手方の……航空機チケットに不備があったことが判明しまして」

「……つまり？」

「席を取り直すことも困難で。今日は来れそうにない、とのことです。埋め合わせは、近いうちに必ず……とのことですが」

「……無能どもが」

　秘書の説明に、射織はうんざりと溜ため息いきを吐ついた。あまりに初歩的で愚かなミス。そんな理由で仕事に穴をあけるなどあり得ない。言語道断だ。

　すると突然、秘書が信じられないようなことを言いだした。

「……ところで射織様。有給休暇が、まだ全て余っておりますが」

「は？」

「午後、お休みになられたら如何いかがでしょう？　幸い、急ぎの案件もございませんので」

　射織は啞あ然ぜんとし、秘書の顔を穴が開くほど見つめた。

　有給という制度をもちろん射織は知ってはいたが、それを使用するなど想像したこともなかった。夏休みだって、形だけは消化して出勤するのが、射織にとっては常識だった。

「……君は、随分ホワイトな頭をしているようだな」

　皮肉交じりにそう言って、射織は煙草たばこを手に取った。

　この世界は今、穏やかに、ゆるやかに、しかし確実に、人じん狼ろうと戦争をしているのだ。討とう伐ばつ官かんの活躍により人狼どもは身を潜め、一見すると平和だが、ひとたび討伐官が手を抜けば、世界の均衡はすぐにでも崩れる。静かに身を潜めていた人狼が牙を剝むき、人間世界の崩壊を招くリスクは、いつも驚くほど近くに存在しているのだ。

　休んでいる暇など存在しない。存在しないのだが……。

「…………」

　射織はゆっくりと煙草の煙を吐きだした。無機質な部屋の空気に、白い煙がもやもや混じって天井の換気扇へと吸い込まれてゆく。

　この個室に取りつけられた巨大な窓から見下ろす大都市の景色は、圧巻の一言だ。人はもちろん車まで、吹いたらどこかへ飛んで行ってしまいそうなほど小さい。夜になれば無数の光の粒が眼下に散らばる。まるで高価な宝石のように。それを意のままに操れる自分は誰よりも強く、価値のある人間であると、そう錯覚してしまいそうになる。

　ふと、脳のう裏りに前触れもなく《神かみ代よ村むら》の鮮やかな色彩が蘇よみがえった。

　のんびりと流れる時間、澄んだ空気。鳴り響く鐘かねに、昔懐かしいかやぶき屋根。ここから見える景色とは真逆の、言ってしまえば田舎臭い風景。

　東京人じん狼ろう討とう伐ばつ庁ちように存在するこの部屋を初めて与えられた時には、素晴らしい眺めだと感心したものだった。しかし今、この瞬間、吉よし田だ射い織おりの心はどうやら別のものを求めているらしかった。しかし──。

　吸い終わった煙草たばこを灰皿に押し付けて、射織はゆっくりと首を横に振った。

　一体、何を考えているのだ。正当な理由もなしに、個人的な理由で遊びに行くなど言語道断。吉田射織は決めているはずだ。自分の時間は、すべて討伐に捧ささげるのだと。

　間もおかず、射織は次の煙草へ手を伸ばす。しかしすぐに気が付いた──煙草がない。ハァと深い溜ため息いきを吐つき、射織は重い瞼まぶたを閉じた。頭が痛い。あの村にいる時は、不思議と煙草を吸わずとも平気だったのに、この部屋では五分たりとも耐えられない。

「…………」

　強こわ張ばった眉まゆ頭がしらを押さえながら、瞼の裏に神かみ代よ村むらの風景を描く。

　積極的に「理由」を探し始めている自分がいた。あの村を、再び訪れるための正当な理由……小さな理由でかまわない。ルールに則のつとり、行動の正当性が保持されるのであれば。

　──また遊びに来てくれる？

　ふいに頭に浮かんだ、少女の声。

　ハッとして、射織は顔を上げる。

　──……時間が空けばな。

　そう、そうだ。あの日、吉田射織はこう答えたはずだ。

　少女と交わしたそれは、たしかに「約束」の形をしていた……間違いない。守らなければならない、ルールの形をしていたはずだ。

「ルールは……絶対だからな」

　射織は呟つぶやき、立ち上がる。

　あんなに重かった瞼が腰が、今では噓うそのように軽やかだ。

　この日吉田射織は、生まれてはじめての有給休暇を取得する決意をした。





　　　　　　　　　　２






「……ヒトの死肉をむさぼるお祭りって……」

　イコイが困惑しきった声をあげた。

　その不安げな瞳は、奇妙な女──壱いち岐きジェシーを見上げている。

「一体、どういう事でしょう。それって、つまり……」

　イコイは助けを求めるように、射い京きようへと視線を送る。そして声をひそめて、一言。

「……このお祭りに《人狼》が、関係しているという事……でしょうか？」

「それはまだ分からないわ……分からないのよ、秘書サン？　分からないから、惹ひかれるの、ね。そういう事って分からない？　分からないわよ、ね。だから良いの……フフッ」

　口をはさむ隙もなく、壱いち岐きはぶつぶつと不穏な独り言を続けている。

「だけどね、うん……十中八九……いえ、壱岐ちゃん的には十中十なんだけど……フフ、関係してるわ《人じん狼ろう》……この村は……フフッ！　人を殺して、貪り食っているのよッ」

「だけど……でも、壱岐ちゃんさん？」

　ようやくイコイが、意を決したように声をあげ。

「《神かみ代よ村むら》は平和な村なんですよ。神様に守られた奇跡の村です。今まで……百年以上、一件の人狼事件だって起きてないんだって」

　戸惑うようなイコイの言葉は、神代村の村長の受け売りだ。しかしイコイの言葉を受けた壱岐は、待ってましたとばかりにニタァと不気味な笑みを浮かべる。

「この山奥の村で、百年以上、一度も？　フフッ、怪しいわぁ……怪しすぎる」

　そこで壱岐は、ぐるりと首を回して射い京きようを見つめ。

「あら。あなたは『わかってる』って顔してるわ、ね？」

「……まあね」

　射京は軽く相あい槌づちを打ち、深しん紅くの封筒そよぐ笹ささを見上げた。はじめて村長の話を聞いた時から、何となく、気にかかっていたことだ。

　神代村では百年以上、一件の事件すら起きていない。しかし百年前──まだ《血けつ化か銀ぎん》が発見されておらず《討とう伐ばつ官かん》も存在しなかった時代。人間と人狼を取り巻く状況は、今とは大きく異なっていたはずだ。

　討伐官という宿敵が存在しなかった頃の人狼は、どこの村でも、当たり前のように、昼夜問わず、大量の人間を喰くらっていた。それなのに──。

「……たしかに、不自然なくらい凄いよね」

　射京の反応に、壱岐は心底嬉うれしそうに目を輝かせ。

「そうなのよ！　あなた、やっぱり分かってる。フフッ……あなた、やっぱり素敵、ね」

　射京の頰ほおに、ひんやりと冷たい指を添そえる。

「この村にはね、仕組みがあるの。仕組みが機能してるから、人狼事件なんて、起きていないことになっている。だけど、実際は──」

　どこまでも黒い瞳で射京を見み据すえ、女は不気味に微笑ほほえんだ。

「恐ろしい村よ。村ぐるみで人を殺して食べているの。村ぐるみだから、隠すのも簡単。フフッ……ゾクゾクするわ。秘密って素敵、人生の最高のスパイスよ。そう思わない？」

　生暖かい風が吹いた。故人の髪を封じた封筒が、ざわりざわりと揺れている。

「これを見て、ね？」

　首から下げた一眼レフカメラを操作して、壱岐が写真を提示する。雑誌の表紙のようだった。そこに描かれた大胆な女性のグラビアを前に、イコイは「はっ！」と声を上げ、火照った顔を両手で覆う。

　水着グラビアに重なっているのは、毒々しい赤でデザインされた「マルチアイアン特別号」という下品な題字だ。その下には細かな文字で、掲載記事のタイトルが並んでいる。

　そのうち一つの記事タイトルに、射い京きようの視線は吸い寄せられる。




『独占スクープ！　人じん狼ろうを「神」と崇あがめる狂気の村！


　　　　　～死者を喰くらう恐怖の祭り《神かみ代よ七夕祭り》の真実～』






　それは明らかに、ここ《神代村》について書かれた記事だった。

「こんな雑誌が……？」

　指の隙すき間まからちらりと写真を覗のぞき、愕がく然ぜんとした様子でイコイは呟つぶやく。

「フフッ。やっぱり気になるわよ、ね？　マルチアイアン特別号。十四年前の七月に、発売される……はずだった、雑誌。壱いち岐きちゃんの、原点よ」

「……はずだった？」

　意味深な言葉を拾い上げ、射京は写真の隅々にまで目を通す。

　よくよく見てみれば、それは雑誌を直接写したものではなく、別の雑誌に載っていたであろう告知用の画像を撮ったもののようだった。

「回収騒ぎがあったのよ」

　爛らん々らんと瞳を輝かせ、壱岐ジェシーは言葉を続ける。

「発売日の、朝……発売直前の、絶版・回収よ。不適切な記事があった……なんて、曖あい昧まいなアナウンスで濁してるけど……壱岐ちゃんの目は、誤ご魔ま化かせないわ。マルチアイアン特別号は、ね？……村の秘密に、近づきすぎてしまったの。だから、この世界から存在を消された……幻の雑誌に、なってしまったの！」

　ハァハァと荒い呼吸をしながら、壱岐は「さらに！」と切り出した。

「もっと、もっとすごい事を教えてあげる。壱岐ちゃんもつい最近知った、フレッシュな情報よ？……この記事を書いた記者サンね、行方不明になっちゃってたの。フフッ……一体どこに行っちゃったのかしら……ね？」

　深しん紅くの封筒が、風に揺れては翻る。巨大な笹ささのオブジェを見上げ、壱岐は続ける。

「その記者サンはね……神代村に、完成した雑誌を持って訪れたんですって。理由は……結局の所よく分からないわ。この記事で秘密を暴あばいてやったぞ、なんて、愚かにも煽あおりに来たのかもしれないわ、ね。だけど……その日を境に、彼は消えた。ああゾクゾクする！　秘密がたっぷり詰まったマルチアイアン。あたし、読みたくて、読みたくて、おかしくなっちゃいそうッ！」

　褪あせた黒髪を派手に振り乱して、女は笑う。

「……とにかく一つ、素敵なことがはっきりしたわ。記者サンが雑誌を贈ぞう呈ていした……つまり幻の雑誌・マルチアイアンは、きっと、今も！　この村のどこかに──」

　──ぴたり、と。

　壱いち岐きの言葉が、突然止まった。身動き一つせず、イコイの方を見下ろしている。不気味な気配に気づいたイコイが恐る恐る顔を上げる、が、二人の目が合うことはなかった。

　壱岐ジェシーはイコイの手元──神かみ代よ村むらのパンフレットを凝視していた。村の、最新情報が載せられたページだ。「あら……？」壱岐は何かに気付いた様子で呟つぶやくと、パンフレットにぐいっと顔を近づけて。

「あら……あらあらあらあらららっ!!」

　突然大声で叫び始めたものだから、イコイはびっくり仰天してパンフレットを取り落としてしまった。地面に落ちたそれを壱岐は奪うように拾い上げて、ギラギラ光る瞳で食い入るように、ある一枚の写真を見つめ始める。

「……神代、記念館。先代村長……ああ、そう……そういうこと……！」

　壱岐が興味を示した記事は、間もなくオープンするという《神代記念館》についての情報だった。村の風習や伝統を保存すべく、今は亡き先代村長の自宅を改装して作られた、この小さな記念館に──。

「……こんな所に、あったのねッ……！」

　きっと偶然、写り込んだのだろう。

　それは資料として保存されるには、あまりに俗っぽく、不似合な物だったから。

　掲載された写真は、改装作業の風景だった。先代村長の自宅、おそらく書斎の一部。伝統的な工芸品や資料の隙すき間まに、埃ほこりをかぶって紛まぎれたそれは──。

「マルチアイアンッ!!」

　壱岐は叫んだ。偶然写真に写り込んだ、下品な題字のＢ級雑誌──それは壱岐ジェシーという人物が長年恋い焦こがれ、必死に追い求めてきた存在に違いなかった。

　バッと両腕を広げ、壱岐ジェシーは空を見上げる。朽くち葉ば色いろのケープが風にはためいて、長いことタンスに入れていた防虫剤のようなにおいが辺り一面に広がった。

「ここまで分かれば充分よ！　壱岐ちゃん、忍び込みには自信があるんだから……フフフフフッ、今日はなんて素敵な日。あたし、幸せだわッ！」
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　森を抜けると、懐かしい想おもいが胸を満たした。

　このような郷きよう愁しゆうに駆られるほど、自分はこの村と深い関係にはないはずなのに、仕事の休みを取ってまで再びここへ来てしまった。ここ《神代村》には不思議な力があるのかもしれないな──鮮やかな色彩の村を見渡し、吉よし田だ射い織おりはそんな事を思っていた。

　夕暮れ時の神かみ代よ村むらは、いつにも増して美しかった。遥はるか彼方かなたで輝く太陽が、斜陽となって村をすっぽり包んでいる。温かい色だと射織は思った。村を流れる小川のせせらぎは耳に心地よく、蜜み柑かん色の陽ひざしが、水面で砕けて星ほし屑くずとなった。

　射織は川に沿って、村をまっすぐ進んでゆく。目的地はアイカの実家、和菓子屋《あさごち堂》だ。前回の手土産が好評だったから、今回は理科のドリルを買ってきた。どうやら国語は得意らしいので、それゆえの選択だ。我ながら粋なチョイスだと自負している。

　しかし和菓子屋に到着した射織は、想定外の事態に立ち止まる。アイカがいない。

　店の奥にはアイカが「おばあちゃん」と呼んでいた、高齢の女性が一人で寝ていた。アイカはいるかと訊きくと、まだ帰って来てないの、という答えが返ってきた。

　まだ学校か？……射織は眉まゆをひそめて空を見上げた。もう間もなく日が落ちるだろう、まったく最近の小学生とは、こうも帰りが遅いものなのか。

　仕方なく射織は店を出て、あてもなく村を歩くことにした。普段、分単位のスケジュールに追われている吉田射織にとって、こういった時間は新鮮なものだった。

「…………？」

　風に乗ってどこからか、子供の声が聞こえてきた。一人や二人ではない、およそ五人程度のグループのようだった。年齢は小学校低学年、男女が混ざったグループのようだ。

　妙な胸騒ぎが射織の足を止めた。ただ子供がじゃれているだけなら「馬鹿だ」「無能だ」と鼻で笑って済むものだが、今、風に乗って流れてくる声は、どうやらそういう類たぐいのものではないようだった。

　声に悪意が満ちている。純粋で、無邪気で、それゆえに途方もなく残ざん酷こくな悪意の塊かたまりだ。

「……おい、みろよ！」

　何かを嘲あざ笑わらう、少年の声がした。

「こいつの服、昨日と同じだぜ！」

　少年の声に反応して、取り巻きらしき少年少女がどっと笑った。

「ちょっとダサすぎない？」

「しょーがないよ。この子、アレだから」

　無数の言葉の棘とげが、一斉に「誰か」を傷付ける。

　反射的に背筋を伸ばし、射織は声の出所を探った。そうせずにはいられなかった。嫌な予感がグルグルと、胸の奥で黒い渦を巻いていたからだ。

「ビンボーだから、ガッコーも行けないらしいよ」

「かわいそー。ねえ、あんた文字わかるぅ？」

　またしても、悪意の塊がどっと沸いた。瞬間、射織はようやく発見する。暗がりとなった広場にたむろする子供たち。五人の子供が輪になって、たった一人を囲んでいる。

　囲まれた一人は、輪の中心でうずくまっていた。泣くでも怒るでもなく、ただただ困ったように周りを見回すその少女は──。

（……アイカ……！）

　紛まぎれもない、秋あき宮みやアイカその人だった。気付けば身体からだが動いていた。走っていた。

「アイカッ!!」

　射い織おりは怒鳴り、輪の中心へと躍おどり出る。子供だけのコミュニティに突如として現れた大人、しかも身長一九〇センチを超える大男の出現に、子供たちはギョッと目を剝むいた。

　やべえ逃げろと誰かが叫んで、次の瞬間子供たちは、蜘く蛛もの子を散らしたように四方八方へ逃げ出した。しかし射織はそのうち二人の腕を捕まえた。びっくりするほどに細い、射織が少し力を込めれば、簡単に折れてしまうであろう手首だった。

　捕らえられた二人の子供は、顔を青くして射織の姿を見上げている。

「……一人ずつ名乗れ。直ただちに学校および家へと報告する」

　睨にらみ付つけてそう告げると、二人の表情は凍りついた。

「貴様らを置いて逃げた、薄はく情じような三人の名前もだ。群れねば何も出来ない愚か者め」

　冷たい目でもう一睨みすると、ついに彼らは泣き出した。しかし吉よし田だ射織は、相手が子供だろうと容赦はしない。馬鹿で無能な人でなしは、大嫌いなのだ。悪は効率的・徹底的に追い詰めるよう、そう教え込まれてきたのだから。

「なぜ泣く？　この状況は、貴様らの行動によって生じた結果に過ぎないだろう。行動には常に責任が付きまとうという事を、身をもって思い知るがいい」

　意味わかんない、と子供たちは泣き叫んだ。それでも名乗る様子はない。射織は心からうんざりした。泣けば全てが済むと思っている馬鹿は大嫌いなのだ。

「泣いても許さんぞ、さっさと名乗れ。噓うそを言ったら分かっているな？　私は貴様らのような卑ひ劣れつな馬鹿が──」

「──ありがと、射織おにいちゃん」

　落ち着いた少女の声が、やんわりと射織の言葉を遮さえぎった。射織はハッとし、少女の姿を見下ろした。アイカは射織を制するように服の裾すそをつまんで、微笑ほほえんだ。

「……だけどね、アイカは平気だよ。だからこの子たち、おうちに帰してあげて？　お母さんやお父さんが、心配してると思うから」

　優しく澄んだ少女の瞳に見み据すえられ、射織は困惑のあまり立ち尽くす。ただ不思議だった。なぜ自分を虐げる、同情の余地もない大馬鹿者に、このような優しい言葉をかけるのか。徹底的に追い詰めて再起不能にしてしまえば、それで済む話なのではないだろうか。

　力が弱まったタイミングを見計らって、二人の子供が射織の手をふりほどいて逃げ出した。射織は彼らを、呼び止めることは出来なかった。
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「……隣町の子たちなの。よく、ああやってアイカのとこに来るんだ」

　道端の小石を蹴っ飛ばして、アイカはぽつりと呟つぶやいた。小石はコロコロ転がって、さらさら流れる川の中にぽちゃんと落ちた。

「もう慣れっこなの。だから大丈夫。アイカは強いから、平気だよ！」

　隣を歩く射い織おりを見上げ、アイカは笑った。天てん真しん爛らん漫まんなその笑顔が、何だか妙に無理をしているように感じられて、射織は眉み間けんにしわを作った。

「……慣れや強さの問題ではない。複数の馬鹿が寄ってたかって、無抵抗な一人を虐げる──あれは明らかなイジメだった。許しがたい卑ひ劣れつな行為だ」

　射織は、アイカの額に小さな切り傷を見つけた。一滴の血が、きめ細やかな肌の上を流れている。幸い大きな怪け我がはないようだが、だから良いという事にはならない。

　素手で少女の血を拭ぬぐい、射織は続ける。アイカがほんの一瞬、痛そうに顔を歪ゆがめたのがはっきり見えた。

「あいつらは『悪』だ。私は『悪』を許さない」

　射織は断言する。するとアイカは「……射織おにいちゃんは正義のヒーローだもんね」呟いたあと、困ったように微笑ほほえんで。

「だけどアイカには……あの子たちがほんとに悪なのか、難しくってわかんないんだ」

　射織は驚き、立ち止まった。まじまじと少女の目を見つめ、率直に問う。

「何を言う。君を傷付けたあいつらが……『悪』ではないだと？」

「かもしれない……ううん。だといいな、って思うの。アイカは、そう思う」

　西に低く傾いた夕ゆう陽ひに、二人分の影が伸びている。一つの影は大きく、もう一つは小さい。小さい方の影が、すこし寂しげに俯うつむいた。

「……死んじゃったお父さんの口癖がね」

　首にかけたボロボロのポシェットを触りながらアイカは続ける。

「やられても、やり返そうなんて思っちゃダメ」

「何な故ぜだ」

「この世界には、百パーセント悪いものなんてないから。だから──」

「アイカ。残念だが、その考えは間違っている」

　少女の言葉を遮さえぎり、射織はきっぱり否定した。

　吉よし田だ射織は知っていた。この世界には疑いようのない『悪』が存在するということを。良心の呵か責しやくすら感じずに、人を騙だまし、殺し、喰くらう。自分たちとは根本的に違う、理解しようとすら思えない、卑劣で残ざん虐ぎやくな怪物が存在するということを。

「……《人じん狼ろう》の存在は知っているな？　あいつらは紛まぎれもない、百パーセントの『悪』の代表格だ。理解しようとする時間すら無駄、我々とは何もかもが違う、生きるに値しない恐ろしい怪物なのだ」

　討とう伐ばつ官かんの名家・吉よし田だ一族に生まれた射い織おりにとって、彼らは遺伝子レベルで刻み込まれた宿敵と言えた。射織はアイカの両肩に手を添そえて膝ひざをつき、真正面から少女の瞳を覗のぞき込こむ。夕ゆう陽ひを映したその瞳は、温かな宝石のようだった。

「アイカ、君は優しい。だが優しすぎる。甘いと言ってもいい。それは君の長所であり、しかし短所でもある。この世に蔓延はびこる本物の『悪』は優しさを簡単に踏みにじる。アイカ、他人に期待をしすぎるな。信じるな。この世界は君が思っている以上に、残ざん酷こくなのだ」

　切実な警告だった。射織は真剣に、秋あき宮みやアイカという少女と向き合っていた。

　吉田本家の長男として生まれ、討伐官として生きてきた──吉田射織は《人じん狼ろう》の恐ろしさを、誰よりも知っていたからだ。

　善良な隣人、あるいは友人や配偶者までを演じ切り、ひとたび隙を見せれば躊ちゆう躇ちよなくヒトを喰くい殺す。そんな事例を、射織は山ほど目にしてきた。他人を信じず、油断せず、警戒さえしていれば助かったはずの例も少なくない。

「自分を守れ、アイカ。決して『悪』に、心を許すな」

　しかし少女は答えなかった。あたたかな夕陽のなかで困ったように肩をすくめて、切れ長の瞳をまっすぐに見つめ返しながら、ただ静かに、微笑ほほえんでいた。
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「おふとんは、一まいしかないのです」

　予約していた宿に着いた。出迎えてくれたのは、頭のてっぺんで髪をちょこんと二つに結わえた小さな女の子だった。

　年齢にして五歳ほどだろうか。カウンターの奥で高すぎる椅子に座った女の子は慣れた手つきで引き出しを開け、可愛かわいらしい小さな手で射い京きように向かって鍵を差し出す。

「男のひとと女のひとが泊まるときには、おふとんを減らすと喜ばれるのよって、いっつもお母さんが言ってるですから！」

「ちょっと亜あ実み!?」

　奥の部屋から悲鳴にも似た声が響き、エプロン姿の女の人が飛び出してきた。女の子の口を塞ふさぎ、ほっぺたを軽くひっぱって「そういう事は言わなくていいの！」と、ひそひそ声で女の子を叱りつける。

「ご、ごめんなさいね。この子ったら……」

　宿のおかみさんは慌てた様子でぎこちない笑顔を射京へ向けた。顔が赤い。どうやらこの宿に、なかなかおせっかいなマニュアルがあるのは本当のようだ。

　亜あ実みと呼ばれた女の子は、おかみさんの腕の中で楽しそうにケラケラ笑った。頭のてっぺんで、ちょこんと結わえた髪がふたつ揺れている。

　設備についての説明をおかみさんから受けている間、女の子はじいっとイコイの顔を見つめていた。説明が終わる頃、女の子はぱちんとイコイに向けて目を瞑つぶった。どうやらウインクを送ったつもりらしいが、下手くそすぎて完全に両目を瞑ってしまっている。

「今夜はおたのしみですね！」

　女の子は、元気な声でそう言った。おかみさんは慌てふためいた様子で女の子の口を塞ふさぎ「ほんとこの子ったら」と、真っ赤な顔で繰り返した。




　亜実ちゃんは布団を一生懸命に抱えて、部屋までの案内をしてくれた。イコイが何度も代わりに持つと申し出たが、女の子は絶対に布団を手放さない。

「これも、しゅぎょうです。大きくなったら、お宿をつぐ身ですので！」

　言葉だけは頼もしいが、あっちにフラフラこっちにフラフラ、見ているだけで危なっかしい。小さな女の子の体はほぼ完全に布団に隠れてしまっていて、二つに結わえた髪の毛だけが、布団のてっぺんでひょこひょこ揺れて愉快だった。

「この村の子どもたちは、働きものですねえ」

　イコイが心から感かん嘆たんの声をあげると、布団に隠れた女の子は得意げに胸を張った。

「たすけあい、大切ですので！」

　一生懸命に階段をのぼる、その後ろ姿を見上げながら、射い京きようはのんびり切り出した。

「……ところで亜実ちゃん、だっけ？」

「どうしたですか？」

「亜実ちゃんは、この村で《人じん狼ろう》って見たことある？」

　するとイコイはぎょっとした様子で射京を見上げ、抑えた声で早口に話し出す。

「ちょ、ちょっと射京さん？　こんな小さい子相手に、探りなんて入れなくても……」

「甘いなイコイちゃん。子どもだから訊きいてるんじゃないか」

　子供とは、実に正直な証言者だ。噓うそをつくには高度な技術が必要だからだ。

　もしもこの村に、何か大きな秘密が隠されているのであれば、子供から情報を引き出すのが最も手っ取り早くて確実だろう──射京はそう考えていた。

「……ない、ですが」

　亜実は答えた。言葉全体が、不自然な緊張に揺れている。

　ああ噓だなと直感し、射京はさらに言葉を続けた。

「ほんとは、あるんでしょ？」

「…………」

「怖かった？」

「……こわくない、です。ぜんぜん……」

　布団に隠れて顔は見えない。ただ布団の下で、困ったように言葉を探すさまが、目に浮かぶようだった。

「怖くないんだ？　亜あ実みちゃんは強いね。だって人じん狼ろうは……人を、食べるんだよ？」

「…………」

　ゆっくりと女の子は立ち止まり、しばらくの間、黙り込んでいたのだが。

「でも──」

　数分後、ついに思い切ったように声を上げ。「でも、エーシンさまは──」

「亜実ッ!!」

　しかし鋭い声が、その言葉を遮さえぎった。

　布団に隠れた女の子は、ビクッと身体からだを強こわ張ばらせる。声の主は、女の子の母親だった。怖い顔をして、階段の下からこちらを睨にらみつけている。

「……もう寝る時間よ。お手伝いはいいから、早く寝なさい」

　凄すごみのある静かな声に、女の子は、素直に頷うなずき立ち去った。

　布団を託されたイコイは、困惑した様子で女の子の後ろ姿を見送って。

「……エーシン……？」

　ぽつりと、そう呟つぶやいた。
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「……壱いち岐きちゃんさんの話。ほんとのことだと思います？」

　六畳一間の和室、たった一枚の布団の上にぺたんと座って、イコイは神妙な面持ちで切り出した。さあ今日は寝ようという、その瞬間のことだった。

　子どもっぽいパジャマの裾すそをきゅっと握にぎりしめて、少女は不安げに言葉を続けた。

「この村が、人狼と繫つながっているだなんて……」

「どこまでが本当かは分からないけど……全くのデタラメってわけでも、なさそうかな」

　手元のタブレット端末に目を落とし、射い京きようは答える。検索をかけたのは、壱岐が話していた「マルチアイアン特別号」に関する情報だ。通常の検索では、内容はおろか表紙画像すら出てこない。あらゆるネットオークションを当たってみたが、かすりもしない。

　さらに詳しく調べてみれば、一つ、興味深いことが判明した。

　マルチアイアン特別号は《国立討とう伐ばつ図書館》にすら存在しない。国立討伐図書館──それは過去に発行された全ての出版物を所蔵する、巨大な法定図書館。戦前の検けん閲えつで発売禁止処分になった本や、問題表現で絶版になった本すら置かれている。それなのに……。

「不明図書……盗難、か」

　何者かが、故意に雑誌を持ち出した──その事実が、妙に胸に引っかかる。

　十四年前の絶版雑誌。今となっては入手困難。国立討とう伐ばつ図書館からも姿を消し──オーバーとすら思っていた「幻の雑誌」という表現は、どうやら想像以上に正しいようだ。

「……あーあ、キナ臭くなってきたもんだ」

　不明図書、と書かれた文字を見つめ、射い京きようはぽつりと呟つぶやいた。雑誌を持ち出した人物は一体、どんな「秘密」を守ろうとしていたのだろう。
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　──フフ、と誰かの声がした。耳元で、知らない誰かが笑っている。

　ぐっすりと、深い眠りについていたイコイは、ギョッと目を見開いた。暗がりの中にぼんやりと、髪の長い、女の姿が浮かび上がる。青白い顔の下半分で、真っ赤な口がぱくりと裂けてニタアと笑った。

「うわあああっ!?　おばけえええっ!?」

　バネ仕掛けのおもちゃみたいに跳はね上がったイコイは、ぶらさがった紐ひもを思い切り引いて電気を点つけた。チカチカ点滅する蛍光灯に照らされて眩まぶしそうに目を細めたそいつに、イコイは勇敢にも立ち向かう。えいっ！　と気合を入れて、イコイはそいつに摑つかみかかった。細身の女はイコイに押し倒される形で仰あお向むけになり。

「……やだあ、そんなにビックリしないで、ね？　壱いち岐きちゃんよ、壱岐ちゃんじゃない」

　マイペースな調子で、そう言った。

　イコイが「あっ」と声をあげ、慌てて身を引く。イコイが離れたあとも壱岐は自ら起き上がろうとせず、畳たたみの上に仰向けになったまま天井を見上げていた。

　イコイの絶叫で目を覚まし、事の一部始終を眺めていた射京は、一体何をしにきたのかと壱岐に訊きいた。すると壱岐は、眼鏡の奥で輝く瞳を、照れくさそうにすっと細めて。

「……履歴書。履歴書、よ。持ってくるって、約束したじゃないのよ、ね？」

　そう言って、胸元からくしゃくしゃになった書類を取り出し、射京へと押し付ける。どうやら本気で「彼女」になるための面接を受けにきたらしい。

　蠟ろう燭そくのような白さの指にマスターキーを引っかけてクルクル回し、壱岐は笑った。

「外の人が泊まるのって、だいたい、ここの宿なのよ、ね。フフ……壱岐ちゃん名探偵」

　どうやら存在感のなさを利用して、勝手にカウンターから拝借したものらしい。

「と……とりあえず、起き上がってください」

　予想外の来客にイコイはずいぶん度肝を抜かれたようだったが、それでも数分後には、冷静に会話を出来るまで落ち着いていた。

「せっかく来てくれたんだし、私、め……面接、しますから」

　ぷるぷる震える手を差し出し、イコイは言った。すると壱いち岐きは、瞳をぱちぱち瞬またたかせ。

「あらあ、手を貸してくれるの？　嬉うれしいわ、あなた優しいのね。あたし、好きよ」

　そう言ってイコイの手を握にぎりしめた。氷のように冷たい手に触れられて、イコイは「ひっ」と小さな悲鳴を飲み込んだ。




　面接は、ものの三分で終了した。

　三分が経たった時点で、イコイが強制的に打ち切ったからだ。もちろん結果は不合格だったが、壱岐は「あらあ、残念」と呟つぶやくだけで、別段執着する様子も見られなかった。

　履歴書とイコイによる面接によって、今まで謎に包まれていた壱岐ジェシーという女の素性が僅わずかながら明らかになった。年齢は十九歳。中部地区の大学に通う一年生だと。学校に通っているようには感じられなかったので、その事実に射い京きようは少しだけ驚いた。

「……そういえば、例の雑誌は見つかったの？」

　射京が訊きくと、壱岐は目をぎらつかせてニヤリと笑い。

「ええ、見つかったわ！　でも、ね……まずは一人で読みたいの」

　巨大なカバンの隙すき間まから、壱岐は手に入れたばかりの「マルチアイアン特別号」をちらりと覗のぞかせた。大切そうに雑誌を撫なで、ゆっくりと言葉を続ける。

「あなたも中身、気になるでしょうけど……ううん。こればかりはダメよ。まずは、ね。壱岐ちゃんが一人で読むの。ああ、何ど処こで読もうかしら？　森の中？　それとも川の中がいいかしら？……フフッ、何処でもいいわ。この雑誌があればそれで、ね！」

　そして壱岐は、突然、スイッチが入ったかのように勢いよくバッと立ち上がった。そのまま巨大なカバンを引っ提げて、独特のすり足で出口へと向かう。

　しかし、まさに姿が見えなくなる、その直前。壱岐はぴたりと立ち止まってしばらく静止し、かと思うと次の瞬間、派手にぐりんと身をよじって、イコイの方へと目を向けた。

「……そうそう。貴方あなたとお付き合いするには、どうすればいいのかしら？」

　イコイは驚いたように目を丸くしたあと、蚊の鳴くような声で「……り、履歴書を持って来てください」と呟いた。
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「もう森は暗くて危ないよ。泊まっていって、射い織おりおにいちゃん」

　家の前に辿たどりついたとき、秋あき宮みやアイカはそう言った。たしかに辺りは暗闇だが、その程度の困難にこの吉よし田だ射織が屈するものか──そのような趣旨のことをつらつらと述べた結果、アイカは呆あきれたように肩をすくめ。

「アイカ知ってるよ。射織おにいちゃん、すぐ迷子になっちゃうの」

　そう言って射い織おりの手を握にぎり、家の中へと引き入れた。柔らかい、びっくりするほど小さな手だった。少しでも力の入れ方を間違えれば、簡単に折れてしまいそうだった。

　おかえり、アイカちゃん。遅かったね──店の奥で「おばあちゃん」の声がした。アイカは元気に「ただいま」と答える。ひょっこり顔を出したおばあちゃんが少しだけ、驚いたような顔をした。

「あれえ、お客さんかい？」

「うん！　外、暗いからね。アイカのお部屋に泊めるんだ」

　アイカちゃんは優しいねえ、とおばあちゃんは微笑ほほえんだ。その脇を、射織は軽く会え釈しやくをして通りすぎる。手は、アイカに握られたままだ。

　思えば未いまだかつて、他人の手など握ったことがあっただろうか──ふと射織の脳内を、そんな考えが通り過ぎた。少なくとも、記憶の中には存在しない。異性や友人はおろか、親に手を握られた覚えもない。

　特殊な家庭環境だったのは自覚している。

　吉よし田だ射織は生まれたその日に、『吉田一族』本家長男としての役割が、未み来らい永えい劫ごう確立してしまった。両親は地位のある忙しい人間であったから、実質的に保護者の役割を果たしていたのは「お手伝いさん」と呼ばれる従者だった。毎日目まぐるしく顔ぶれの変わる、名前も知らない「お手伝いさん」だ。

　日々の生活は、ストイックさを極めていた。

　時間を浪費する他人との雑談は無駄であるし、不必要に美お味いしい食事も無駄、友人だってもちろん無駄だと信じて来た。友人と雑談をする暇があれば、日本や討とう伐ばつ界の未来について考えていた方が何倍も有意義であるし、食事なんて、肉体の構築に必要な栄養素を摂取出来ればそれでいいのだと。

　そうして徹底的に無駄を省いた生活の賜たま物ものが、今日の吉田射織という存在だ。

「……どしたの、射織おにいちゃん？　具合、わるいの？」

　アイカが心配そうに顔をあげ、手を伸ばす。

　本当なら、アイカは額に手を当てたかったのだろう。しかし二人の身長差、届くはずもない。仕方なくアイカは、その小さな額に射織の手をくっつけて「熱はないみたいだけど……」と首をひねったあと。

「……っていうか、冷たいよ！　射織おにいちゃんの手、ひんやりしてる！」

　むしろ自分の体温の方が高いのだと気付き、目を丸くする。

　アイカはやわらかな両手で射織の手を包みこみ、ごしごし擦こすって温めようと奮闘している。そんな少女を見下ろして、射織はぽつりと呟つぶやいた。

「……サイボーグだからな」

「さいぼーぐ？」

「機械で出来た人間のことだ」

　答えるとアイカは「えー！」と声をあげ。

「射い織おりおにいちゃんは、機械だったの!?」

「……そんなわけがあるか。私は人間だ」

「？？？」

　アイカはすっかりわけが分からないという表情をして、射織の顔を見上げていた。

　──討とう伐ばつサイボーグ。

　それが吉よし田だ射織という人物に与えられた、陰のニックネームだった。冷酷すぎる心と判断力から名付けられた皮肉だと知っていたが、射織は案外、この名を気に入っていた。

　討伐を表現した芸術品であれ──尊敬する父・吉田射い流りゆうは、かつて射織にそう言った。生活から一切の無駄を削そぎ落おとして、討とう伐ばつ官かんとして生き、そして死ねと。

　それが正しく、当然のことであると信じてきた。実際、今この瞬間にも信じ続けているし、誇らしいとすら思っている。しかし──。

　射織は、寄り添そうアイカへ視線を落とす。骨ばった冷たい手を、両手でふんわり包みこみ、温めようと頑張り続けてくれている。言うまでもない、無駄の塊かたまりだ。肉体を温めたいのであれば、暖房器具や湯を用いた方が何倍も速い。

　射織の視線に気付いたアイカが顔を上げた。ぱちっと目が合うと、少女は両手で包んだ射織の手を、自らの顔前へと持ってゆき。

「……射織おにいちゃん、しってる？　あのね……」

　タコのように口をすぼめて「ふうーっ」と息を吹きかける。

「こうすると、冷たいでしょ？」

「……ああ、多少な」

「でも、こうすると？」

　今度は軽く口を開いて「はあーっ」と息を吹きかけたかと思うと、まるでイタズラを達成した小悪魔のように笑って「どう？」と訊きく。

「……温かい」

　射織は呟つぶやく。アイカの息は、笑顔は、魔法のように温かかった。冷たいサイボーグの手の隅々に、命の炎が灯ともってゆく。

　このような戯れは、無駄でしかない。削るべきであるはずだ。しかし……。

「……悪くないな」

　巷ちまたでは石せつ膏こう像ぞうに例えられる無表情を、ほんの僅わずかに、ぎこちなく動かし射織は言う。

　その言葉を受けとった少女は、愛らしい八重歯をきらんと光らせ「どいたしまして」と微笑ほほえんだ。そんな少女を見つめながら、吉田射織は考える。

　──もしかしたら人間とは、本質的には無駄を求める生き物なのかもしれないな。
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「ちがう、ちがうよ射い織おりおにいちゃん！」

　慌てたようにアイカは言い、射織の手元を指差した。

　果肉で作った真っ赤な餡あんを、透明なゼリーに似たうすい皮で包もうとしていた瞬間だった。射織の手元で皮は破れ、中から餡がどろりと出てくる。

「あー、ほら。つぶれちゃったー」

　アイカは残念そうに肩をすくめる。アイカの手元で形作られている餅もちは、射織のものとは正反対に丸く、そして美しい。

　二人は、あさごち堂の台所に立っていた。アイカはエプロンをつけ、台に乗っている。おかげで二人の身長差は、今だけは少し縮まっていた。

　数日後に控えた《神かみ代よ七夕祭り》に向け、そこで使用する《みる餅》という和菓子を、大量に作る必要があるのだとアイカは言った。しかし今年は、少しだけ進みが悪いのだとも。だから射織は、今までの礼を込めて手伝おうと名乗り出た。大人が手伝った方が、何倍も効率的に違いないと思ったからだ。しかし──。

「あー！　またつぶれちゃったー！」

　アイカが声をあげる。ぷちっと微かすかな手応えとともに、射織の手元で餅が潰つぶれた。もう何個潰したか分からない。

　対してアイカは、さすがの手さばきだった。小さな手で餡を丸め、それを包む。見ているぶんには簡単そうなのだが、実際にやると全く違う。いつまで経たっても餅を完成させられない射織の前で繰り広げられる、繊せん細さいで流れるような動作を前に、射織は大人げなくムッとして呟つぶやいた。

「……機械でやった方が、何倍も速い」

「すねないで、射織おにいちゃん！」

　アイカは少し呆あきれたように微笑ほほえんで、そして射織の手元に手を添そえた。

「力のね、入れかたが大事なんだよ。無む理り矢や理りしたらダメ。もっと優しくしてあげて？」

　アイカのアドバイス通り、優しく優しく、餡を包む。

　するとどうにか、潰すことなく完成させることが出来た。形は不ぶ格かつ好こうで、ひしゃげている。アイカのものとは雲泥の差だ。しかしアイカは「よくできました！」と微笑んで。

「お手伝い、ありがと！　お餅は、冷やしておくからね」

　銀色のトレイに餅を乗せて、そのまま大きな冷凍庫へと入れる。

「冷蔵庫ではなく、冷凍庫なのか」

「夏だから。いっぱい冷やしておかなきゃ、悪くなっちゃう」

　確かにそれもそうかと、射い織おりはふんと鼻を鳴らす。

　みる餅もち作りが終わり、二人は寝室へと場所を移した。寝る前にお風呂に入ろう、とアイカが言う。昼間は蒸し暑く汗をかいていたので、是非と射織は返事をする。

　脱衣所で服を脱いでいると、アイカがうしろから入ってきた。

「君も一緒に入るのか」

　驚くと、アイカは首をかしげて「ダメかな？」と呟つぶやく。別にダメな理由もないので黙っていると、少女は嬉うれしそうにぴょんと跳はねて服を脱いだ。

「髪、洗ったげる！」

　浴室に入ると、アイカは射織のうしろに回ってそう言った。聞いたこともない銘柄のシャンプーだったが、匂いはなかなか心地良い。幼い指が髪の隙すき間まに入り込み、わしゃわしゃとかき混ぜる。シャンプーは瞬く間に大量の泡になって、射織の頭部を包みこんだ。

　泡の一部が、シャボン玉になってふわふわ飛んだ。その幻想的な姿を目で追いながら、射織はアイカに言葉をかけた。

「君は、小さい頃からこの店を手伝っているのか？」

　しかし、しばらくの沈黙ののちに返ってきた答えは、少しだけ意外なものだった。

「……ううん。アイカがここに来たのは、一年ぐらい前だから」

「一年？……それまでは、どこに？」

「また別のおばあちゃんのとこ」

「別の、とは」

「本当のおばあちゃんじゃないの。今のおばあちゃんも、前のおばあちゃんも。アイカがひとりぼっちだから、引き取ってくれたんだ」

「…………」

　想定外の事実に、射織は思わず黙り込む。

　おばあちゃんと二人暮らし──その事実を聞いた時点で、アイカの家に何らかの事情があることは、もっと言えば両親が他界しているであろうことは想像できていた。

　しかし、まさか、肉親が一人も存在しないとは。この年齢で、全くの天てん涯がい孤こ独どくとは。射織は言葉を失って、割れてしまったシャボン玉の飛沫しぶきを見つめ続けた。

「そんな悲しい顔しないで、射織おにいちゃん」

　射織の顔を覗のぞき込こみ、アイカは言った。にっこりと、可愛かわいらしく笑っていた。

「アイカはね、幸せだから！」

「幸せ……か」

「うん、とっても幸せ。この世界にはね、いっぱい良いことがあるから。ちょっとぐらい悪いことがあっても、アイカはいっぱい幸せなんだよ」

「……そうか。君は、大人だな」

　思わず呟つぶやくと、アイカはおかしそうに笑って。

「えー。アイカは子供だよ？」

　そう言って髪を流してくれた。

　湯ゆ桶おけはかなり小さかったので、先に射い織おりが中へ入り、その上にアイカが重なる形となった。湯の温度は丁度良く、少女はとても軽かった。膝ひざの上でアイカは、ご機嫌で歌を歌っていた。射織の知らない歌だったが、何となく心が優しくなるような、そんな歌だった。

「……差し支えなければ教えてほしいのだが」

　切り出すと、アイカはくるりと振り返った。大きな瞳が「なあに？」と言っている。

「あの悪ガキどもは、君が、学校に行っていないと言っていたが……それは本当か？」

　するとアイカは困った様子で目を伏せた。幼い顔が、わずかに強こわ張ばる。返事こそなかったものの、その反応こそが何よりの答えだった。

「……行っていないんだな。何な故ぜだ？」

　ここ日本では、小学校・中学校での教育は義務であるはずだ。子供には教育を受ける権利があるし、保護者には教育を受けさせる義務がある。

「……だって、いっぱいお金がかかるんでしょ？」

　遠慮がちに、アイカは口を開いた。

「おばあちゃんたちに迷惑かけられないもん。ランドセルとか、すごく高いんでしょ？」

「そんな事は、子供の君が気にするべきことではない」

「そうもいかないよ。射織おにいちゃんのわからずや！」

　膝の上で、アイカはぷいっと顔を背けた。肩まですっぽり、口の部分まで湯に浸つかって、ぶくぶくと泡を立てている。

　射織は、先ほどアイカをいじめていた子供たちの姿を思い出した。彼らのことを、アイカは隣町の子供なのだと言っていた。揃そろいの制服に、エンブレムの刻まれたランドセル──おそらく、私立の小学校だろう。

　具体的にかかる金額は分からないが、公立であればもっと、遥はるかに安い金額で通えるのは間違いない。仮に親を事故で失ったのであれば、国からの援助も期待できる。

「教育は義務だ、ルールだ。君は、学校に行かなくてはならない」

　アイカの身体からだを持ち上げて百八十度ひっくり返し、射織は真正面から少女と向き直る。

「聞かせてほしい。君の両親は、いつ、どのような形で命を落とした？」

　それは少し、残ざん酷こくな質問であったかもしれない。

　しかし、彼女が天てん涯がい孤こ独どくの身となった状況さえ詳しく分かれば、より具体的なサポートに繫つなげることが出来るはずだった。

　アイカは少しだけ動揺するように目を泳がせたが、しばらくの沈黙ののち、聞こえるか聞こえないかの小さな声でぽつりと呟く。

「……四年前。殺されちゃったんだって」

「殺された……」

　物騒な響きに、射い織おりは思わず眉まゆをひそめ。そして、続ける。

「《人じん狼ろう》に……か？」

　この世界で起きる殺人事件の大半は、いまや人狼の犯行によるものだ。人間による犯行ももちろん存在しはするが、その件数は、人狼と比較すると遥はるかに少ない。

　アイカは、少し困ったように笑った。どこか無理しているような微笑ほほえみだった。

「アイカ、小さかったから……よく覚えてないんだ。でも、たぶん……そうかな」

　人狼孤児だったのか──。

　射織は溜ため息いきを吐つき、じっとアイカの顔を見つめる。人狼は、罪のない少女から掛けがえのない両親を奪い去った。アイカはきっと「大丈夫」と言うが、それが強がりであることは明らかだった。

　人狼が憎い、と射織は思った。人狼は有害であり、殺すべきだという考え自体は、物心がついた時から常に持ち続けていたが、憎いと感じるのは初めてのことだった。

　憎しみとは、個人的な感情に起因するものだからだ。感情乏しく、機械的に人狼を討とう伐ばつし続けてきた射織にとって、それは新鮮な感情だった。

「……アイカ、もう少しだけ待っていろ」

　くりくりと丸いアイカの目を見み据すえ、射織は言った。

　皮肉なことに、アイカの両親が人狼によって殺されていたことは、今後のサポートの面から考えるとこれ以上ない幸運だった。人狼被害孤児に対しては国から手厚いサポートが約束されているし、何より射織自身が、その段取りに関与することが出来る。

　アイカはただ、何も言わずに微笑んでいた。
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　昼間に、水を飲み過ぎたのかもしれない。

　夜中。突然の尿意が、夢の世界にいたイコイを叩たたき起おこした。これから山もりのエビフライを食べようとしていた瞬間だったので、心底残念に思いながらイコイは布団を抜け出した。あたりは暗いが、目が慣れてきたおかげでどうにか見える。

　部屋の中にはトイレがないので、廊下に出た。角を曲がってすぐにトイレは見つかったが、困ったことに誰かが中に入っている。寝ぼけた頭でしばらく考えて、気付けばイコイは宿の外に足を踏み出していた。裏にはすぐ、森がある。

「……ふふふ。森と海は大きなトイレなんだって、昔、何かの絵本で読んだのですよ」

　うわ言を言いながら、イコイは森に入り込む。どんな絵本で読んだかは、まったく思い出せなかった。それはもしかしたら、今、自分に都合よく作り出された偽の記憶だったのかもしれない。

　少し奥まった場所まで辿たどりつくと、お気に入りのパンツを膝ひざまでおろし、イコイは地面にしゃがみ込んだ。色は淡いピンク。十枚一組二千円のお買い得品だ。

　心地よい風が頰ほおを撫なでる。はるか頭上で、木々たちがざわめいている。

（……ああ、自然を感じる……）

　壮大なトイレの中心で、イコイは爽さわやかに深呼吸をした。

　そのとき、どこかで、何かが動くような音がした。

　土を踏み付ける音、小さな枝木の折れる音──微かすかな音だが、近付いてきている。イコイは背筋をぴんと伸ばし、辺りの様子を窺うかがった。薄暗い森、どうにか物体の形が摑つかめる程度の、そんな視界で──真正面の草を搔かき分わけて、何者かが姿を現した。

「……はっ？」

　出現したのは人間だった。そいつはイコイの姿を見つけた瞬間、ぴたりと停止。口を開けて、啞あ然ぜんとした様子でイコイの姿を見下ろした。

　凛り々りしいという言葉がよく似合う、細身の女性だ。涼しげな目元に、薄い唇。さらりと伸びたロングヘアは青みがかった夜色で、眉まゆの上で切りそろえた前髪は、少しでもバランスを間違えたら子供っぽくなりそうな物なのに、そんな心配は無用とばかりに精せい悍かんな素顔を縁取っている。

「なっ……」

　イコイは焦り、声を上げた。なぜなら今、まさにこの瞬間、自慢のおしりが丸出しになっているからだ。様々な言い訳が頭の中に生まれては消え、ついにイコイは地面にしゃがみ込んだまま、両手をぶんぶん振り回して叫び出す。

「なっ……なに見てるんですか！」

「い、いや、貴方あなたの方こそ……一体なにを……」

　女はたじろぎ、動揺した様子で目を泳がせる。その隙に慌ててパンツを上げたイコイはほっと一呼吸。改めて女に向き直る。

　よく目をこらして見ると、女は、討とう伐ばつ官かんの制服を身に着けていた。ネクタイに入った藍色のラインから察するに、おそらく中部討伐局所属の地域討伐官だろう。すらりと伸びた両脚に、飾り気のないロングブーツがよく映える。

　右肩には大きなボストンバッグを提げている。左肩には──。

「…………！」

　はっとした。女が身に着けている、長袖のジャケット。その左腕にあたる部分が、不自然に揺れていたからだ。

　どうやら彼女には片腕がないらしい──そのことに気付いてイコイは、慌てて腕から目を逸そらす。欠けた腕を見ていることが、何となく失礼に当たると感じられたからだ。

「……人じん狼ろうに襲われたの」

　しかしイコイの視線に気付いた女は、軽く笑ってそう言った。

「ずっと昔にね。気にしないで。もう痛くないし、全然、不便でもないんだから」

　心を見透かされた気恥ずかしさで、イコイは肩をすくめて苦笑いをした。

　胸ポケットから討とう伐ばつ官かん免許を取り出した、女は四よ津つ森もり楓かえでと名乗った。中部討伐局に所属する地域討伐官で、『特別班』のリーダーを務めているのだと。

「あなたは観光客？　気をつけて、夜中の一人歩きは危ないわ」

　厳しい口調で四津森は言った。そして警戒した様子で周囲を見回し、

「……さっき、この辺りで《人狼》を見たのよ。それで追いかけてきたんだけど……」

　イコイの肩に手を置いて、女はじっとその目を覗のぞき込こむ。

「何か、見なかったかしら？　叫び声とか、唸うなり声ごえとか」

「い、いえ……何も……」

　答えながらイコイは、自分がどれだけ不用心だったかに気付きゾッと背筋を寒くした。

　何も見なかったというイコイの答えを耳にして、四津森楓はふうと細い息を吐いて顔を上げ──同時、女の動きがぴたりと止まった。

　女の視線はイコイの後方、はるか奥。木々に覆われた暗がりに目を留めた、次の瞬間。

「──人狼よッ!!」

　鋭い叫びと共に、一発の銃声が闇夜を裂いた。四津森の発砲した血けつ化か銀ぎんの銃弾はイコイのすぐ脇を通り過ぎ、木の幹へとめり込んだ。

　立ちすくむイコイと対照的に、四津森楓は走り出す。銃を構えて、木々の間へ。躊躇ためらうことなく暗がりへ飛び込んだ討伐官の背中を、ワンテンポ遅れて追いかけるイコイ。

　四津森は速かった。所々ぬかるんで、足場の悪い地面の上を、まるで飛ぶように進んでゆく。欠けた手の不自由さなど感じはしない。彼女の後方ではためく左袖は、さながら自由を愛する渡り鳥の片翼だ。その姿を見失わぬよう、イコイは必死に追いかけた。二人の距離はどんどん開くが四津森は、スピードを緩ゆるめる気配もない。

　──しかし、突然。

　四津森は前触れもなく立ち止まる。風を失いすとんと落ちた片翼が、わずかに震えて揺れている。

　不穏な予感がイコイを襲う。凛り々りしく涼しげな彼女の目元に、隠し切れない驚きよう愕がくと恐怖が浮かんでいるのが分かったからだ。イコイは思わず目を伏せた。なぜか自分の「嫌な予感」は、昔から、それこそ嫌になるほどよく当たることをイコイはよく知っている。

　何度か大きな深呼吸をし、イコイはようやく覚悟を決めた。そしてゆっくりと顔を上げた、イコイの目に映ったものは──。

「…………ッ！」

　衝撃的な光景だった。

　腰が抜けてイコイはその場にへたり込む。身体からだの芯から生まれた疼うずきが瞬く間に全身へと広がって、制御が効かないほどの震えとなる。

　凄せい惨さんな死の現場がそこにはあった。

　人が、こんなにもめちゃくちゃになれることを。

　命を、こんなにも無残に弄ぶことができることを。

　この時イコイは初めて知った。吐き気がするほど濃厚な悪の芳ほう香こうが、イコイの脳のう髄ずいを強烈に突き刺す。

「……ひどい……」

　消え入るような呟つぶやきと共に、ボロボロ涙が零こぼれ出た。

　殺された人間が誰であるか、そのことはすでに気付いていた。褪あせた黒髪に、朽ち葉色のケープ。それはつい数時間ほど前に、見たばかりの物だったからだ。

「……壱いち岐きちゃん、さん……」

　大粒の涙がいつまでも流れて止まらない。自分の意思とは無関係に、ただ、ただ、身体の奥から溢あふれ出でてくる。泣きながらイコイは困惑する。こんなにも涙が流れる意味が分からなかった。悲しいだとか、憎いだとか、そういった具体的な心の痛みをイコイはまだ、感じる段階になかったからだ。

　薄はく情じようなことを言ってしまえば、壱岐ジェシーとの関係はつい昨日今日の極めて浅い類たぐいのもので、ほんの少し言葉を交わしただけ、特別仲が良かったわけでもない。それでも涙が止まらないのは、きっと理解出来ない未知への恐れ。この惨状を作り出した圧倒的な悪に対する、本能的な恐怖と嫌悪。

　壱岐ジェシーはめちゃくちゃだった。めちゃくちゃ、なんて本来なら人間に対して用いられるべき形容ではないはずなのに、そう表現する以外、イコイは言葉を見つけることが出来なかった。

　何よりもまず目を引いたのは、がっぽり開いた腹部の穴。べたついた血に覆われた薄い脂肪の層の下、あるべき物が存在しない。イコイはふらふらと視線を彷徨さまよわせた。あるべき物を、あるべき場所に戻したいと、無意識に願っていたのかもしれない。不完全な死体が怖かった。不安定で堪たまらなかった。もしかしたらどこか近くに落ちているんじゃないかなんて、おぞましい状況を想像しながらイコイは視線を彷徨わせるが、しかしそれは見つからない。腸がどこにも存在しない。

　そして次の瞬間、イコイは気付く──目玉もない。

　お馴な染じみの丸眼鏡の下でいつも爛らん々らんと輝いていた、黒曜石に似た目玉がない。二つともだ。くり抜かれている……なんて言えば、綺き麗れいにコロンと眼球が取り除かれた、そういう印象を受けるけれど、目の前に広がった光景は、決してそんな美しいものではなく。

　眼球を守っているはずの薄い骨は砕かれ、瞼まぶたは刻まれ、目と肉体とを強固に繫つなぐ、薄桃色の筋肉や神経の類たぐいは、あまりにも乱暴に引きちぎられている。

　眼球の「容器」なんて、どうなっても良いと言わんばかりの惨状だ。

　唐突にひどい眩暈めまいがイコイを襲った。自分の肉体に、ぽっかりと穴が開いてしまったような、そんな錯覚に見舞われて、イコイは慌てて身体からだを探る。胸の奥では心臓が激しい鼓動を刻んでいるし、腹の奥では腸がグルグル動いていた。両目はしっかりと、残ざん酷こくな映像を脳の奥に結んでいる。少しだけ安心した。生きている。自分はここに生きている。

「……知り合いだったの？」

　頭上から降り注いだ討とう伐ばつ官かんの冷静な声に、イコイは顔も上げずに何度も何度も頷うなずいた。

「そう……かわいそうに」

　こんなことを出来る生物が、同じ地球上にいることが信じられなかった。目の当たりにした悪意の塊かたまりに、イコイはひどく困惑していた。

　いつまでも泣なき止やまないイコイの肩に、四よ津つ森もりは慰めるように手を置いて。

「……人じん狼ろうの仕し業わざね」

　落ち着いた四津森楓かえでの呟つぶやきが、血生臭い夏の夜に溶けていった。
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　東京人狼討伐庁には、過去の人狼討伐に関する、あらゆるデータが眠っている。

　朝の一服、朝食、捧ほう血けつ……お決まりの朝の儀式を終え、しかし普段よりも一時間早く出勤した吉よし田だ射い織おりは、長官補佐室に設置されたパソコンの前に座っていた。

　頭の中には、アイカの姿があった。幼い頃に天てん涯がい孤こ独どくとなり、それから知人の家を転々として生きてきた女の子。客観的に見ればかなり寂しい境きよう遇ぐうのはずなのに、たった一言の弱音も漏らさない。常に笑顔を絶やさない。

　アイカが親を失った事件の詳細を調べようと、射織は画面に向き直った。しかしいざ検索しようとキーボードに手を置いた射織は、両親の名を聞きそびれていたことに気付く。これでは、事件リストからの検索は困難だ。

　仕方なく射織は、中部地区の市民リストを引き出し、検索バーに『秋あき宮みやアイカ』と入力した。しかし抽出件数はゼロ。射織はかすかに眉まゆをひそめた。もしかしたら『アイカ』という名には、漢字があったのだろうか──『秋宮愛花』『秋宮藍香』……想像出来る、あらゆる『アキミヤアイカ』を入力してみるが、しかし、それらしいデータは見当たらない。

　そんな事を続けているうちに、秘書が、いつもの時間に出勤してきた。すでに長官補佐室でパソコンに向かっている射織の姿を発見し、驚いた様子で「わ、早すぎ……」と呟いた。おそらく本人は聞こえていないつもりだろうが、射い織おりの耳にはばっちり届いている。

　馬鹿の相手をしている暇はない。秘書を無視して、射織はデータを検索し続けた。

（……中部討とう伐ばつ局きよくのことだ。市民リストの入力ミスも考えられる）

　討伐成果だけでなく、事務作業すらままならないのか……射織は溜ため息いきを吐つき、検索手段を事件リストに戻すことにした。

　しかし予想に反して、こちらの方法でも事件を見つけることが出来なかった。四年前、秋あき宮みやという名の夫婦が殺された事件は──存在しない。射織は煙草たばこに火をつけて、これは一体どういう事だろうかと思案した。これだけ調べて掠かすりもしないのだから、それはつまり検索方法が悪いというよりも、事件の存在自体を疑った方が早いだろう。

（……しかし、何のために？）

　しばらく考えを巡らせて、アイカの苗みよう字じが、引き取られた際に変わったのだという仮説に行き当たった。もっとも納得のいく仮説だった。もう一度詳しいことを聞きに行く必要がありそうだ……心のどこかで一安心しながら、射織は事件リストを閉じようとした。

　──しかし、その瞬間。

　一つの事件が、射織の視線を吸い寄せた。ちょうど四年前に発生した事件だった。ナガノⅡ区、《神かみ代よ村むら》の隣町に、突如人じん狼ろうが出現したため討伐したという内容だった。

　被害者の発生していない、事件と呼ぶかすらも怪しい、何の面白みもない一件だ。しかし射織は、そのページに釘くぎ付づけになっていた。

「……アイカ……？」

　射織は思わず、少女の名前を口にする。

　嫌な想像が猛スピードで脳内を巡り、心臓を、激しく鼓動させてゆく。

　──秋宮一イツ成セイ、秋宮清キヨ佳カ。

　それが四年前、中部地区で討伐された人狼夫婦の名前だったからだ。






幕まく間あい









　もしかしたら私は、この世界の人間ではないかもしれないなんて、そんなことを思ったのは、一度や二度ではありません。

　人が笑えば私も笑い、人が泣けば私も泣く。そうやって、どうにか人間らしく振る舞ってきたけれど、私は一度だって、そういったことが内面から出てきたことはありません。

　特に分からなかったのは「かわいそう」という言葉です。事故に遭って内臓の飛び出た鳥や猫、悲惨な事件のニュース、あるいは友人の失恋。そういった出来事に遭遇すると、人は口々に「かわいそう」と言います。自分ではない、何者かの気持ちになっているのです。私はずっと、みんなが冗談で、つまり、思ってもいないのに白々しく口走っているんだとばかり思っていたのに、どうやらみんな、本気らしい。

　そういうわけで、この世に生まれた瞬間から、私はずっと異邦人でした。

　父や母ですら、私にとっては異邦人です。決定的に別の世界の生き物でした。母は教育熱心なひとで、何にも興味を持てない私を、ずっと心配していたように思います。ピアノにバレエ、習字にそろばん……いろいろなお稽古ごとを、私は淡々とこなしていました。

　転機が訪れたのは、忘れもしません。小学校三年生の夏でした。

　私はこの夏、期間限定で、理科の実験教室に通っていました。

「今日は、特別なものを持ってきたぞ」

　先生はそう言って発泡スチロールの容器の中から、丸い何かを取り出しました。手から溢あふれてしまいそうなほど、大きなマグロの目玉です。他の子たちはわーきゃー叫んで気味悪がっていましたが、私はその淀よどんだ球体に、強く、強く、興味を惹ひかれていたのです。

　虚うつろな眼球からは、濃厚な死の匂いが漂ただよっていました。

　だけれど先生が、ちょっとハサミを入れて、ササッと目玉の壁を切って、すると、すぐに不思議なことが起こりました。

　眼球の中から、綺き麗れいな宝石が出てきたのです。

　私は息をのみました。本当に、何秒も、息をするのを忘れていました。それぐらい綺麗だったのです。それは絵本に出てくる魔女が、未来を見通す水晶玉そのものでした。

　私は先生に懇こん願がんして、その宝物をもらいました。冷たい死体の中から出てきた宝石を、私はドキドキしながら目に当てました。

　世界が、さかさまに映っているのが見えました。

　それは今まで見てきた、どんな景色よりも鮮やかで、私はやっと、自分のいるべき世界に帰れたのだと安あん堵どしたのを覚えています。

　だけれど魔法の宝石は、とても命が短いのです。あの日から肌身離さず持ち歩いていた宝石が、グズグズになって壊れてしまうと、私は急激な不安に襲われました。世界に取り残されてしまったと恐怖しました。

　この日、私は初めて泣きながら母にせがみました。もう一度、マグロを下さいと。すると母は困ったように肩をすくめて言いました。「イワシじゃだめ？」「イワシ？　イワシにもあれが入ってるの？」「ええ、あるわよ。動物はね、みんなあのレンズを持っているんだから」「動物みんな？　犬も？　猫も？」

　そして母は、微笑ほほえみながら答えたのです。

「ええ、もちろん。人間だって持っているわ。あなたも、もちろんお母さんもね」

　衝撃でした。人間の中に、あの宝石が入っているだなんて……。

　ぜひ手に入れたいと思いました。何としても人間の宝石を通して、世界を見たいと願いました。そして実際に行動を起こすのに、あまり時間はかかりませんでした。

　そういえば私のクラスには、ハルカちゃんという、とびきり目立つ女の子がいました。ハルカちゃんは不思議な子です。深い闇色をした彼女の瞳は、たまに、光の具合でぼんやりと青みがかって見えることがありました。私は、彼女の目が好きでした。

　さらに彼女はどういうわけか、クラスで全然目立たない私のことを、気に入ってくれていたように思います。実は何度か誘われて、二人で遊んだこともあるのです。遊びの内容はよく覚えていませんが、とにかく私は、彼女の目が好きでした。

　そういうわけで、私はハルカちゃんの宝石を取り出すことにしたのです。

　私はあまり力がなかったから、ガムテープを使うことに決めました。学校の裏山にハルカちゃんを呼び寄せて「ゲームだから」と言って手足を強く縛りました。騒がれたら困ってしまうので、口は念入りに塞ふさぎました。何度も重ねてガムテープを貼りつけました。

　いよいよ様子がおかしいと気づいて暴あばれ出だした彼女をおさえつけ、私は、眼球と骨の隙すき間まの柔らかい部分に、思い切りハサミを突き刺しました。家庭科で布を切るのに使う、大きなやつです。なかなか思ったように切れなかったから、両手につよく力を込めて、骨を砕くようにして夢中になって作業しました。ようやく取り出した眼球の表面は、ズタズタになってしまっていたけれど、どうやら中の宝石は無事みたいだったので安心しました。

　私は、期待に震える手で眼球にハサミを入れました。今度は糸を切るときに使う、小さなやつです。すぐに中からドロリと透明な液体が溢あふれ出でてきて、手に冷たく触れました。

　眼球の内壁は墨を塗りたくったみたいに真っ黒で、だけど、その中にしっかりと宝石が埋め込まれていました。どうか傷つけてしまわないようにと丁寧に作業した甲か斐いあって、宝石は綺き麗れいにその形を保っていましたが、少しだけ、墨みたいな色がついてしまって。

　とても耐えられなかったから、私は宝石を口に入れて舐なめ取とりました。舌ざわりがすごく、なめらかだったのを覚えています。少しだけしょっぱかったのは、眼球自体の味なのか、それとも彼女が泣いていたからでしょうか。

　口の中から取り出した宝石を、私は、月にかかげました。つるんとして澄み切った奇跡の水晶は、私の唾液と絡み合って、さかさまに世界をうつしました。

　世界は再び、すてきな魔法にかかったのです。

　魔法にかかったこの世界を、私はクリアワールドと呼ぶことにしています。異邦人だった私が、魔法の力でようやく見つけた居場所です。

　ようやく帰れたこの世界で、私は朝まで飽きることなく、冷たくなったハルカちゃんと過ごしました。もう動くことのないハルカちゃんは、生きている頃よりもずっと可愛かわいかった。この瞬間、私は間違いなく、世界一幸せな存在でした。あまりに幸せで、温かくて、疲れていた私は、安心しきってハルカちゃんと優しい眠りにつきました。

　……それで、気が付いたら捕まっていたというわけです。

　大好きなものを手に入れたいと願うことは、そんなにおかしな事でしょうか。

　今、毎日、いろいろな人が面会にきます。お父さん、お母さん、弁護士さん。それからどこかの団体さん。彼らの目を通して眺める世界は、どんな色をしているんだろうって。

　ああ、どうかクリアワールドを返してくださいって。

　私は毎日、そんなことばかりを考えています。





　　　　　　──映画『アリス・イン・クリアワールド』　アリスの日記　より抜粋
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【一節：アリス・イン・クリアワールド】
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　事件のことを知らされたのは早朝。いつになく蒼あおい顔をしたイコイに、揺すり起こされた瞬間のことだった。

「……そっか。壱いち岐きちゃんが……」

　吉よし田だ射い京きようは呟つぶやき、ぼんやりと窓の外へと目を遣やった。

　イコイは事件の状況を事細かに教えてくれた。さすがは吉田射京の専属秘書。重要な部分は決して外さず、正確に、何があったかを伝え続けた。

「……それで、その四よ津つ森もり討とう伐ばつ官かんって人はどこにいるんだい？」

「これから現場の検証をすると、言っていました。私にも話を聞きたいから、また改めて来てほしいって言われたんです」

「そっか。じゃあ俺も行くよ」

　言うと、イコイは心底安心したような表情を浮かべた。

　必死に冷静を装ってはいるが、内心ではかなり動揺しているようだ──そう射京は思い、そっとイコイの頭に手を置いた。少女はまた一段階、安心した様子で息を吐いた。
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「……神かみ代よ村むらの《人じん狼ろう》だ。あいつら、やっぱり村ぐるみで……！」

「興奮しすぎよ水み品しな。村人に聞かれたら大変、黙りなさい」

　事件現場の山奥で、二人の討伐官が話している。立ち入り禁止の黄色いテープが張られているが、すでに死体は片付けられて、残されているのはどこまでも続く森の風景。

「慎重に行くわよ、水品。私たちにはあとがない」

「分かってますよ、四津森さん。このチーム……絶対解体させやしない」

　二人の声には切羽詰まった響きがあった。一人は凛り々りしい顔立ちの女討伐官。もう一人は、まだ若い討伐官。一瞬、男の子かと思ったが、声の高さから察するに女性のようだ。

　どうやら女が上司で、少女が部下に当たるらしい。こっそりと声を潜めて会話しているつもりのようだが、ひそひそ声というのは案外響く。吉田射京は木の陰に身を隠し、イコイとともにしばらくの間、二人の会話に耳を傾けることにした。

「安心しなさい。この村が人じん狼ろうと癒ゆ着ちやくしているのは確定事項。それに今年の祭りはちょうど満月──運は、私たちに味方している」

「《暴あばきの目》の使用許可は？」

「下りそうよ。本当は少し厳しかったんだけど……最後のチャンスだからって討とう伐ばつ局長に無理を言って。その代わり、もう失敗は許されないけれど」

「ああ良かった。村の重要人物が《人狼》だと証明出来れば……名めい誉よ挽ばん回かい、ですね」

　少しずつ、状況が飲み込めてくる。

　かつて人狼の存在が疑われた神かみ代よ村むらは、今現在も、地元討伐局にマークされているらしい。そして《暴きの目》の使用許可までが下りかけているということは、それなりに説得力のある証拠を、彼らが所有しているという事になる。

　そのうち彼らの会話は、《暴きの目》使用対象の話題へとシフトしていった。

「……問題は、どうやって《梯かけはしの巫み女こ》を見つけ出すか。追い詰めるか」

「そこですよね。万が一逃げられでもしたら目も当てられない」

「絶対、彼らに動きを悟られてはダメ。事件のことも、出来る限り内密に」

　そのうち三人のチームメンバーが合流し、彼らはいかに《梯の巫女》を見つけ出すかについての話し合いを開始した。その内容を総合すると、彼らはここ神代村に存在する《梯の巫女》という正体不明の人物こそが《人狼》であると強く睨にらんでいるという……が。

（……どういう事だ？）

　会話に耳を傾けながら、射い京きようはわずかに眉まゆをひそめる。《梯の巫女》という名称は聞いたことがある。しかしそれは、神代七夕伝説に登場する、空想上の存在であるはずだった。それなのに彼らの会話のそこかしこには、当然のように《梯の巫女》が存在している。

　興味深い話だった。しばらく考えを巡らせ射京は、木の陰から姿を現し。

「……その話、俺にも詳しく聞かせてくれないかな」

　軽く笑ってそう言った。

　五人の討とう伐ばつ官かんが、怪け訝げんな表情で射京を見つめる。立ち入り禁止のテープを乗り越えて入り込んだ射京に向かい、少女──水み品しなと呼ばれた討伐官は、慌てふためき駆け寄った。

「え？　あ、ちょっと困りますって！　関係者以外、立ち入り禁止ですよ！」

「いやー、無関係ってわけじゃないと思うんだよね。殺された子は知り合いだったし、死体の第一発見者は、うちの秘書だったって話だし」

　ちらりとイコイに視線を送る。いまだ木の陰で様子を窺うかがっていたイコイは、視線に気付いてぺこりと小さく頭を下げた。

「それに俺も討伐官だ。管かん轄かつは違うけど、人狼捜査は得意技。役に立てると思うけど」

「そんな事言われたって……」

　必死に射京の侵入を阻止しようと奮闘していた水品だったが、提示された討伐官免許を目にした途端、がらりと表情を一変させて。

「……え？　吉よし田だ射い京きようって、あの……？」

「あ、俺のこと知ってるんだ？」

「も、もちろんです。いろいろ噂うわさも聞いてるし……わ、すげ。すっげーですよ、四よ津つ森もりさん！　この人、関かん東とう討とう伐ばつ局きよくの天才プロファイラー──」

「興奮しすぎよ、水み品しな。はしたないから黙りなさい」

　ぴしゃりと注意されて少女は、恥じ入るように黙り込んだ。

　四津森楓かえで討とう伐ばつ官かんは落ち着いた様子で息を吐き、ゆっくり射京に向き直った。女性にしてはかなり背が高い方だろう。すらりとしたロングブーツが良く似合う。

「悪いけど、私はプロファイリングなんて信用してないの。現場も見ずに、データだけで犯人に辿たどり着つく？……馬鹿らしいわ。討伐官は現場が全て。中部地区は……この地区だけは、私たち特別班が守り抜く。天才プロファイラー様は、関東討伐局に帰りなさい」

「そんな冷たいこと言わないでよ、四津森ちゃん。俺が興味を持つなんて、けっこうなレアケースなんだよ？……それに──」

　馴なれ馴なれしく「四津森ちゃん」と呼ばれて、女は不愉快そうに眉まゆをひそめた。

「もうすぐ、中部地区のプロファイリング課は大改革するんだろう？　けっこう前に、改革を手伝ってくれって、俺のところにも打診が来たんだ……ま、断ったんだけどさ」

「ふざけたこと言わないで」

　女の言葉には、隠し切れない棘とげがあった。

「絶対そうはさせないわ。ここで結果を出せば、決定は必ず覆るんだから」

「……なるほど。風ふう前ぜんの灯ともしびって感じ？」

　ヘラヘラ笑う射京の姿を、四津森楓はきつい視線で睨にらみつけた。

　そのまましばらく無言の抵抗を続けていた四津森だったが、いつまでも退ひこうとしない射京に嫌気がさしたのだろう。面倒くさげな溜ため息いきを吐ついて、ぶっきらぼうに口を開いた。

「……一体この事件の何が、そんなにあなたの気を引いたのかしら」

　田舎の山奥で起きた、小さな事件に過ぎないのに──四津森楓はそう続けた。しかし射京が退くことはなく、それどころか挑戦的ににやりと笑い。

「何となく引っかかるんだ。俺の勘が、そう言ってる」

「わわわ、天才の勘ですって四津森さん！」

「興奮しすぎよ、水品。すぐ興奮するの、ホントに貴方あなたの悪いクセ」

　冷静に咎とがめられ、水品はまたしてもしょんぼり黙り込む。

「……勘、なんて。関東討伐局はそんな曖あい昧まいな根拠をもとに捜査をしているの？」

「やだなあ、四津森ちゃん。勘っていうのはね、とても言葉で言い表すことの出来ない、知識や経験の結晶なんだよ」

　四よ津つ森もりはまた一段と不愉快そうに、広いおでこにくっきりと皺しわを寄せた。

（……さあ、そろそろ本題に入ろうか）

　いまだ不信感丸出しの四津森を見み据すえ、射い京きようは口を開く。先ほどは勘と言ったが、明確に引っかかる事があるのは本当の話なのだ。

「……殺された壱いち岐きちゃんさ。本……正確には、雑誌。十四年前に発行された、マルチアイアン特別号っていう雑誌を持ってたはずなんだけど……」

　綺き麗れいに整えられた四津森の眉まゆが、ぴくりと動く。

「荷物の中にあったかな？　壱岐ちゃんなら絶対、あれを手放すはずがないと思うんだ」

　神妙な面持ちで黙り込んだ四津森の代わりに、水み品しなが答える。

「そういう物は、なかったですよ。雑誌じゃない資料だとか、筆記用具、あとは飴あめの包み紙とかゴミとか、そのへんはぎっしり詰まってましたけど」

「……へえ、やっぱりね」

　どうやら予想が当たったらしい──射京は調子を変えて言葉を続ける。

「彼女が持っていたのは、入手困難な幻の雑誌だった」

　そこに何が記してあったのか、今となっては知る由もないが。

「どう？　面白くなってきただろ？……情報交換し合おうじゃないか。俺にはどうもこの事件が……単純な人じん狼ろう事件とは思えなくてさ」
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「……死者を喰くらう恐怖の祭り……!?　本当にそんな内容が記事になってたんですか!?」

　ふもとのファミリーレストランへと場所を移し、改めて自己紹介をして、雑誌・マルチアイアンに関して話し始めてわずか数秒。中部討とう伐ばつ局きよく討とう伐ばつ官かん・水み品しな悠ゆうは、興奮を抑え切れない様子でそう叫んだ。

　例によって「興奮しすぎよ」とたしなめられて、例によって口をつぐんだ水品は、分厚いメモを取り出して早口で続ける。

「……それで、その希少な雑誌は《国立討伐図書館》からも消えている」

「そう。つまり、入手手段はほぼ完全に断たれたってわけ」

「わわわ、事件の匂いがしますよ！　ねえ、四よ津つ森もりさん？」

　もうわざわざ注意することにも疲れたのだろう。四津森楓かえでは水品を冷たく一睨にらみし、わざとらしく溜ため息いきを吐ついた。

　興奮しっぱなしの水品とは対照的に、イコイは始終無言だった。表情硬く、ずっと俯うつむいている。事件現場に居合わせたことが相当ショックだったに違いない。せっかく驕おごると言ったのに、ドリンクバーにすらほとんど手を付けていないのがその証拠だ。

「……確かに、その雑誌のことは気になるわ。でも、気にし過ぎもどうかと思う」

　四津森は言った。射い京きようは首をかしげ、続きを促す。「と、言うと？」

「だって、あの村に《人じん狼ろう》が潜んでいることは確定事項なんだもの。もう、二年前から睨んでて。一度は失敗したけれど、やっぱり……」

　そして四津森は《神かみ代よ村むら》に対する人狼癒ゆ着ちやく疑惑が持ち上がり、現在に至るまでの流れを簡単に説明してくれた。

　疑惑の発端は《神代村》の祭り衣装を身に着けた人狼の、目撃証言だったと言う。その証言をきっかけに、約二年前、四津森は神代村に対する調査を開始したのだと。

「……結局死体の一つも見つからなくて、決定的な証拠も摑つかめなかった。だけどね、調べれば調べるほど、神代村に対する疑惑はどんどん濃くなっていくの」

「へえ、なんで？」

「神代村は、周りを森に囲まれているでしょう。あの森ね、毎年それなりに遭そう難なん者しやも発生しているの。それなのに死体が、異常なほど見つからない」

「……神代村の人狼に、殺されたって睨んでるわけだ」

「そういうこと。村ぐるみの犯行だって、確信しているわ」

　一年ほど前、四津森楓は《神代村》の村長こそが人狼であり、積極的に人狼を受け入れているという仮説を立てた。

　その仮説を証明するため、四よ津つ森もりは《液状血けつ化か銀ぎん》の使用許可を上に求めた。死体すら上がっていない事件の推測ばかりの容疑者に、当初討とう伐ばつ局きよくはＯＫを出さなかったが、あまりに四津森が懸命に、何度も何度も申請書類を出すものだから、ついには折れて《液状血化銀》の使用許可を下ろしたのだと言う。

　しかし結果はシロ。村長は《潔白証明イノセント・パス》を手に入れて、四津森の評価は地に落ちた。

「……よくそんな状況で《暴あばきの目》の使用許可が下りたもんだ」

　射い京きようがつい素直な感想を口にすると、四津森はあからさまに嫌な顔をした。上司の不機嫌に気付いた水み品しなが、慌てた様子で言葉を返す。

「ついに死体が上がったから、中部討伐局も無視できなくなったんです！　それに、今回はきちんと証拠だってある」

「証拠？」

「村の中央……《死者の笹ささ》って呼ばれてるオブジェがあるんですけど。事件の翌日、あそこに真新しい封筒があって……そこから出てきたのが、壱いち岐きさんの髪の毛でした」

「なるほど、そういう事ね……で？　一体、誰に《目》を使うんだい？」

　訊きくと四津森・水品は目を見合わせて、数秒の沈黙ののち。

「……《梯かけはしの巫み女こ》」

　そう呟つぶやいた。それは神かみ代よ村むらの七夕伝説に登場する、空想上の巫女の名前だ。

「《梯の巫女》は実在する。それを私に気付かせてくれたの……あの壱岐って子だったわ」

「四津森ちゃんも、壱岐ちゃんと知り合いだった」

「……まあ、多少ね。彼女、かなりの情報通だったから……」

　歯切れの悪い四津森の話をまとめると、壱岐ジェシーは射京の想像以上に《神代村》の内部事情に精通していたようだった。

　警察は檀だん家かと呼ばれる情報提供者と協力して事件を解決に導くが、四津森にとっては壱岐という大学生がその役割を果たしていたのかもしれない。純粋な知的好奇心に突き動かされ、不法侵入を物ともせず、必要とあらば鍵をこじあけ、盗撮し、おそらく盗みも働いていたであろう彼女の存在は、すぐ裏で行われている軽微な犯罪にさえ目を瞑つぶれば、かなり有用な情報源であったことだろう。

「……かなり気まぐれな情報屋だったわ。こっちから聞いたら何も教えてくれないのに、気分がいい時は一方的に情報を押し付けてくる。ほとんどは無価値な情報だったけど、たまに、とんでもない情報が交ざってて……その一つが、これ」

　四津森は懐から、数枚の写真を取り出した。いずれも巨大な石せき碑ひの写真だった。場所は暗くて分かりづらいが、古びた木を組んで作った、祭壇のようにも見える。

　石碑には細かな文字がびっしり刻まれていた。その全てを読み取ることは出来ないが、石碑の上部に刻まれた一回り大きな文字列だけは、どうにか解読することが出来る。





①《梯かけはしの巫み女こ》は《榮えい神しん》とする

②《梯の巫女》は《死者の石せき碑ひ》にて《梯の儀式》を遂行する役目を担う






　見慣れない言葉のオンパレードに射い京きようはわずかに眉まゆをひそめ。

「……《榮神》」

　──だけど、エーシンさまは……。

　宿の少女が発した不可解な言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「……どうやら神かみ代よ村むらの人達たちは、人じん狼ろうのことを《榮神》と呼ぶことがあるんです。人狼と癒ゆ着ちやくしているとしか考えられない、不可解な呼び名です」

　水み品しなの言葉を、四よ津つ森もりが補足する。

「つまり神代村には、我々外部の人間には秘密にされた、真の儀式が存在する」

　日本全国に何十万と存在する「祭り」には、それぞれ独自の意味や願いが込められている。時代の流れとともに形を変え、表面的なパフォーマンスの部分が目立つようになったとしても、その根底に根付いた意味は変わらない。

　ならば神代村の祭りにも、観光客には隠されて、村人だけに伝えられた「真の儀式」が存在しているのかもしれない。仮に《神代七夕祭り》が、とても公には出来ない人狼たちの祭りであるなら尚なお更さらだ。

「……なるほどね。それで《梯の巫女》を見つけたいってわけだ」

　つまりその人物は確実に《人狼》であり、自信を持って《暴あばきの目》が使えるから。

「巫女の目星はついてるの？　年齢でも、特徴でも」

　射京が訊きくと四津森は、痛い所を突かれたとばかりに顔をしかめ。

「……それが全然なのよ。現時点で言えるのは、この《死者の石碑》で儀式を執とり行っている人物こそが《梯の巫女》だってこと。まあ……肝心の場所が分からないんだけど」

　四津森の言葉を水品が引き継つぐ。

「これも壱いち岐きさん情報なんだけど、祭りで担がれる神輿みこしに人が乗ってるらしくって。これが巫女じゃないかと睨にらんでいるわけです。すごくシンプルだけど現時点では、神輿を追跡するっていう方法を取ろうかと思っているんです！……よね、四津森さん？」

　水品は得意げに言い切って、四津森に向かいウインクした。四津森楓かえでは小さく頷うなずき「興奮しすぎよ」と呟つぶやいた。

　一通りの情報交換が終わったので、会計を終えて外に出る。

　──二人の姿が見えなくなって、射京はふうと息を吐いた。

「……イコイちゃんさ」

　遠くを見たまま呼びかける。しょんぼり意気消沈していた秘書の少女は、やはり俯うつむいたまま「何ですか」と、掠かすれた声で呟つぶやいた。

「……あの四よ津つ森もりって人と、二人きりになっちゃダメだからね」

　えっ、とイコイは顔を上げる。一体何を言われたのか、よく分からなかったのだ。

「四津森さん？……討とう伐ばつ官かんの、四津森楓かえでさん？」

「うん」

「……どういう意味、ですか？」

　困惑しきって、ぽかんと立ち尽くす少女に向かい。

「そのままの意味」

　たった一言そう答えると、射い京きようは踵きびすを返してゆっくりと前に歩き始めた。





　　　　　　　　　　２






　どうか偶然であってほしい。

　どうか思い過ごしであってほしい。

　ざわつく胸をどうにか落ち着かせながら、吉よし田だ射い織おりは早足で森を進んでいた。澄んだ鐘かねの音が、遠くの方から聞こえてくる。もう迷いはしない。かつてアイカが、森の進みかたを教えてくれたからだ。

　枝の隙すき間まから覗のぞく空は、血のように赤い。日が傾いている。急がなければいけない。

　射織はさらにスピードをあげ、《神かみ代よ村むら》を目指す。少し歩みを進めるたび、伸びたツタが足元に纏まとわりついてくる。煩わしさに眉まゆをひそめ吉田射織は乱暴にツタを踏みつけた。

　偶然にも秋あき宮みやアイカに遭遇したのは、森を四分の三ほど進んだ地点でのことだっだ。

　比較的、木々の少ない場所だった。足元が、抉えぐられた崖がけになっていて、そこから周辺を眺め見ることが出来る。遥はるか下方に、大きな川が流れている様子が窺うかがえた。

　アイカは崖の上で、自分の身長ほどはあろうかという大きな岩に腰掛けていた。足をぶらぶら動かしながら川を見下ろし、聞いたことのない歌を口ずさんでいる。どこか寂しそうな横顔が、赤すぎる夕ゆう陽ひに照らされていた。

　足音を聞きつけ、アイカが素早く振り返った。射織の姿を捉えたアイカは、少しだけ驚いたような顔をして、しかしすぐに笑顔になって。

「……射織おにいちゃん！」

　大きく開いた口から、可愛かわいらしい八重歯をきらりと覗かせた。

　しかしすぐ、様子がおかしいことに気付いたのだろう。少女は不思議そうに首をかしげる。腰まで伸びたポニーテールが大きく揺れた。

　一体、どう切り出せばいいだろうか。

　射織は思案した。言葉にすることで明らかになってしまう最悪の結論から、少しでも遠ざかりたいと感じていたのかもしれない。

「……こんな所で、何をしていた？」

　一歩近づき、射い織おりは問う。綺き麗れいに微笑ほほえみ、アイカは答える。

「……川、見てたの」

「川」

「《天てん従じゆう川がわ》っていうの。大きくて、優しい川なんだ」

　天従川はその身に夕ゆう陽ひの輝きを宿し、雄大な流れを形作っている。アイカは静かにその様子を見下ろしていた。どこか憂いを含んだ瞳が、ゆっくりと流れを追っている。

「アイカ」

　射織は呼びかけ、もう一歩、アイカへと近付いた。

　少女が顔を上げる。純じゆん真しん無む垢くなその表情を見下ろし、射織は──。

「……君は一体、何者だ？」

　ストレートに、そう訊きいた。

　アイカは少し困ったように首をかしげた。ポニーテールが、また揺れる。

「アイカは、アイカだよ？」

　微笑みながら少女は答えた。

　しかしそれは、射織の求める答えとは違っていた。射織はまた少し黙り、ふうと一つ深呼吸をする。はっきりとした否定の言葉が聞きたかった。あるいは、恐ろしい真実を。

「……質問が悪かった」

　低く唸うなるように呟つぶやいて、射織は真正面からアイカを見み据すえる。

　その細い両肩に手を置き、そして──。

「君は人間か？　それとも……」

　深呼吸をして、意を決し。

「《人じん狼ろう》か？」

　くりくりとした大きな目が、はっと見開かれたのが分かった。少女はそのまま、しばらく動きを止めていた。永遠とも思える長い時間、二人は無言で見つめ合っていた。

「アイカは──」

　ようやく少女の口から発せられた言葉は、驚くほど落ち着いていた。

「アイカは、人狼だよ」

　あっさりと明かされた真実に、射織の思考は置き去りにされて。痺しびれた頭は働かず、ただ少女の語った単語を、壊れたスピーカーのように繰り返していた。

「人狼」

「うん、人狼」

「アイカは、人狼」

「うん」

　そのうち少しずつ、少しずつ。ようやく脳内回路が回復し。目の前にぽんと放り出された現実と、まるで解離した知識とを、射い織おりは強引に繫つなげようと努力する。

「……人じん狼ろうは、人を食べる」

「うん」

「つまり君は──人を食べる」

　うん、と言ってアイカはもう一度頷うなずいた。

「…………ッ！」

　瞬間、全てが繫がった。理解した。

　おぞましい真実の、氷のような手触りが、背筋を冷やし全身の皮膚を粟あわ立だたせる。極限まで冷却された血液が、ブクブクと沸騰し、身体からだ中じゆうで暴あばれだす。

　猛烈な吐き気が射織を襲った。遺伝子に組み込まれた人狼への嫌悪感が、アイカと過ごした日々、交わした言葉と決定的に対立して射織を蝕むしばむ。

「……人狼は、人ではない」

　討とう伐ばつを表現した芸術品であれ──刻み込まれた父の言葉が、頭の中で反響する。

「君は、人ではない」

　射織は銃を抜いた。討とう伐ばつ官かんとして。吉よし田だ一族本家の、跡取りとして。何百回、何千回と繰り返してきた、正しく、洗練されたルーチンワークを遂行しようとした。

　正体が暴かれ銃を向けられた人狼は、皆等しく、ひどく動揺するものだ。もう元の生活には戻れないと悟った人狼は、自や棄けになって本性を表す。かぶり続けた善良な人間の仮面を脱ぎ捨てて、目の前の敵を殺さんと牙を剝むくものなのだ。

　しかしアイカはそうしなかった。額に銃口を押し付けられた少女は、じっと射織を見つめたまま、ただ寂しげに微笑ほほえんでいた。そのことが、余計に射織を戸惑わせた。

「……お祭りが」

　アイカはそっと口を開く。

「お祭りが終わるまで、まってほしいな。射織おにいちゃん」

　優しく柔らかな表情の中で、強い意思のこもった深い瞳が、印象的に輝いた。引き金にかけた指から、わずかに力が抜けてゆく。しかし。

　──演技だ、騙だまされるな。

　脳の片隅で響いた言葉に、射織はハッとし奥歯を嚙かむ。

　相手は《人狼》だ。あどけない少女の姿は借り物で、微笑みの内側に潜んでいるのは、必ず薄汚い怪物なのだ。それは疑いようのない真実で、この世界を形作る不ふ文ぶん律りつだ。

　──決して銃を下ろすな、吉田射織。

　自らに言い聞かせ、射織はアイカを睨にらみ付つけた。

「……真の姿を現せ、アイカ」

　射い織おりは唸うなる。しかしアイカは、岩に腰掛けたまま首をふるふる横に振り。

「あんまり好きじゃないの、狼のからだ。見えすぎて、聞こえすぎちゃうから。見えなくていいものまで、見えちゃうから」

　アイカはふっと目を細め、はるか下方の天てん従じゆう川がわへと視線を落とした。夕ゆう陽ひに染まった横顔の脇で、艶つややかな一本髪が風に揺れている。

「……何を言っているのか、分からんな」

　射織は吐き捨て、言葉を続ける。

「人殺しに、未来を選択するような権利はない」

「アイカは、人を殺してないよ」

「……何？」

　少女の言葉に、射織は眉まゆをひそめる。一体何を言っているのか分からなかった。人食いの人じん狼ろうが、人を殺していない？……有り得ない。馬鹿も休み休み言えと、射織は無言で睨にらみ付つけるが、しかしアイカは頑かたくなに否定し続ける。

「できないよ、そんなこと。アイカにはできない。絶対、絶対に」

「……噓うそを言うな。それなら君は、どうやって今まで生きてきた」

　一年間に約一人。

　人狼は、人間を喰くらわなくてはその命を保てない。それは覆しようのない事実で、だからこそ、人間と人狼は決して相あい容いれることなく静かな戦いを続けてきたのだ。

「……それは──」

　アイカがそっと口を開く。しかし、その瞬間──。

　グラリと、足元が揺れ動いた。地震だ。それなりに大きいが、立っていられないほどのものではない。射織は冷静に、両脚の幅を広く取って重心を下げた。どっしりと構えて、決して人狼から銃口を逸そらさぬよう、細心の注意を払う。

　その甲か斐いあって射織は、少しもふらつくことなく地震をやり過ごすことが出来た。

　異変が起きたのは、その、数秒後のことだった。パラパラと、小石の転がるような音がした。続いて地面が、ずれるような感覚があり。

「…………ッ!?」

　気付けば宙に投げ出されていた。崖がけが、自分の立っていた場所が崩れたのだと、すぐに悟った。しかし頭で理解した所でどうしようもない。人間とは本来、無力な生き物だ。壮大な自然の暴力を前にして、ちっぽけな人間はなす術すべもなく──。

「──射織おにいちゃんっ!!」

　鮮明に響く、アイカの叫び。

　投げ出された空中で、視界の片隅で、射織は少女の姿を見た。少女の変化を、だ。

　秋あき宮みやアイカは今まで目にした、どの人じん狼ろうとも異なっていた。具体的に何が違うかと問われれば、それを言葉にするのは難しい。ただ射い織おりは生まれてはじめて、とても信じられないような感情だが──人狼のことを、美しいと思った。

　その人狼は白かった。一点の曇くもりも存在しない純白の体毛が、焼けるような夕ゆう陽ひを浴びて煌きらめいている。長い睫まつ毛げに彩られた、縮んだ獣の瞳孔が、素早く動いて射織を捉えた。

　少女は跳んだ。地面を蹴って、まっすぐに。優しい両腕が、射織の胴に巻きついて力強くその身を支えた。小柄な肉体からは、想像も出来ないような巨大な力だ。

　そびえ立つ岩の壁を、アイカは蹴った。下へ、下へ、軽やかに駆け抜けるように進んでゆく。まるで重力を味方につけているような、そんな動きだった。

　時間にしてほんの数秒。少女は地面に着地した。大小さまざま、ゴロゴロと石の転がった《天てん従じゆう川がわ》の川原だった。遥はるか頭上に、崩れ落ちた崖がけが見える。上にいる時には気付かなかったが、そこは岩が細くせり出した、ひどく不安定な場所だった。自分がどれほど危険な場所にいたのか、ようやく射織は気付くことが出来た。

「……ほっぺた、切れちゃったね」

　囁ささやくような少女の声が耳に届いた。温かい手のひらが、射織の頰ほおをやさしく撫なでる。どうやら小石で切っていたらしい、少女の指に、真っ赤な血液が付着した。純白の体毛が、ふわりと射織の顔をくすぐった。

　反射的に、射織は少女から距離を取った。それが身に深く刻まれた、討とう伐ばつ官かんとして取るべき行動だったからだ。素早く体勢を整え、右手に握にぎりしめたままの銃を、射織は少女に突き付けた。

「……君は、正体を現した」

　感情を押し殺し、射織は唸うなる。地響きのように低い声が、喉の奥から漏れだした。

「私は、今すぐにでも君を殺せるぞ」

　正体を現した人狼を、討伐官が見逃す理由がない。

　そのことを、アイカもよく知っているはずだった。人間の前で、とりわけ銃を持った討伐官の前で、正体を現すその意味を、知らない人狼など存在するはずがない。

「……なぜ君は、正体を現した」

　射織は訊きいた。人間にとって人狼が敵であるように、人狼にとって討伐官は敵なのだ。身の危険を知りながら、瀕ひん死しの天敵を見捨てなかったその意味を、射織は問うた。

　アイカの瞳はまっすぐだった。そしてその返答は、拍子抜けするほど単純で。

「射織おにいちゃんを、守りたかったから」

　少女は微笑ほほえんだ。トレードマークの八重歯が、今は鋭利な牙となって口の隙すき間まから零こぼれている。肉を引き裂くおぞましい凶器が、どうしてこんなにも愛らしい。

「……命は宝物なんだよって。村のみんなが教えてくれたから」

「…………」

「アイカのお父さんはね、隣町で、ケガした人を助けようとして殺されちゃった。お母さんは、お父さんを助けようと思って一緒に……さみしいけど、すごいなって思う」

　射い織おりは困惑し、銃を突きつけたまま、立ち尽くしていた。

　守りたかった、と人じん狼ろうは言った。恐ろしいほどシンプルで、尊とうといまでの行動原理だ。予想していた答えではあった。しかしそれを、直接本人の口から聞くことは、想像以上に奇妙な体験だった。

「……人狼に、そんな感情があるものか。人狼は殺されるべき……これはルールだ」

　誰に言うでもなく、他ならぬ自分に言い聞かせるように射織は呟つぶやく。

　人間と人狼は違う。それこそ決定的に、遺伝子レベルで異なっている。感情を持たない人狼は、それゆえに強く、恐ろしい。奴やつらは不幸にも知能を持ってしまった害獣で、殺害されて然るべき存在なのだ。

　奴らの言葉は全てが噓うそだ。どんなに優しい言葉を吐こうとも、どんなに魅力的に見えようとも、それは他人を欺くための仮面に過ぎない。狡こう猾かつで残ざん虐ぎやくな人狼を殺害することは、疑いようのない正義であるはずだ。

　そう思わなければ、とても討とう伐ばつ官かんなど務まらない。人狼を、理解出来ない「悪」であると割り切って任務に当たらなければ、討伐官はあまりに残ざん酷こくな仕事なのだから。

　討伐対象として挙げられる人狼の多くは、善良な人間の姿をしている。可愛かわいらしい子供の姿をしていることも、少なくない。実際射織は、これまで何度も子供の人狼を討伐してきた。血けつ化か銀ぎんで心臓を射抜かれ、のたうち回る子供の頭に、さらに一発銃弾をお見舞い出来なくては、優秀な討伐官とは言えないと信じている。

　そのために射織は、感情を殺す訓練を続けてきた。心とは、生まれつき人間に備わった弱さであり、客観的な判断力を鈍らす枷かせであると考えてのことだった。そのストイックな訓練は、日々の討伐結果に、如実な数字となって表れていた。だからこそ吉よし田だ射織は、この若さで東京人狼討伐庁の長官補佐まで上りつめることが出来たのだ。

　しかし……。

　行動で、見せつけられてしまった。身を挺ていして他人を守ろうという、まるで英雄のような行動を、吉田射織はこの目ではっきりと見てしまったのだ。

「……〝心〟は、弱さだ。私は弱さを……殺してここまで生きてきた」

　幼い英雄が、銃口を突きつけられて微笑ほほえんでいる。ほんの少し引き金を引けば、今すぐにでも討伐が一件成功する──しかし。

　射織は静かに銃を下ろした。

　その顔に、表情はない。長年の経験でこびりついた無表情を取ることは、そうそう簡単なことではない。射織はふうと息を吐き、天を仰いだ。気付けばすっかり日は落ちて、夜空には無数の星が散りばめられていた。

「……どうやら私の〝心〟は──君を殺したくないと泣き叫んでいる」

　自分でも信じられないような言葉が、口をついて飛び出した。

　アイカは零こぼれそうなほど目を見開いたが、彼女以上に驚いていたのは射い織おり自身だった。二人はしばらく無言で顔を見合わせて、そして笑った。

　アイカはコロコロ軽やかに。射織はふんと鼻を鳴らして。正反対の笑い声は、透き通るような夏の夜に溶けていった。
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　ゆったりとした川のせせらぎが満ちている。

　神かみ代よ村むらを囲むように流れる天てん従じゆう川がわの、そのほとりに腰掛けて、吉よし田だ射織と秋あき宮みやアイカは静かに寄り添そっていた。靴を脱いで足を水につけてみれば、すぐにひんやりとした心地よさに包まれる。スラックスの裾すそが濡ぬれてしまったが、不思議とあまり気にならない。

「……《神代村》は、奇跡の村なんだ」

　どこまでも広がる夜空を見上げ、アイカは言った。

　つられるように、射織も空を眺め見る。あいにく天文学には詳しくないが、夏の夜空を横断するように輝く、細々とした星ほし屑くずの集まりの名称は知っている。ミルキーウェイ。七夕伝説の象徴、天の川だ。

「だからアイカは、今まで人を殺さないで生きてこれたの」

「……どういう意味だ」

「この村の人たちは、亡くなったあとに体をくれる」

「……君たちは人間の遺体を食べる」

「うん、たべる……でも、だから、神代村の人じん狼ろうたちは絶対に人を傷つけない」

　ぱしゃぱしゃと素足で水を蹴り上げながら、アイカは少しずつ《神代村》に隠された秘密を教えてくれた。

「そうした方がいいからって、みんなが思ってくれるから」

　ここ《神代村》に伝わる死生観は、世間一般で信じられているものとは少しだけ異なっているという。

　ひとつの命が終わるとき、消えゆく身体からだがこの世で果たせる最期の仕事こそ「他の命を支えること」だと信じられている。まだ形のある肉体をそのまま焼いてしまうことは、《神代村》ではむしろ生命に対する冒ぼう瀆とくにあたるのだ。

「……アイカは幸せなんだ。この村に生まれて、優しいみんなに囲まれて」

　たしかに人狼にとって、これほどの楽園は他に存在しないだろう。神代村は奇跡的なバランスが保たれて、ようやく完成した楽園なのだ。

「この村にいれば、アイカは幸せ」

　嚙かみしめるように少女は繰り返した。

　アイカの両親は、少女の出生届を提出しなかった。万が一自分たちの正体が暴あばかれたとき、芋づる式に娘まで巻き込まないようにと考えた配慮の上だったに違いない。だからアイカには戸籍がない。神かみ代よ村むらの外には出られない。

　人の死体を食べるという行為に対する抵抗感を、正直、射い織おりは拭ぬぐい切きることが出来なかった。野蛮であると思ったし、気味が悪いとも思った。いくら殺人を犯していないとはいえ、食人という行為は生理的にとても許容できないタブーであった。

　しかしその野蛮な文化によって、目の前の、このアイカという少女が生かされている。

　それは疑いようのない事実だった。だから射織は黙っていた。黙ったまま、アイカが蹴り上げる生き生きした水の飛沫しぶきを眺め続けた。

　今こ宵よい──天てん従じゆう川がわには、二種類の輝きが落ちている。

　一つ目は、夜空を彩る天の川。

　二つ目は、数日後に控えた《神代七夕祭り》を彩る行燈あんどんだ。《神代村》の村中を流れる小川から、下流のここ天従川にかけて、橙だいだい色いろの光たちが、幻想的な縁取りを形作っている。

「……天の川に、橋を架かければ──」

　アイカは呟つぶやき、空を見上げた。

「生者と死者がつながるの。ありがとうが、伝わるの」

　だから祭りは大切なんだ、とアイカは静かに目をつぶった。

「……《神代七夕祭り》は、〝繫つなぐ〟ためのお祭りだから」

　この村に根付く祭りの意味を、射織はようやく理解した。

　他人の命に生かされている人じん狼ろうたちが、年に一度、かけがえのない恩人に想おもいを伝える日──それが《神代七夕祭り》の正体だ。

　広大な天の川によって隔たれた織女星ベガと牽牛星アルタイルは、一年に一度しか出会うことが出来ない。この村では、ベガが生者で、アルタイルが死者なのだ。

「アイカは《梯かけはしの巫み女こ》だから」

　少女は言った。公には「伝説に過ぎない」と言われている《梯の巫女》は実在するのだと。その役目が自分に託されているのだと。

「アイカが橋を架けるんだ。地下の……《死者の石せき碑ひ》でね、舞って、アイカの笹ささを焼いて、その灰を《天従川》にまくんだよ」

　そうすれば天の川に橋が架かって、たった一晩、二つの世界が繫がるのだと。

　少女の言葉はこの上なくまっすぐで、綺き麗れいだった。眩まぶしかった。

　伝統的な儀式など、それこそ無駄の塊かたまりで、馬鹿どもの遊びであると信じてきたのに、今はそれでアイカが満たされるのであれば悪くないかもしれないとすら思いはじめていた。

　自分もずいぶん丸くなったものだ──射い織おりは目をつぶり、再びふんと鼻を鳴らした。

「──昔は」

　調子を変えて、アイカが切り出す。真剣に、射織の顔を覗のぞき込こんで。

「二人いたの」

「……二人？」

「《梯かけはしの巫み女こ》……と、もう一人。牽牛星アルタイル役の、男のひと」

　天の川に隔たれて輝く、二つの星を順に指差して、アイカはすっと息を吸い込んだ。

「──射織おにいちゃん」

　アイカは射織の手を取った。そして真剣な眼まな差ざしを、射織へと向け。

「アイカの、牽牛星になってほしい」

「馬鹿を言うな」

　反射的に、射織は即答する。

「私は完全な部外者だ。そのような資格は、私にない」

「違う。牽牛星は、外の人でいい……外の人のほうが、いいの」

「意味が分からない」

　ぎゅっと射織の手を握にぎりしめ、アイカは必死に言葉を重ねた。

「遠いから……アイカと、すごく遠いから。ふつうなら出会うはずのない、二人が……奇跡的につながるから。それが《神かみ代よ七夕祭り》だから……！」

「……すまない」

　しかし射織は、そっとアイカの手を振りほどく。

　アイカの瞳を、悲しげな光が過ぎるのが分かった。

「私は、東京人じん狼ろう討とう伐ばつ庁ちようの長官補佐……吉よし田だ射織だ」

　決めていた。アイカを見逃そうと決断した、その瞬間に。

「……自分の立場を、弁わきまえなければならない」

　この村の秘密を、あえて公言はしない。ただし二度と、関わりもしない。

　それは今、この瞬間、射織自身が定めた明確な「ルール」──。

「私は討とう伐ばつ官かんだ。君の秘密を知った以上、私はもう、君とともには過ごせない」

　この村で過ごした数日は、たしかに美しいものだった。

　しかしそれは、ひとときの儚はかない夢に過ぎない。この両肩には、今この瞬間も、人間たちの命と未来がのしかかっている。感情に流されて、これ以上人狼と関わりを持ち続けることは、決して許される行為ではないのだ。

　もう射織は二度と、アイカの顔を見なかった。

　隣で少女が、しゅんと顔を伏せた気配があった。
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「……あの、射い京きようさん。私、やっぱりよく分からないんです」

　向かい側の暗闇の窓に、難しい表情をしたイコイの顔が映っている。日曜の地下鉄は思いのほか空いていて、二人の周りに人はいない。

「だって壱いち岐きちゃんさんを殺したのは《神かみ代よ村むら》の人じん狼ろうなのでしょう？　神代村には人狼がいっぱいいて、それで、村ぐるみで人を殺していて」

「うん。あの村が人狼と癒ゆ着ちやくしてるのは……たぶん、間違いないね」

　そこで射京は、調子を変えて言葉を続ける。

「だけど、彼らが壱岐ちゃんを殺害したとは限らない」

「え？　どういう……」

「つまりは二つの異なる事件が、同時に進行してるって話だよ」

　状況を整理し、射京はイコイにそう告げた。

「俺もまだ、全部は分からないんだ。全ての鍵を握にぎるのは──マルチアイアン特別号」

　殺害された壱岐ジェシーが所有していた、入手困難な雑誌。

　壱岐の所持品から犯人が意図的に抜き取った、幻の雑誌。

　そこには一体、何が記されていたのだろう。

　失われた答えを探すため、まさに今、二人は電車に揺られている。マルチアイアンはもう七年前に廃刊となっていたが、当時の、関係者の一人に会えることが決定したのだ。マルチアイアンの元記者であり、現在は別の雑誌で記者を務めている瀬せ尾おという人物だ。

　電車が止まり、プシュッと音がしてドアが開く。

「さ、着いたよイコイちゃん」

　目指すはアイアン出版──かつてマルチアイアンを発行していた小さな出版社だ。イコイは緊張した顔で小さく頷うなずき、射京の背中を追いかけた。
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「せっかく来てくれて悪いんだけど、そんなに話せることもないんだよね」

　瀬尾と名乗ったその男は開口一番にそう言った。年齢は三十代後半といった所だろう。妙に早口で、いかにも忙しそうな様子を隠そうともしない。

「だってマルチアイアンに関わってたのなんて、もう何年も前だからさ。覚えてる自信ないって……で、何が聞きたいんだっけ？」

　瀬尾がボールペンで机を叩たたくたび、狭い事務所にカツカツ硬い音が響き渡る。威圧感を与えてこちらを急せかすつもりかもしれないが、あいにく、その手は射い京きように効かなかった。

「十四年前の特別号に関してです。《神かみ代よ村むら》っていう村の、七夕祭りに関する記事があったのは覚えてます？」

「んー……いや。そんな記事は……覚えてないなあ……」

「死者を食べる恐怖の祭り！　みたいな煽あおり文だったんですが」

「死者を？……うーん、そうだな……」

　しばらくの間興味なさげに、おそらく考えているフリをしていた瀬せ尾おだったが、

「担当していた記者さんが、行方不明になったという話を聞いたのですが」

　その言葉に、突然ぴたりと動きを止める。同時にボールペンのカツカツ音が、ぴたりと止やんだ。

　そして瀬尾はぼんやりと、遠くを見るような目つきになって。

「……ああ、そうか。そうだ。思い出した。それ、カズちゃんが担当してた記事だ」

「カズちゃん？」

「俺、同期でさ。それ、確かカズちゃんがすげえ力入れて書いてた記事だよ」

　神代村に行き、泊まりがけで七夕祭りに参加したという「カズちゃん」との思い出を、瀬尾はしばらくの間懐かしそうに話していた。

「真面目な男でさ……うちの雑誌ってかなりテキトーっていうか、もともと根も葉もない噂うわさに、さらに尾ひれ付けるような記事がメインだったからさ。カズちゃんとは根本的に合わなかったと思うんだ。それでも良く頑張ってて……」

　瀬尾の表情が、ふいに曇くもる。

「ホント頑張ってたんだよなあ……取材してる間なんて、そりゃもうキラキラしてた……なのに。発売直前になって、突然、青い顔して言ったんだ──僕は、とんでもない記事を世に放ってしまうかもしれない」

「それは──」

　静かに話を聞いていたイコイが、我慢出来ずに口を開いた。

「一体、どういう意味でしょう？　記事は、どんな内容だったんですか？」

　すると瀬尾は渋い顔をして黙り込み、申し訳なさそうに肩をすくめた。

「……悪いねお嬢ちゃん。それがさ、覚えてないんだ。さすがに目を通したとは思うんだけど、とにかく忙しくてなあ。綺き麗れいさっぱり覚えてないんだから、たぶん大したこと書いてなかったと思うんだけど……」

　まるで要領を得ない瀬尾の話に、イコイはがっかりした様子で肩を落とした。

「……それで。その言葉を残してカズちゃんは消えた」

　射京は事実を確認する。すると瀬尾は案の定、曇った顔でうなずいた。

「ああ、そういうことだ。カズちゃんな、突然……本当に突然。うちを退職して、家も完全に引き払って。で、失踪。そんな状況だったから、意図的に姿を眩くらましたんだろうって話になって、結局捜そう索さく願ねがいも出されなかったんだけどさ……その後、どうやら死んだらしいっていう噂うわさだけが、どこからともなく流れてきたよ」

　秘密に近づきすぎた記者サンは、消されたのよ──。

　生前の、壱いち岐きの言葉が脳のう裏りに浮かぶ。一段と濃厚になってゆく不穏な空気に包まれて、それでもどうにか情報を得ようと、イコイは再び口を開いた。

「記事の内容……どうにか思い出せませんか？　どんな小さなことでも良いんです。だって、それが原因で出版差し止めになるほどの記事だったんでしょう？　だったら──」

「いやいや、何言ってるんだ。違う違う」

　イコイの言葉を、驚いた様子の瀬せ尾おが慌てて遮さえぎった。

「そんなちっぽけな祭り程度の記事で、雑誌が回収になったりしないよ。あれがお蔵入りになった原因は、発売直前に人権団体の抗議を受けたからさ」

　人権団体……？　射い京きようは眉まゆをひそめ、探るように瀬尾を見つめた。その言葉に、妙な引っ掛かりを覚えたからだ。

「もう少し詳しく教えてもらえませんか」

　瀬尾は「そうか知らなかったのか」と呟つぶやいて、少しずつ、マルチアイアン特別号が出版停止に追い込まれた経緯を話しはじめた。

「……お嬢ちゃんは、若いから知らないかもしれないが……兄ちゃんなら、聞いたことぐらいあるだろう。《アリス・イン・クリアワールド》とかいう映画の名前はさ」

「あ、それなら私も知っていますよ。青くて綺き麗れいなポスターの？」

「ああ、よく知ってるね。で、まあ……ざっとまとめると、その映画には元ネタがあるわけだ。ヒロインの少女──《アリス》は、実在する」

「…………？」

　……アリスが、実在する……？

　瀬尾の言葉に射京は眉をひそめ、イコイは「えっ」と声をあげた。

「……本当に？　あの映画、ノンフィクションだったのですか……？」

「ノンフィクションっていうのは、少し違うかもなあ……なんせ事情が、複雑でね。長くなるけど、それでも良ければ説明しようか」

　そして瀬尾は少しずつ、失われた過去についての話を始める。

「……全ての始まりは十五年前。場所は北海道の田舎町だ。一人の女子小学生が、眼球を抉えぐって同級生を殺害した……この事件、あんたたち聞いたこともないだろう？」

「はい、全く」

「そのはずだ。だって当時、この事件のことは、ほとんど報道されなかったんだから……汚いよな。なんでも少女の親が地元の有力者だったとかで、マスコミに圧力をかけたらしい。事件の詳細はおろか、存在すら、世間にはほとんど知られてないんだよ」

　ほぼ現行犯逮捕だったという少女。マスコミによる犯人捜しはそもそも発生すらせず、逮捕された少女の素性を暴あばくような報道は、圧力によって消えて行った。

　特に決定的だったのは、少女が「人間」であったという点だ。液状血けつ化か銀ぎん試験にて《汚れた潔白証明ダーテイー・パス》を手に入れた少女は、親や少年法のみならず、人権団体からも守られるようになったのだと。

　そして事件は不自然なほど急速に、ひっそりと終息を迎えた……かのように思えた。

「……で、それから一年ぐらい後だったかな。映画《アリス・イン・クリアワールド》が公開されたのは。それなりに話題の映画だったけど、実在の事件が元ネタだなんて、当時は誰も気付かなかったさ。詳細はもちろん変えてあったし、かなりファンタジックにアレンジしてあったしね」

　結局映画は、好評のうちに公開を終了した。

　しかし、それから半年の月日が流れて、事態は急展開を迎える。

「……そこで登場するのが、我がマルチアイアンの記者陣よ。先輩記者の一人がさ……とんでもない事に気付いたんだ。その人、ちょっと変わり者でさ。獄中記っていうの？　犯罪者の書いた日記とか、本とか。そういった物を読むのが趣味って人だったんだけど」

「……その中に、少女の手記があった」

「ああ、あったよ。それがさ、独自のツテで手に入れた、一般には非公開の手記だったから大変だ。しかも映画内でちょこちょこ出てくる、評価の高かった〝日記〟の部分──これが、手記ほぼ丸写し！　一体どういう事だよって調べてみたら、アリス・イン・クリアワールドの脚本……もとは持ち込みの特別企画だったらしいんだけど、少女の担当弁護士が手掛けてたってことが分かってきてさ」

　つまり弁護士は非公開の手記を、無断で脚本に流用したのだ。

　そして映画「アリス・イン・クリアワールド」は作成された。観客はもちろん、監督も、出演者も、遺族たちも、この映画の正体を知らないままに。

「マルチアイアン編集部は、この時にはもう大盛り上がりよ。これは問題だぞ、スクープだぞって。映画の知名度は高かったしさ、話題だったし、かなり期待の特別号になるはずだったんだけど……」

「だけど発売直前に回収になった」

「そうさ。人権団体からかなり激しい抗議受けてな。雑誌の中に、調子に乗って未成年の名前や写真まで載せたのが、まあ、まずかったんだろうけど……」

　瀬せ尾おが足を組みかえると、錆さびたパイプ椅子がキーキー鳴った。

「思えば、その余波で廃刊になっちゃったんだよなあ、マルチアイアン……」

　遠い目をして、瀬尾は窓の外へと視線を送った。

「……ここだけの話。結局、アリスは出所後間もなく死んでるんだ。だけどホント、罪な女だよな。あれからかなり時間が経たつのに……いまだに熱狂的なファンたちが、突発的に事件を起こすんだろう？」

　映画公開当時、《アリス・イン・クリアワールド》に影響された人じん狼ろうたちが、連続して眼球を抉えぐったという現象は、射い京きようも鮮明に記憶している。

「……《アリス・チルドレン》──か」

　思い返せば、壱いち岐きジェシーも両目を抉り取られていたはずだ。さらに彼女から奪われたのは、アリスの個人情報を載せていた、幻の雑誌──とても無関係とは思い難にくい。

　さらに詳しい調査が必要だ──射京は一つ息を吐き、瀬せ尾おに向かって問いかける。

「……一応、聞いておきたいんですが。アリスの本名……記事に関わったあなたなら、きっと覚えていますよね？」

　もちろんさ、と男は答えた。そして驚くほどあっさりと、かつて同級生を惨ざん殺さつした稀き代たいの少女犯罪者《アリス》の本名を口にする。

「松まつ居い明あき菜な……それが、あの狂った女の名前だよ」
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「……つまり壱岐ちゃんさんを殺した犯人は、アリス・チルドレンだったんでしょうか」

　与えられた情報を必死に整理して、イコイは自らの推理を口にした。次なる目的地へと向かう、その道のりでの事だった。

「熱狂的なアリス・チルドレンの犯人が、何らかのきっかけで、アリスさんが実在したことを知ってしまった。だから犯罪を真ま似ねて、アリスさんの情報が載った雑誌を奪ったんです。熱狂的なファンだったなら、アリスさんの顔や名前を知りたいという感情が沸くのも頷うなずけます。どうでしょう射京さん？　なかなか良い線行っていると思うのですが……」

　すぺしゃる調査ノート、と手書きタイトルの書かれたメモ帳を睨にらみつけながら、自信満々といった様子でイコイは言った。

「……まあ、悪くないんじゃないかな」

　射京の反応を確認したイコイは、残念そうにしゅんと肩を落とす。

「でも、つまり、百点ではないということですね」

「たぶんね」

　素直に考えれば、イコイの推理に行きつくのは当然のことだろう。

　ただし、どうしても気にかかるのは死体の状況だった。壱岐ジェシーの死体は、それこそ滅め茶ちや苦く茶ちやとしか表現できないほど傷つけられていたが、犯人が映画で目にしたヒロイン「アリス」に憧れていたのなら、果たしてそんな殺し方をするだろうか。

　腸を奪い取ったのは《人じん狼ろう》の仕し業わざに見せかけるためだとしても、少なくとも顔面はもっと美しく保ち、目だけを芸術的に抉えぐろうと試みるのではないだろうか。

「壱いち岐きちゃんを殺した犯人は、眼球に対して異常に執着してるみたいだったからさ」

　眼球さえ手に入れば、死体いれものなんてどうでも良い──そう言わんばかりの惨状が、どうにも射い京きようを引き止める。するとイコイが「じゃあ」と声を上げ。

「憧れじゃなくて、対抗意識……という可能性は？」

　ノートをぺらぺら捲めくってさらなる推理を口にする。ノートには色とりどりのペンで書き込みやマーキングがしてあった。どうやら必死に勉強したらしい。

「そっちの方が近いかもね。とにかく、もう少し情報がないと」

　そして射京はおもむろに電話を取り出し、とある場所へと電話を掛ける。

「……ハロー、シャノンちゃん。ご機嫌いかが？」

『なにがハローだ、夏休みで浮かれているのか？　ちなみに機嫌は最悪だ。どこかの誰かが勝手に夏休みを延長してくれたせいで、こっちは超絶忙しい。おかげでぼくの日曜は綺き麗れいさっぱり消え去った』

「そう怒んないでよシャノンちゃん」

『これが怒らずにいられるか。寝不足ですごく眠いんだ』

　実はテレビ電話が繫つながっているのだが、そのことに気付かずシャノンは、前髪を飾り気のないゴムで結い上げた生活感丸出しの様子でそう言った。

「ごめんって。でも、どうにか回ってるんだろ？」

『……まあ。ぼくがいるからには、意地でも業務を止めはしないが』

　電話の向こうの少女は、いかにも不機嫌といった様子でそう呟つぶやいた。

　頼もしい！　と煽おだてると、シャノンはまんざらでもない様子で「まあね」と答えた。そんな事を何度か繰り返すうち、気付けば少女の不機嫌はどこか遠い場所へと飛んでゆき。

『それじゃ、土産を忘れるな。とびきり甘いやつを頼む』

　最後には鼻歌交じりでそう言った。

『……で、さっきのメールの件だが』

　そうシャノンが切り出すと、イコイは驚いたような顔をして射京を見上げた。実はアイアン社を出てすぐに、シャノンに一つ依頼のメールを出しておいたのだ。

　依頼内容は、近年発生した《アリス・チルドレン》に関して。壱岐を殺した犯人が、眼球に対して異常な執着を示していたのなら、きっと他にも似たような事件を起こしているはず──射京はそう推理していた。

『結果から言うと、未解決の事件は存在しなかったぞ。全て犯人は討とう伐ばつ済みだ。ここ一年で二件──いずれも中部地区で発生している。詳細は、メールで転送しておいてやろう』

　直後、シャノンは切り替えるように息を吐き。

『で。もう一つ、依頼を受けていたな。四よ津つ森もり楓かえでと、松まつ居い明あき菜なという人物についてだが』

　四津森楓、の名前を耳にしたイコイが、隣でさっと顔を曇くもらせるのが分かった。

　電話口から素早いタイピング音が聞こえてくる。討とう伐ばつ局きよくに設置されている情報端末にはありとあらゆる貴重なデータが眠っているのだ。

『……見つけたぞ。まずは四津森楓──中部討伐局所属の地域討とう伐ばつ官かんだな。コウチⅡ区出身、十八歳で討伐官学校に合格し、二十一歳で討伐官に。現在は中部特別班のリーダーを務める二十五歳……で？　こんな毒にも薬にもならない情報どうするつもりだ？』

　ぼやきながらシャノンは、さらに言葉を続ける。

『……次に松居明菜。彼女は……人じん狼ろう事件の被害者だな』

「ん？」

　想定外の言葉に、射い京きようは思わず声を上げる。「被害者、だって？」

『ああ、そのようだ。事件現場は北海道の山奥……八年前の一月十日。当時十七歳だった松居明菜は、人狼に喰くわれて死んでいる』

「……何か、他に情報は？」

『そこまで詳しい情報は、ここには無いな』

「そっか、分かった。ありがとう」

　やはりここから先は、別の方向から調べる必要がありそうだ。少なくとも二人の女性の生い立ちについて情報を得られたのは、大きな収穫に違いなかった。

「……あ、それともう一つ」

　電話が切れるその直前、射京はさらりと付け足した。

「ついでに調べておいてほしいんだけど──」

　そうして最後に伝えられた依頼内容をシャノンは不可解に思った様子だったが、特に深入りはせず「わかった、お安い御用だ」と呟つぶやき電話を切った。

　こちらの依頼に関しては、間もなくシャノンからメールで答えが返ってきた。想定通りの返答だった。射京は満足げににやりと笑い、空を見上げる。

　そして二人は次なる目的地──国立討伐図書館へと歩みを進めた。
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　国立討伐図書館には、日本全国で発行されたあらゆる出版物が保管されている。

　すべての討伐官は討伐官免許で入館可能。一般市民も入館可能だが登録が必須、いずれにせよ閲覧は自由だが、貸出は一切認められていない。

　まるで地下神殿のように高い天井を見上げ、イコイは目を丸くした。四階建ての広大な空間には、書籍検索用端末がずらりと並んでいる。日本一の図書館であるにもかかわらず、ほとんど書しよ架かが見当たらないことに驚いたようだった。

「端末で申請して、カウンターで受け取るんだ」

　説明するとイコイは「さすがですねえ」と感かん嘆たんの息を漏らして、ぐるりと周囲を見渡した。館内には沢山の利用者がいるが、皆とてつもなく静かに、黙々と本を読んでいる。いるだけで肩が凝ってしまいそうだ。射い京きようは昔からこういった空間が大の苦手だったので、さっさと目的を果たして外に出ようと決意した。

　まず初めに調べたのは、八年前の一月十一日──松まつ居い明あき菜なという人物が殺された翌日の新聞記事だ。新聞に関してはほぼ全てがデータ化されているという事もあり、大した苦労もせず、閲覧へと行き着くことができた。

「……あ、これじゃないですか？」

　先に目的の記事を見つけたのはイコイだった。指差された画面の文字を、射京は追う。

『ホッカイⅡ区で人じん狼ろう事件。遺体は松居明菜さん（17）』

　それは北海道の地元紙だった。記事の扱いは非常に小さい。斜め読みをしていたら簡単に読み飛ばしてしまうであろう、仮に目を通しても十分後には記憶からきれいさっぱり抜け落ちているであろう、そんな雰囲気の記事だった。

　記事を読み進めて間もなく、射京はこの事件に自殺の側面が含まれていたことを知る。

『──松居さんの自宅には、遺書が残されていた。現場となった山は人狼被害の多発する地帯として有名で、北海道討とう伐ばつ局きよくは彼女が故意に危険地帯へと侵入したと見て──』

　記事の大部分は彼女を襲った人狼の正体に割かれており、彼女自身に関しては、写真の一枚も載っていない。

『現場には大量の血痕が残されていた。遺体はほぼ完全に食い尽くされていたが、討伐された人狼の消化管内より回収された肉片のＤＮＡ情報が松居さんのものと一致。発見された部位は肉体の一部分であった事から、複数の人狼が関与している可能性もあるとして、討伐局は付近の捜そう索さくを強化──』

　記事の途中で、射京はぴたりと視線を止める。

　──発見された部位は肉体の一部分であった

　突如として浮かび上がった仮説と、加速してゆく胸騒ぎ。

　仮説を裏付けるため、射京は新聞の情報をさらに追う。事件の二日後、三日後、一週間後。一ヶ月後の記事を読み終えた時点で、射京は深く息をついた。

　事件の続報は、やはり存在しなかった。亡くなったとされる松居明菜の遺体は結局、肉体のほんの一部分しか発見されていない。

　隣でイコイが眉まゆをひそめる気配があった。感じていることは、想像していることは、恐らく射京と全く同じものだろう。

　しかしイコイはまだ戸惑っているようだった。一度疑惑を言葉にしてしまえば、曖あい昧まいであったそれが質量を持って迫ってくるような、そんな気持ちでいるのかもしれない。

　しばらくの沈黙の後、イコイはついに意を決した様子で切り出した。

「……そろそろ教えてください、射い京きようさん」

　そして二、三度、大きな深呼吸をしてから、イコイははっきりと言葉を続ける。

「どうして、あの時……私に、四よ津つ森もりさんに近づいてはいけないと言いましたか？」

「うん？……ああ」

　そろそろ、言っても良い頃合いだろうか。

　射京はふうと息を吐き、そして──。

「……森で壱いち岐きちゃんを見つけたときの話──もう一度、思い出してみて」

　イコイの顔に動揺が浮かぶ。凄せい惨さんな事件現場が、鮮明に脳のう裏りに蘇よみがえったのだ。それでも少女が取り乱すことはなく、ゆっくりと過去の光景を拾い集め、言葉を形作ってゆく。

「……夜中。時間は、よく覚えてないけど……すごく、遅い時間です。偶然、人じん狼ろうを追いかけている最中の、四津森さんに会って」

　イコイはどうにか記憶を辿たどり、四津森楓かえでの言葉の隅々までを思い出す。

「確か……人狼がいるから危ないよ、みたいな。そんな感じだったと思います。それで、しばらくお話ししてたら、突然、人狼が現れて──」

「人狼が？」

「はい、そう──」

「どこから？」

「え？」

　唐突な射京の突っ込みに、戸惑いながらイコイは答える。

「……後ろの方、です。私の後ろで、四津森さんの正面。だから四津森さんが先に見つけて、一生懸命追いかけて──」

「先に？」

「……え？」

「イコイちゃんはその後……人狼を見たの？」

「それは……」

　もちろんと言いかけて、イコイはハッと押し黙る。

　──見ていない

　自分はあのとき一瞬たりとも、人狼の姿を見ていない。

　ただ錯覚していただけだった。人狼を見たという四津森の証言、人狼だと叫んだ四津森の表情、そして内臓を抜き取られた壱岐の死体を目の当たりにして。

「見てない、です……」

　嫌な想像がじんわりとイコイの脳に絡みついてゆく。過去の記憶が再構成されてゆく。

「……そういう事、なのですか……？」

「そもそも四よ津つ森もり討とう伐ばつ官かんが、あんな時間に偶然出歩いているのは不自然だ。それに本当に人じん狼ろうを追いかけていたのなら、イコイちゃんを不審に思わないのは変だろう。イコイちゃんを問い詰めず、優しい言葉をかけたのは……とっさにイコイちゃんを利用しようと考えたから。その場に《人狼》がいたと証言してくれる、第一発見者に仕立て上げるためだ」

　イコイは背筋をゾッと凍りつかせる。「知り合いだったの？」「かわいそうに」──あの時は優しさに聞こえた、四津森楓かえでの言葉たち。だけれど本当は、どんな気持ちで、どんな表情で、彼女はあんな言葉を口にしていたのだろう。

「……射い京きようさんは、はじめから全部気付いて……？」

「いや。あの時はまだ、憶測だったよ。でも今、確信に変わった……イコイちゃんも、もう気付きかけてるんだよね？」

　イコイは顔を強こわ張ばらせ、ほんの僅わずかに頷うなずくと、そのままゆっくり新聞へと目を向けて。

　──発見された部位は肉体の一部分であった。

　何なに気げなく記載された、そんな一文を指差して──意を決して、口を開く。

「……四津森さんの左腕は、一体どこへ行ってしまったのでしょう」

「うん。そう、そういう事」

　天井を見上げ、射京は一つ息を吐く。

「……《アリス・チルドレン》だなんてとんでもない。あいつは……アリス本人オリジナルだ」
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　それでは四津森楓とは、一体何者かという話になる。

　当然のように綺き麗れいな《潔白証明イノセント・パス》を所有して、討伐官としての地位と権利を我が物にしている、あの冷たい人形のような女性は一体誰なのだろう。

　しかし、こちらの件に関しては思うように調査が進まない。

　──ようやく幸運の女神が微笑ほほえんだのは、間もなく閉館となる夕方過ぎのことだった。

「……あれ？　あの人は……」

　まっさきに声を上げたのはイコイだった。

　イコイの指差した先には一人の少女。ボーイッシュという言葉がよく似合うショートヘアの女の子は、机に分厚い本を積み重ね、一文字一文字を舐なめるように読よみ漁あさっている。

　水み品しな悠ゆう──中部討伐局所属討伐官。そして射京の知るかぎり、最も四津森楓に近い人物だ。射京たちの存在に少女が気付く気配はない。相当集中して読み込んでいるのだろう。

　チャンスだ、と思った。四津森楓について調べを入れるのに、これ以上ふさわしい相手もいない。

「やあ水み品しなちゃん」

　そっと近づき声をかける。しかし少女は気付かない。もう一度、少し大きな声で呼びかけてみた。ようやく反応して顔を上げた少女は、しばらく動きを止めたあと。

「……わわわ!?　関かん東とう討とう伐ばつ局きよくの天才プロファイラー様ではないですか!?」

　ガタンと椅子から立ち上がると仁王立ちになって、フロア中に響き渡るような大声でそう言った。四よ津つ森もりの代わりに、イコイが慌てて口を塞ふさぐ。

「ちょ、ちょっと。興奮しすぎですよ水品さんっ！」

「えっ？　あ、うう……またやっちゃった……」

　冷ややかな周囲の視線を集めて水品は、しゅんと下を向いて椅子に座った。

「すぐ興奮するの、悪いクセだっていつも注意されてるのになあ……」

「大丈夫ですよ、少しずつ良くしていけば」

「ほんと？　うう、さすが天才プロファイラー様の秘書様は優しいなあ……」

　俯うつむく少女の前には、読みかけの本が広がっている。その光景に目を落とし、おもむろに射い京きようは口を開く。

「……神かみ代よ村むらのこと、調べてたんだ？」

　訊きくと少女は「はい」と頷うなずき。

「まだ見落としてる情報あるんじゃないかって。あと石せき碑ひの場所、どうにか分かると良いなって。神輿みこしを追うのも良いですけど……ほら、やっぱり不確実な部分あるじゃないですか。今回こそは確実に当てたいんです。失敗出来ないんです」

　次失敗したら、きっと解散させられちゃうし……切羽詰まった様子で少女は続けた。

　そして水品は辺りをキョロキョロ見回して、声をひそめて射京へ告げる。一般的な囁ささやき声より一回り大きなその声は、きっと彼女なりに精一杯のひそひそ声だったに違いない。

「……プロファイリング課の人だったら、調べたら分かると思うんで言っちゃいますけど……ボク、実は《暴あばきの目》の所有者なんです。もし……もし、ですよ？　失敗したら……巫み女こを見た結果がシロだったら、ボク、どんな顔をすればいいんでしょう？　四津森さんに結果伝えるの、すごく、すごく辛いなあって思っちゃって」

　そんな気持ちが高じて、水品はわざわざ討伐図書館を訪れたのだと言う。

　射京は再び、机に広げられた本を見渡した。そのほとんどが《神代村》に関するものだったが、一冊だけ、全く関係のない本が交ざっていることに気付く。

　タイトルは《アリス・イン・クリアワールド》──それはどうやら、かつて公開された同名映画の情報をまとめた資料集らしかった。

　水品がこのような本を手にしていることは、少しばかり意外だった。

「……こっちの本は、どうしたんだい？」

　本を手に取りぱらぱら捲めくって射京が訊くと、水品は「ああ」と浮かない相あい槌づちを打ち。

「この間話してた、幻の雑誌のこと。ボク、気になって自分なりに調べたんです。マルチアイアンの情報から犯人を辿たどれないかななんて思って。で、この映画のこと知りました」

　どうやら水み品しなは、射い京きようたちとは別の方向からマルチアイアンを追い求めて、同じように映画の存在へと行き着いたらしい。話を聞いた相手は、瀬せ尾お以外の、元マルチアイアン記者といった所だろうか。

「……そこで聞いてびっくりしたんですけど、この映画、実在の事件を元にしてるらしくって。それで興味持って、軽い気持ちで調べてみたんです。ほんとはアリスの獄中記を当たりたかったのですが、やっぱり一般には公開されてないんですよね。だから代わりに、ほとんど丸写しだって噂うわさの、映画に出てくる〝アリス日記〟を読んでいたのですが……」

　水品の表情が、ずんと沈む。

「ひどいですよ、これ。小学校の子供が……目を抉えぐられて、殺されて……」

　今にも泣き出しそうな調子で少女は続けた。

「これが本当にあった事だなんて、知りたくなかった。このアリスって人……本当に、何て言ったらいいんだろう。こんな事、言うべきじゃないのかもしれませんが……ボク、とても同じ人間とは思えないです。友達を……なんだか物みたいに、あっさり解体して。読んで後悔しましたよ、もう……」

　そして水品は本のページを少しだけ捲めくり、すぐに顔をしかめて「うへえ」と言った。

「ダメダメ。ダメです。ボク、こういう痛々しい感じのやつ、ほんとにほんとにダメなんですう……文字だけでも、想像してふらふら貧血起こしちゃう」

　手のひらで顔を覆って大げさに苦しむ少女。うんうんと唸うなって、机に突っ伏しもがいている。さすがに心配になって、射京は少女に声をかけた。

「そんなに血が苦手なら、現場は向かないんじゃない？　《暴あばきの目》があるなら、無理に現場に出る必要もないはずだけど」

「……たしかにボク、ほんとはこうやって机に向かってた方が楽なんです。だけど現場に出たいって希望したのは自分の意思だし……」

　そう言って水品は、顔を上げるとはっきり言葉を続けた。

「ボクは四よ津つ森もりさんに憧れて、中部討とう伐ばつ局きよくに来たんですから！」

　よく通る少女の声に、顔を上げた利用者たちは揃そろって水品を睨にらみ付つけた。

　どうやら少し騒ぎ過ぎてしまったらしい。射京は苦笑し、少女へ告げる。

「……ちょっと場所を変えようか。君にいろいろ、聞きたいことがあるんだ」





　　　　　　　　　　＊＊＊






「わわわ！　このミルフィーユとやらは、一体どうやって食べれば良いのでしょう。フォークを入れたら簡単に潰つぶれてしまうのですが！」

「ふふ、そういう時はですね、水み品しなさん。一枚ずつ剝はがして食べると良いですよ」

「おおお！　さすが秘書様は目のつけ所が違いますねえ！　ぺりぺり……」

「ふふ、水品さんの剝がし技もなかなか悪くないですよ」

　テーブルを挟んだ真向かいで、二人の少女がそんなやり取りを繰り広げている。イコイと水品、背せ格かつ好こうの似た二人は、こうして並ぶとまるで双子の姉妹のようで面白い。

　二人分の高級ミルフィーユは想定以上の出費だったが、こんなに喜んでもらえたならお金だって本望だろう。二人はすっかり元気を取り戻し、甘いケーキに夢中になっている。

　イコイが必死に剝がして取っておいたであろうミルフィーユをこっそり口に運びながら、射い京きようは水品へ語りかける。

「……四よ津つ森もりちゃんのこと、俺たちに教えてほしいんだ」

　小ぶりなフォークを咥くわえながら、水品は少しだけ首をかしげ。

「四津森さん？　どうしてです？」

「だってあの人、ミステリアスって言うのかな。会話してても全然どんな人か分からないし、だから、一度水品ちゃんに聞いてみたくてさ」

「たしかに、魔法のお人形さんみたいですよね」

　そう相あい槌づちを打って、水品悠ゆうは楽しそうにコロコロ笑った。

　初夏の陽光を取り入れて、少女の瞳がほんのわずかに青色を帯びた。あれ？　と思って射京はじっと少女の目を見る。今までただの黒色だと思っていた少女の瞳は、よくよく集中して見てみると、かなり不思議な色合いをしていることが分かった。

「……わかりました。ボク、四津森さんのことならいくらでも話せます」

　そして水品はスラスラ滑なめらかに、四津森と共に過ごした日々についての話を始めた。

　二人が初めて出会ったのは三年前、水品が討とう伐ばつ官かん学校二年生だったときの話だ。活躍中の先輩討伐官として特別講義を任された四津森楓かえでに、水品悠は一瞬で心を奪われた。

「恋と言っても過言ではないかもしれません」

　澄んだ目をして水品は、あっさりとそう言い切った。

　颯さつ爽そうと登場した片腕の女性討伐官は、そのハンデを物ともせず第一線で活躍していた。

　そもそも討伐界とは圧倒的に男性の多い世界だ。その中で活躍することは、たとえ両腕があっても簡単なことではないのに、四津森楓は輝いていた。射撃の腕は本物で、賞を取ったこともあるらしい。胸にキラキラしたバッジを着けて、楽しそうに人じん狼ろうと戦う四津森の姿が、水品は大好きだった。

「我慢できずに、弟子にしてくださいって頼みに行ったこともあるんです」

「へえ、そしたら何だって？」

「討伐官にはそんな制度ないわ、落ち着きなさい……って、すごく冷静に突っ込まれちゃいました」

　てへへ、と照れたように水み品しなは笑う。

「だけど四よ津つ森もりさん、言ってくれたんです。弟子はダメだけど、上司だったらなってあげる。いつか私の班に配属されたら、厳しく育ててあげるわ……なんて」

　すでに《暴あばきの目》の才能が見み出いだされていた水品は、卒業と同時に、研修のため渡欧した。研修を終えて帰国した水品が希望した道は、もちろん中部討とう伐ばつ局きよくへの配属だった。

「四津森さんと同じ特別班に入れたときは跳び上がるほど嬉うれしかったなあ……」

　四津森楓かえでの背中を追いかけられることが、水品にとっては大きな幸せなのだ。

（……さて、と……）

　クリームのついたフォークを嬉しそうに舐なめる水品の表情を見み据すえ、射い京きようは思う。

　四津森楓と水品悠ゆうの関係性については、これでおおよそ知ることが出来た。しかし重要なのは、その前──四津森が、討とう伐ばつ官かんになるそれ以前の話なのだ。

「……四津森ちゃんってさ、どこの生まれか知ってる？」

　単刀直入に切り出すと、水品はすぐさま質問に答える。

「四国の方だったはずですよ。山奥の農家で生まれたから、中学生ぐらいまで県外に出たことがなかったとか」

「高校進学でこっちに？」

「いや、高校は出てないはずですよ。かなり貧しい生活をしていたみたいで……」

　そして水品は四津森楓の過去について、知っている限りのことを教えてくれた。

　穏やかな山奥に生まれ育った四津森楓の人生が、大きく変化したのは彼女が十六歳の時だったという。それは全くの不運で、防ぎようのない悪夢だった。

　落雷と、それに伴う大規模な山火事。四津森は十六歳で、父親と家、大切な農地すべてを失ってしまった。残された母親は再び農業をやり直そうと、借金をして必死に働いた。しかし荒れ果てた焼畑を、生きた畑に戻すのは想像以上に大変で──わずか一年で、二人は借金取りから逃げるように故郷をあとにしたと言う。

　辿たどり着ついた見知らぬ町で、母娘はどうにか安アパートを借りて、決して明るくはない新生活を開始した。母は夜の町へ働きに出て、楓は内職をしながら母の帰りを待っていた。当然学校には行けなかったので、楓の世界はどんどん狭く暗いものになっていった。

「その約一年後、だそうです。唯一の頼りだったお母さんが突然姿を眩くらませたのは」

「……姿を？」

　射京が訊きき返かえすと、水品はおそろしく汚らわしい言葉を口にするかのように、顔をしかめてぽつりぽつりと補足した。

「……彼氏が、出来たらしいんです。お母さんは、いとも簡単に四津森さんを捨てて出ていってしまった。ほんとに、ほんとにひどい話だと思います」

　細々とした内職ではアパートの家賃すら払えない。完全に路頭に迷ってしまった四よ津つ森もり楓かえでは、行く当てもなくただ呆ぼう然ぜんと夜の世界に存在していた。

　無防備な少女が人じん狼ろうに狙われるまでに、そう時間はかからなかった。

　その日いつものように野宿をしていた楓は、人狼の襲撃を受けてしまった。左腕を失う重傷を負った楓は「死ぬんだ」と直感し、そして同時に。

「生きたい、と。そう思ったそうです」

　楓は思い切り人狼の鼻頭を殴りつけた。予想外の反撃に面食らった人狼は、逃げるようにその場をあとにしたと言う。

「……ここからが、四津森さんのすごい所なんです！」

　水み品しなの声音が、唐突に熱を帯びはじめる。

「住処すみかも、家族も、片腕までも失って、普通だったら絶望してもおかしくない状況なのに、四津森さんは諦めなかった。人狼の襲撃から生き残った経験を糧かてに、四津森さんは動きはじめた。討とう伐ばつ官かんになろうと決意したんです」

　まさに不屈の精神、と水品は称たたえた。

　しかしその熱気をはらんだ英えい雄ゆう譚たんを、射い京きようは冷静な思いで見下ろしていた。

（……顔を見られた人狼が、武器もない少女の一撃に怯ひるんで逃げた？）

　有り得ない話ではない。ただし、非常に考えにくい。

（……引きこもりの少女が、一発で討伐官試験に合格？）

　十六歳で火事に遭い、十七歳で夜逃げ、十八歳で路頭に迷い──シャノンの情報では、四津森楓が討伐官試験に合格したのも十八歳。受験準備にかけられる時間は、おそらく半年もなかったはずだ。

　受験準備のない一発合格──よほどの天才ならば、有り得ない話ではない。事実、射京自身もその口だ。ただし幼い頃から討伐界に慣れ親しんでいた、稀け有うな天才の一例だ。

（つまり……だ）

　四津森楓の人生は、大きく二つの段階に分けて考えることが出来る。

　第一段階は、不幸に不幸を重ねて、運命に流されるまま悪い方向へと進んでいった前半部分。この段階の四津森楓に、理想を追い求める野心のようなものは感じられない。ただその日を生き伸びることに必死だった、不幸な少女の物語。

　それに対して第二段階。全てを失い路頭に迷った四津森楓は、突然、人が変わったような行動力を発揮する。野心をもって運命へと抗あらがう、不屈の女の英雄譚。

　二つの段階はシームレスに続いているように見えて、実は決定的な溝がある。そしてこの不気味な違和感は、ある「仮説」をもってすれば全て説明することが出来るのだ。

「……少し話を戻そうか」

　調子を変えて射京が切り出すと、水品はきょとんと顔を上げる。

「どうしましたか？」

「壱いち岐きちゃん殺しの犯人についてだ──単刀直入に言うと、俺は映画のモデルになった《アリス》こそが犯人だと睨にらんでる」

　直後に、アリス──「松まつ居い明あき菜な」はすでに死んでいるのだけど、と付け加えると、水み品しなは心底怪け訝げんな表情をして首をかしげた。

「死人が犯人？　一体、何を言っているのですか？」

　その瞳を見み据すえ、射い京きようは息を吸い込んだ。不可解な英えい雄ゆう譚たんを説明づける「仮説」を、水品悠ゆうへと伝えるために。

　ずっしりと大きな質量を持って迫ってくる、前半の物語。

　対してどこか現実味が薄く軽い、後半の物語。

　違和感があって当然なのだ。その二つは恐らく──主人公が異なっている。

「──《松居明菜》は、本物の《四よ津つ森もり楓かえで》から戸籍を奪った」

「……はい？」

「君が《四津森楓》だと思っていた人物は、はじめから《松居明菜》だったんだ」

　話が飲み込めずきょとんとしたままの少女に、射京は言葉を投げかけ続ける。

「時期はおそらく十八歳の空白期間。金に困った四津森楓は、この年、自分の戸籍を売りに出してしまったんだろう」

　天てん涯がい孤こ独どくで、人間関係も非常に希き薄はく。性別が同じで、年も近い。故郷は遠く、幼き日の写真は燃えてしまった──松居明菜は、そんな楓の戸籍に目をつけた。

　戸籍を買い取った松居明菜は、そのまま四津森楓を殺してしまった。

　そして邪魔者となった過去の自分を「人じん狼ろう事件の被害者」として抹まつ殺さつすることで、彼女はまんまと四津森楓に成り代わったのだ。

「……意味が、わかりません。どうして、そんな……だって、あの人は討とう伐ばつ官かんです。正義の味方なんです。アリス、なんて……そんな残ざん虐ぎやくな人が討伐官を目指すワケが──」

「逆だよ。きっと、討伐官になりたいから、戸籍を奪ったんだ。凶悪犯罪に手を染めた人間の経歴には《汚れた潔白証明ダーテイー・パス》が刻まれているからね。彼女は、松居明菜のままじゃ、どう頑張っても討伐官にはなれない……だけど、どうしても討伐官になりたかった」

「討伐官に、なりたい……？　だから、なんで……」

　射京の言葉に、水品は訳が分からないという表情を浮かべて顔を上げた。

　唐突に、調子を変えて射京は切り出す。

「──とにかく私は、あの出来事を通して、ついに世界の真理に辿たどり着つきました」

「え？」

「一つ、興味深い現象を覚えています。一つ目の宝石を取り出し終わって、さあ、あと一つだと、ハルカちゃんに向き直ったときのことです。私は、布切りバサミがすっかり壊れてしまったことに気付きました。別にハサミが壊れていても宝石を取り出すことは出来ますが、少し、大変です。私は疲れていたので、困ったなあと思いました。だけどその時、頭のなかでパアッとあるアイデアが閃ひらめいて、だから私は試してみようと思ったわけです」

「え……ちょ、何──」

「もう一個は自分で取り出してみてよ。そしたら、助けてあげる──私は彼女にそう告げました。そのとき彼女がどんな表情をしていたかは、残念ながら覚えていませんが、とにかく彼女は必死になって、自分の眼球を取り出そうと足あ搔がいていました。両手両足を縛られたまま、尖とがった枝や壊れたハサミで、必死になって眼球を傷つけていました。愉快でした。滑こつ稽けいでした。私は、すさまじい興奮を覚えて、そして世界の真理に辿たどり着つきました。命さえ握れば、他人は簡単に支配できる。そのことに気付いた私は、あの夜、世界で一番幸せな女王様だったに違いありません……なのに、捕まってしまって残念です。せっかく気付いた世界の真理を、生かすことが出来なくて。すごく反省しています。ただ、やり方が悪かったと、毎日悔やむばかりです──」

「やめてくださいッ！　そんな、そんなっ……！」

　涙声で叫んで、水み品しな悠ゆうは震えながら俯うつむいた。そんな少女の姿を見下ろし、射い京きようは肩をすくめて言葉を続ける。

「……だけど君も、ついさっきまで読んでただろ？　あの本……《アリス・イン・クリアワールド》に収録された〝アリスの日記〟38～39ページにかけて書かれていた文章さ」

　先ほどちらりと目にした残ざん虐ぎやくな記録を、一字一句違たがわず暗唱して、射京はもう一度刻み込むように、「命さえ握にぎれば、他人は簡単に支配できる」と呟つぶやき。

「……つまり、俺の仮説はこう。アリスは〝真理〟を、人じん狼ろうに試そうと思ったわけだ。討とう伐ばつ官かんとして人狼の命を握り、正体を見逃す代わりに彼らの獲物から眼球を抉えぐり、貰い受ける──まあ、この場合、人狼にとっても悪い話じゃないからね。賢いやり方だよ。討伐官を味方につければ、安全に人肉が確保できるわけだし……まあ味方と思ってたのは人狼の方だけで、アリスの方は不要になった人狼をあっさり討伐してたんだろうけど」

　映画《アリス・イン・クリアワールド》が公開されてから急増したという、凶悪犯罪──眼球のない死体の一部は、おそらく、本物のアリスに「支配」された人狼によって作られたものだったに違いない。眼球を抉るという異様さを、《アリス・チルドレン》の一言で片付ける風潮が出来ていたのは、彼女にとっては思わぬ幸運だったのだろうか。

　ここ一年の間に、中部地区で発生した《アリス・チルドレン》関連事件は二件。シャノンの情報によると、この二件はどちらも四よ津つ森もり楓かえでが単独で解決している。消えた眼球は、どこからも見つかっていない──全てが、完全に嚙かみあっている。

「今、四津森楓と名乗っているあの女は……生まれながらの狂人だ」

　歪ゆがんだ欲望のためならば、名前も、家族も、片腕さえも簡単に切り捨てる──まともな人間に出来ることではない。

　現在の地位に辿たどり着つくのは、きっと簡単ではなかったはずだ。だけれど彼女は、歪ゆがんだ執念をもってやり遂げた。それは二度と失いたくない、大切な物であるに違いない。

「今、四よ津つ森もり楓かえでが必死になって村の秘密を暴あばこうとしているのは、断じて正義のためなんかじゃない。彼女はこの中部地区の、影の女王様で居続けたいだけなんだ。特別班の解体とプロファイリング課の本格的運用は、せっかく作り上げた城を壊してしまう。女王にとっては、無視できない深刻なダメージってわけだ……ダメージといえば、もう一つ」

　そこで射い京きようは人差し指をぴんと上げ、水み品しな悠ゆうに突きつける。

「《マルチアイアン》も、無視できない脅きよう威いだよね。かつて〝アリス〟が犯した犯罪については、どんなに広まったって痛くも痒かゆくもないだろうけど……マルチアイアンはさすがに困る。だって顔写真が載ってるんだから」

　しかし彼女にとって幸運なことに、マルチアイアンは発売直前に回収・絶版となった。

　唯一存在が確認できる《国立討とう伐ばつ図書館》からの奪取にも成功し、四津森楓は、マルチアイアンを完全にこの世界から消し去ったつもりでいたのだろう。

　だから彼女は安心していた。油断していた。だから整形もせず、討とう伐ばつ官かんとして堂々と顔を見せて活動していたのだ。

「……そんな雑誌が、この世から消えたと思っていた幻の雑誌が──突然、ひょっこり出てきてしまった。彼女にとっては痛すぎる大誤算だっただろうね。しかもよりによって、それが顔見知りの手に渡ってしまった……こうなったらもう、やるべき事は一つ。つまり壱いち岐きちゃんの──」

「やめてくださいッ！　第一、戸籍を奪う、なんて。そんな事、出来るはずがない」

　ついに射京の言葉を遮さえぎって、水品悠は堪たまらず叫んだ。

　そしてひどく傷ついたような顔をして、掠かすれた声でぽつりと呟つぶやく。

「……無理ですよ。現実味がなさすぎる」

「出来ないこともないんだよ、水品ちゃん。他人の戸籍を乗っ取る──背乗りは、戸籍制度が出来た当初から存在する、深刻な問題なんだから」

　背乗りによって人じん狼ろうが《潔白証明イノセント・パス》を不正入手するケースは、残念ながらすでに何例か確認されている。《潔白証明》システムを揺るがしかねない大問題なだけに、日本政府は取り締まりを強化しているが、いまだに全てを摘発することは出来ないでいる。

「だから俺は《神かみ代よ七夕祭り》当日、彼女を罠わなにかけようと思ってる。たとえば、こんな手紙に封をして──」

　テーブル端の紙ナプキンへ、射京は滑なめらかに文字を記し。

「実は壱岐ちゃんから託されてた、なんて言って渡したらどうだろう？」

　そのまま水品へと手渡した。少女は無言で俯うつむいて、記された文字を目で追ってゆく。

『マルチアイアンの一ページ、巫み女この笹ささに吊つるしたわ。ゲームをしましょう、松まつ居い明あき菜なサン。誰が一番に、巫女の笹へと辿たどりつくかしら？』

　こんなの──歯を食いしばり、水み品しなは紙ナプキンを握にぎり潰つぶした。

「四よ津つ森もりさんを試すっていうことですか……!?」

　水品の目には涙が浮かんでいた。怒りゆえに滲にじんだ涙だ。

「別にいいだろ？　俺たちはただ手紙を渡すだけだよ。彼女がアリスに無関係なら、この意味不明な手紙を無視して終わり。万が一彼女が関係者なら──」

「やめて下さい聞きたくありません！　ボクは……ボクは四津森さんのことがっ……」

　少女の声は涙で揺らぎ、ついには完全に止まってしまう。食べかけのミルフィーユの上に、涙がぼたぼた落ちている。そのまましばらく、居心地の悪い沈黙が流れた。

　顔を伏せたまま、水品は突然立ち上がる。

「……失礼します。ボクの仕事は、四津森さんを疑うことじゃない。あの《神かみ代よ村むら》の人じん狼ろうを……本当の犯人を、討とう伐ばつすることが仕事ですので！」

　ゴシゴシ涙を拭ぬぐって、少女は目も合わせずにその場を走り去った。

　混乱するのも無理はない。水品悠ゆうは今頃、四津森を信じ、同時に疑い、少しでも疑ってしまった自分に嫌気が差している頃だろう。

　まっさらな白い湖に、たった一滴混ざった黒の絵の具は、汚れ知らずの湖を僅わずかながら決定的に穢けがしてしまった。水品は今、願い始めていることだろう。真実が知りたい、溶けてしまった黒の絵の具をどうか、再び取り除いて下さいと。

「……水品さんには少し、残ざん酷こくな話だったのかもしれません」

　食べかけのミルフィーユに目を落とし、イコイはそう呟つぶやいた。ひどく心配そうな、不安そうな顔をして。

「わざわざ言う必要があったんでしょうか？　たとえば……この情報を、こっそり警察に流せばきっと──」

「やだな、イコイちゃん。それじゃ意味がないんだよ」

　射い京きようの言葉に、イコイはえっと眉まゆをひそめて首をかしげる。

「どういうこと……ですか？」

　そもそも四津森楓かえで──いや、松居明菜などという犯罪者のことを、射京は初めから脅きよう威いと思ってなどいなかった。薄っぺらい動機に動かされた稚ち拙せつな犯罪者なんて、この世界のどこにでも散らばっている。《アリス》の正体とその入れ替わりトリックを見抜いた今、彼女はすでに射京の興味の対象ではなくなっていた。

「……忘れてない？　今回は、二つの事件が絡み合って進行してるんだって」

　二つの事件。一つは神代村をめぐる人狼問題、もう一つは壱いち岐き殺し。片方だけを解決しても、意味がない。

「神かみ代よ村むらの人じん狼ろう問題の方も、ちゃんと解決しないといけないから」

　四よ津つ森もり逮捕のために妙なタイミングで動いてしまえば、中部討とう伐ばつ局きよくの作戦を妨げてしまう可能性がある。そうすれば、せっかく巫み女こを「暴あばける」貴重な機会を、逃してしまうことに繫つながるのだ。

「こっちの事件の方が、予想外に面白そうでさ」

　明日の夜には祭りがはじまる。死者と生者を繫ぐという、神代村の伝統行事だ。そこではきっと、いくつかの思惑が交錯することだろう──面白い祭りになりそうだ。

「やるなら完全勝利を目指さないと、ね」

　夜空に浮かぶほんの僅わずかに欠けた月を見上げ、吉よし田だ射い京きようは不敵に笑った。





　　　　　　　　　　４






　夢から覚めて日常は、驚くほどあっさりと戻ってきた。

　眼下に広がるコンクリートジャングルこそが自分の庭だ。徹底して無駄を削り、討伐を表現した芸術品──それこそが、東京人狼討伐庁長官補佐の吉田射い織おりなのだから。

　全国各地の討伐状況が、朝から途絶えることなく端末へと届いている。素早く全体に目を通し、射織は的確に処理してゆく。特に目立った問題はない。相変わらず関東討伐局は優秀で、中部討伐局の成果は芳かんばしくなかった。

　活字の中で何体もの人狼が死んでゆく。感情のようなものは、特に何も生まれなかった。無機質に連ねられてゆく、顔も知らない人狼たちの死は、不思議と心を落ち着かせた。

　淡々と仕事をこなし続け、少し早めの昼食となった。

　珍しく、食堂へ降りてみることとした。椅子に座り続けていることが、何となく、辛く感じたのだ。まだ十一時前だというのに、すでに食堂は職員でごった返していた。射織は空いた席へと座り、腕組みをした。

　馬鹿そうな無能どもが、キャピキャピ談笑しながら隣の席へと腰かけた。馬鹿どもの選択は、なぜか一様にパスタサラダだった。この無個性な馬鹿どもは、ひとたびゴキブリがお洒落しやれフードだと吹き込まれたら、きっと喜んでゴキブリを注文するに違いない。

　そのうち馬鹿どもは、キャッキャと笑いながら食事に手をつけはじめた。

「……おい、貴様ら」

　気付けばそう呼びかけていた。ヒッと息を吞のんだ女たちを睨にらみ付つけ、射織は凄すごむ。

「いただきますはどうした」

　女たちはぽかんとして、互いに目を見合わせた。「いただきます？」と一人が言って「いただきます……」「いただき……ます？」と消え入るような挨拶が続く。そのまま彼女らは黙々とパスタサラダを食べきって、逃げるように食堂をあとにした。

　席についてから三十分もの時間が経たち、どうやら注文を取りに来るシステムではないらしいと気付き始めた頃、射い織おりの胸もとで連絡用端末が震えた。

　中部討とう伐ばつ局きよくからの報告書だった。また随分妙な時間に来たものだと眉まゆをひそめ、射織はファイルを解凍する。またつまらない、馬鹿げた報告書だろうと思っていたが。

「…………ッ」

　ドクン、と心臓が跳はねた。添付されていたのは《暴あばきの目》の使用許可願および、人じん狼ろう討伐行動計画書。対象とされる人狼の名に、射織は目を疑った。

　梯かけはしの巫み女こ、と書かれている。

　どうやら中部討伐局は《神かみ代よ村むら》の巫女を、人狼であると疑っている。書類には既に、中部討伐局長の判が押されていた。どうやらこれは文字通りただの「報告」で、こちらに決定権はないらしい。

　射織は素早く、書類全体に目を通す。

　秋あき宮みやアイカの名は、どこにも見当たらない。彼らは誰が《梯の巫女》か、気付いていないようだった。ただし巫女が神輿みこしに乗って移動することは知られている。そこを張られてしまったら、アイカには逃げ場が存在しない。

　──アイカは今夜、討伐される。

　非情な現実が、じわりと胸に染み込んでゆく。かつて討伐した子供たちの断末魔がアイカの笑顔に重なって、わずか数時間後、少女に訪れるであろう悲しき未来のビジョンが、鮮明に形作られ脳内へと流れ込んでくる。

　土つち埃ぼこりと血に塗まみれて悶もだえ苦しむ、アイカの姿が見えた。胸に大きな傷が開いている。撃たれたのか、切られたのか、百日紅さるすべりの小枝に似た繊せん細さいな肋ろつ骨こつがぽきりと折れて、胸きよう腔くう内からハッとするほど綺き麗れいなピンク色の肺が覗のぞいている。

　心臓を外され死にきれず、少女は地獄の苦しみを味わっている。目には涙が浮かんでいるが、声は形になりはしない。まともな呼吸は奪われて、なす術すべもなく死を待っている。少女は何かを訴えようと口を開いて、代わりに大量の鮮血を吐いた。

「…………ッ」

　残ざん酷こくなビジョンを振り払うように、射織は激しく首を振る。

　これが運命なのだ。

　仕方のないことなのだ。

　業績の悪い中部討伐局が、今、見事に人狼を見つけ出した。それはきっと喜ぶべきことだ。順調に行けば村全体──人狼に死体を提供する不気味な村を、壊滅させることが出来る……それだけのことだ。

　自分の手を染めるわけでもない。吉よし田だ射織は、ここ東京人狼討伐庁の整せい頓とんされた机の前で、自らに与えられた責務を果たし続ける。その裏側では、地方討とう伐ばつ官かんの手によって一匹の人じん狼ろう少女が討とう伐ばつされる。それは取るに足らないちっぽけな事で、日々繰り返される業務の、ほんの一部分に過ぎない。私情を挟む余地はないし、動揺している時間もない。

「……私は、東京人狼討伐庁長官補佐の吉よし田だ射い織おりだ」

　自分に言い聞かせるように射織は呟つぶやく。そのまま端末をしまい、立ち上がろうとした。しかし、腰を浮かせたその瞬間。

　──今なら逃がせる

　突然、稲いな妻づまのようなアイデアが射織の頭を直撃した。

　──私なら救える

　射織は愕がく然ぜんとし、食堂の床に立ち尽くす。

　有り得ない案だった。それは間違いなく、重大な組織への裏切り行為であった。

　人狼の殺害を生業なりわいとし、討伐だけに人生をかけてきた男のアイデアとして、それはあまりに短絡的で、馬鹿げていて、無能じみていた。成功しかけている討伐の邪魔をし、ちっぽけな人狼少女の命を救おうだなんて。

　絶対に許される行いではない、有り得ない。

「…………」

　……しかし自分は一体、どうしてしまったのだろう。

　アイデアを思いついた、その瞬間──明確に生まれた、奇妙な感覚。清すが々すがしいほど熱い何かが、ほんのわずかな隙すき間まから堰せきを切ったように流れ出てゆく。

　討伐サイボーグと呼ばれた男の機械仕掛けの心臓が、忘れていた熱い鼓動を開始する。

（……馬鹿なことを考えるな。私は、討伐サイボーグの吉田射織だぞ）

　必死に自分へ言い聞かせ、射織は想おもいを断ち切るように首を振る。

　もう二度と神かみ代よ村むらを訪れない。秋あき宮みやアイカには金輪際関わらない──。

　それはアイカと別れたあの夜に、自らに課した絶対的なルールなのだから。

（ルールは秩序だ、正義だ、絶対だ。破ることなど、あってはならない）

　心の中で、まじないのように繰り返す。自分が、とんでもない事を考えているという実感があった。だから射織は焦っていた。感情が、理性に刃向い暴あばれ出だそうとしているのが分かり、怖かった。どうにか必死に、止めようと足あ搔がいた。

（ルールは絶対、ルールは絶対、ルールは絶対ッ……！）

　吉田射織を吉田射織たらしめるもの。ルール、秩序、正義。私は討伐サイボーグ。討伐のために生きる存在。判断を迷わす心など、邪魔なだけで──。

（ルールは……）

　止まらない。胸の奥から溢あふれ出でる、熱い何かが止まらない。抑えの効かない衝動に、困惑し、狼狽うろたえ、射織は唇を強く嚙かみしめた。

（私は……）

　顔を上げる。磨き抜かれた窓ガラスに、立ち尽くす自分自身の姿が映っている。千切れてしまうほど強く嚙かんだ唇から、一筋の血液が流れて、ぽたりと落ちた。

　──その瞬間、ああ自分の血は赤かったのだと、当たり前のことを思いだした。

（……くだらんルールなど……律りち儀ぎに守っている場合かッ……！）

　吉よし田だ射い織おりは、討とう伐ばつ官かんである前に、一人の人間だったのだ。人間には心がある。感情という名の弱さがある。しかしその弱さは、ときに、何よりも強いパワーを発揮する。

　──秋あき宮みやアイカを守りたい。

　それが素直な想おもいだった。切実な願いだった。

　射織は素早く時計に目を遣やる。七月七日、午前十一時四十分。日が落ちれば、祭りが始まる──時間がない。床を蹴けり、吉田射織は走りだす。あまりに突然動いたものだから、テーブルの水が、ぱしゃんと零こぼれて高級スーツに染みを作った……構うものか。もともと、特に拘こだわりもなかったものだ。

　昼のこんな時間に抜け出して、討伐庁はパニックになるだろうか……そんな事、知ったことではない。討伐庁の統制よりも、遥はるかに重大なことが待っている。

　客観的に考えたら、とても信じられない行動だ。だけれど今日は──。

　射織はまっすぐ前を向く。天てん真しん爛らん漫まんな少女の笑顔が、頭に浮かんだ。

　──今日だけは馬鹿に成り下がろうと、そう決めたのだ。
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　温かな光を灯ともした行燈あんどんが連なり、村を流れる澄んだ小川に幻想的な光を落とす。鮮やかな祭り衣装に身を包んだ村人たちが、笑顔で道を行き交っている。賑にぎやかな祭まつり囃ばや子しの音合わせがどこからか、風にのって聞こえてきた。

　神かみ代よ七夕祭りが始まろうとしている。

　祭りを象徴するように、真っ赤な願いを下げた笹ささたちが静かに風にそよいでいる。今、川に光を落としているのは夕ゆう陽ひだが、間もなく顔を見せるのは満月だ。《暴あばきの目》が効力を発揮する、その日なのだ。

　吉田射織は、駆け足で村を進んでゆく。

　少女は和菓子屋《あさごち堂》の中にいて、祭りの衣装を、身に着けている真っ最中だった。目の覚めるような深しん紅くの袴はかまに、刺し繡しゆうの施された鮮やかな羽織。よく似合っていた。可愛かわいらしい小さな口が、緊張したようにきゅっと結ばれている。

「……アイカ」

　弾む息で呼びかけると少女はハッと顔を上げる。混乱したように瞳が揺れる。

「射織おにいちゃん……？」

「逃げるぞ」

　短く告げて、射い織おりはアイカの腕を摑つかんだ。少女の細腕が抵抗するような動きを見せる。

「中部討とう伐ばつ局きよくが来る」

　引き寄せる力を強くして、射織は続ける。

「今なら間に合う。北のルートから山を下りろ。村を出て、遠くへ逃げろ」

　中部討伐局が提出した、討伐計画書の内容は覚えている。彼らは今、南端にある神輿みこし置き場を見張っているはずだ。夕方にはメンバーを増員し、本格的な計画がスタートする。今、北側のルートで逃げれば十分に間に合うはずだ。

　しかしアイカは動こうとしない。小さな力で、抵抗を続ける。

「アイカ!!」

　射織は声を荒げた。少女がビクッと背筋を強こわ張ばらせる。

「時間がない、今すぐ逃げろ。間に合わなければ殺される」

「……でも、アイカにはお祭りが──」

「ワガママを言っている場合ではないだろう！　早く逃げ──」

「射織おにいちゃんのほうがワガママだよっ!!」

　アイカは叫んだ。叫んで、射織の腕を振りほどいた。

　射織はハッとし、少女を見下ろす。大きな瞳にうっすらと涙が浮かんでいるのが分かった。ぎゅっと唇を嚙かみしめアイカは、射織の顔を見上げ、そして告げた。

「……ごめんなさい。アイカは、行けない。アイカは《梯かけはしの巫み女こ》だから……繫つながなくっちゃいけないから……それはね、射織おにいちゃん。すごくすごく大事なことなんだよ」

　アイカの瞳は真剣で、この上なく澄んでいた。その瞳を前にして、射織は悟る。

　神かみ代よ七夕祭りが、梯の巫女という役割が──少女や村にとって、どれほど大きな意味を持つのかという事を。逃亡を押し付けるのは、村を知らない余よ所そ者もののエゴ以外の何物でもないという事を。

　しかしここまで来て、このまま見捨てるわけにいかないのもまた事実だった。

「……《死者の石せき碑ひ》で笹ささを焼いて、灰を撒まく」

　アイカに教えられた《梯の巫女》の役割を思い出し、射織はゆっくり口を開く。

「それが君の仕事だと言っていたな」

「……うん。絶対に、やらなくっちゃいけないの」

「では──」

　射織は考えを巡らせた。中部討伐局の計画書によると、彼らは《死者の石碑》の場所を知らない。見当もつかないから、神輿を見張るなどという非効率的な作戦に打って出たのだ──それならば……。

「……祭りが無事に終わったら、外へ逃げると約束してほしい」

　射い織おりはアイカの目を見み据すえ、そう言った。中部討とう伐ばつ局きよくの目をかいくぐり、すべての儀式を終了させ……祭りが終わり次第、アイカを逃がす。

　それが祭りとアイカ、大切な二つを同時に守る──唯一の策に違いない。

「君の隣は──まだ空いているか？」

　ぱちっと、少女は丸い目を瞬いた。そして数秒間じっと射織の目を見つめたあと、言葉の意味を理解して、こくんと小さく頷うなずいた。

「……それは良かった」

　ワイシャツの腕をまくって、射織はアイカへと向き直る。

　東京人じん狼ろう討伐庁長官補佐の肩書きを捨て、今夜だけは──。

「私が、君の牽けん牛ぎゆうとなろう」

　吉よし田だ射織は宣言する。

　少女が息を吞のむ気配がした。目をまんまるに見開いて、信じられないという顔をして、間もなくいっぱいの涙を浮かべた。

　悲しみではない、喜びの涙であるとすぐに分かった。

　だから射織はようやく安心することが出来た。この重大な決断は、きっと間違ってなどいないと信じることが出来たからだ。













【二節：星繋つなぐ夜に】
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　このちっぽけな山村の一体どこに、これほどの人が隠れていたのだろう。

　思わずそんな感想を漏らしてしまいそうになる。ナガノⅡ区《神かみ代よ村むら》は、熱気をはらんだ人々でごった返していた。理由は深く考えずともすぐ分かる。

　七月七日、午後六時──《神代七夕祭り》が、ついに始まりを迎えたのだ。

　南やぐらの入り口が、ほんの僅わずかに開いていた。鐘かねつき担当の若者が、一時的に席を外しているようだ。その根元に近付いて、吉よし田だ射い京きようは空を見上げる。南やぐらはどこまでも高く、村全体を見守るようにそびえ立っていた。

「……さては射京さん。のぼってみたいな、なんて思っていますね」

　心を見透かしたようにイコイが言う。射京は少し驚いて、傍らに立つ少女の顔を見下ろした。「なんで分かるの？」

「だって射京さん、高い場所があると上らずにはいられない質たちではないですか。デパートに行ったら真っ先に屋上へ向かってるの、私、知ってるんですよ」

　得意げにイコイはそう言って、大ぶりなリンゴ飴あめをぺろりと舐なめた。村全体でたった三件しか出ていない屋台で買ったものだ。

「さすがイコイちゃん。じゃ、ちょっと行ってくるね」

「え！　勝手に入ったら怒られますよ！」

　慌てた声をあげるイコイを尻目に、射京は梯子はしごをするする上ってゆく。わずか十秒でやぐらの頂上へと降り立った射京は、

「……おーっ」

　感かん嘆たんの声を漏らし、息を吞のんだ。

　美しい神代村の風景が、見渡す限り広がっている。村全体を縫ぬうように流れる小川の上を、橙だいだい色いろの灯ひをともした行燈あんどんがゆらゆら揺れて流れてゆく。村人たちは深しん紅くの祭り衣装に身を包み、それぞれの願いを吊つるした小ぶりの笹ささを、携えながら行き交っている。

　村全体でもっとも存在感を放っているのは、やはり中央広場の《死者の笹》だ。神代村を象徴するこの巨大な笹を、今日は、燃えるような熱気が包んでいる。

　深紅の衣装を翻し、願いをこめて舞い続ける村人たちの集合は、さながらうねるような炎の海だ。時折ぱちんと弾はじけ飛とぶ火の粉のような子供たちは、どこまでも重厚な炎海に、若々しい躍動感を与えている。

　情熱的な祭まつり囃ばや子しと絡み合って深紅の塊かたまりがうねるたび、歓声と拍手がわっと上がる。中央広場で披露されるこの壮大なパフォーマンスは、ほとんどの観光客にとっての最終目的であるが、しかしこれが単なる「表向き」の表現にすぎないことを、射い京きようも、そして中部討とう伐ばつ局きよくの討とう伐ばつ官かんたちも知っていた。

　真に祭りの意味である人じん狼ろうたちの《梯かけはしの儀式》は、まさにこれからひっそりと、ここ神かみ代よ村むらのどこかに存在する《死者の石せき碑ひ》にて執とり行おこなわれるはずなのだ。

　目を細め、はるか彼方かなたへ視線を移す。この場所から最も遠くに見えるのは、北のやぐらの鐘かねだった。西と東には存在しない。南端と、北端だけに存在していた。

「……やっぱり、貴方あなたたちも来ていたの」

　はるか下方で声が聞こえた。やぐらから身を乗り出して、射京は声の主へと視線を移す。凛り々りしい顔つきの女性討伐官は、冷ややかな目で射京を見上げて言葉を続けた。

「ここは私たち中部討伐局の管かん轄かつよ。これ以上、邪魔しないでほしいのだけど」

　四よ津つ森もり楓かえで討伐官のすぐ後ろには、ショートカットの小柄な少女が引っ付いている。水み品しな悠ゆうは射京の存在に気付くと、怒ったようにつんとそっぽを向いた。

　二人の背後には、見慣れない顔の人々が並んでいた。《梯の巫み女こ》を巡る作戦決行日とあって、可能な限りの人員を集めたのだろう。

「俺たちはただの観光客ですよ、お気遣いなく」

　軽く言い放ち、射京はひらひらと手を振った。

　四津森楓は相変わらず冷たい目をしていたが、しかしその中に敵意や警戒心のようなものは感じられない。おそらく水品は、昨日の疑惑をまだ彼女には伝えていないのだろう。

「で、石碑の場所は分かりました？」

「いいえ、でも神輿みこしを追うから心配いらないわ」

　四津森はちらりと腕時計に目を遣やった。《梯の巫女》を乗せた神輿は間もなく、神輿置き場の倉庫を出て、中央広場へと出現するはずだ。

「行かなくていいんですか、その倉庫。逃げられたら大変でしょう？」

「ご心配なく。朝から、交代で見張りを付けているから」

　凛りんとした調子で、これから彼らと合流するのだと四津森は続けた。

　ふうんと興味なさげに相鎚を打って、射京はゆっくりと顔を上げる。頭上には鐘がぶら下がっている。かなり年季の入った、巨大な鐘だ。

　そこに刻まれた文字や図形を目で追いながら、射京は何なに気げない調子で切り出した。

「……あ、そうだ丁度いい。四津森ちゃんに渡しておく物があったんだ」

　面倒くさそうに眉まゆをひそめた四津森楓に向け、射京は一冊の封筒を投げて渡す。

「壱いち岐きちゃんから預かってたんだよ。君に、渡してほしいって」

　壱岐の名を耳にした四津森の表情がわずかに曇くもる。その背後で、渡された「手紙」の意味を知る少女は、不安げに憧れの上司の顔色を窺うかがっていた。

　四津森楓は眉をひそめ、訝いぶかしげに手紙の中身を確認した。次の瞬間──。

「…………ッ」

　声にならない悲鳴が発せられた。そこに記された「松まつ居い明あき菜な」の四文字に、明らかな反応を示したのだ。「……どうしましたか、四よ津つ森もりさん……？」

　誰よりも不安げに、そう声をかけたのは水み品しなだった。

「中に、何か失礼なことでも書かれていましたか？」

「……いえ、何でもないわ。狂人のたわごとよ」

　四津森は手紙を、さっさと胸ポケットへ捻ねじ込こんだ。まるで手紙を隠すような、何かから逃げるような動きを前に、水品の表情がまた一段と曇くもったのがハッキリ分かった。

「……間もなく神輿みこしが動き出す。全員位置につき、作戦に備えるようにッ！」

　四津森楓かえでは背筋を伸ばし、メンバーに向かって宣言した。はいっ！　と威勢のいい返事が空気を震わす。水品悠ゆうの返事の小ささが、何にも増して印象的だった。
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　──忠誠心を試されているのかもしれない。

　午後六時半。神輿の安置された倉庫を見張りながら、水品悠はそんな事を思っていた。

「……どうしたの、水品」

　ぴんと張りつめた四津森楓の華麗な声に、水品はハッと顔を上げる。

「何ボヤッとしているの。気を引き締めなさいと、何度も言っているでしょう」

　ごめんなさいと呟つぶやいて、水品は大きな深呼吸をした。

　忠実な後輩は何があっても先輩を疑ったりなんかしない。それはとてつもなく失礼で、罪深くて、恩知らずな行為だからだ。どんなに不利な状況に置かれようと諦めず、最後まで敬愛する先輩のために行動する。それこそ美しい理想の形であるはずだ。なのに……。

（……どうして、こんなに心が重いんだろう……）

　菓子に果物──神様への供物だろうか。漆うるし塗ぬりの盆ぼんに載せられた品々が、次々と倉庫へ運び込まれてゆく。入口付近でたむろする村人に阻はばまれ、内部の様子までは窺うかがえない。

　ただ一つ、はっきりしている事がある。つい先ほど、赤い封筒をぶら下げた小ぶりな笹ささが、たしかに運び込まれたという事だ。あれこそが儀式で用いられる《巫み女この笹》に間違いない……偽物の壱いち岐きジェシーが「松居明菜」の記事を吊つるしたと、四津森楓に告げたあの笹だ。封筒の姿を確認した瞬間、四津森楓の涼しげな瞳が、ギラリと危険な鋭さを帯びたように見えたのは、光の加減か、それともこちらの気の持ちようか。

　疑心暗鬼がずっしりと、まだ頼りない両肩にのしかかってねっとりと囁ささやく。心の底では、気付いているんだろう……？

（違う、違う、ボクは──）

　邪念を振り払うようにかぶりを振って、水み品しなは倉庫を睨にらみつける。巫み女この笹ささを括くくった神輿みこしが、屈強な男たちに担がれて、熱気とともに外へと運び出されてゆくのが見えた。

　おや、と思った。ずっとここで倉庫を見張っていたはずなのに、巫女らしき人物が中に入った様子などなかったからだ。もしかして《梯かけはしの巫女》は、ずっと倉庫内にいたのだろうか？　それとも、どこかに秘密の通路が？

　どちらにせよ、あの神輿を見失うわけにはいかない。不吉な予感から目を背けるように、少女は必死に祭り神輿を追いかける。あの神輿は、ようやく辿たどり着ついた可能性。四よ津つ森もり楓かえでと共に過ごした、かけがえのない場所を守るための、最後の切り札なんだから──。

　ついに動きが現れたのは、午後七時十分。日の入りの、そのタイミング。太陽が沈み、月とバトンタッチする。夜がはじまる。満月が輝く。暴あばきの目が──効果を現す。

「……みんな──行くわよ」

　四津森楓の合図を機に、十数名の討とう伐ばつ官かんが一斉に神輿を取り囲んだ。神輿を担ぐ男たちは驚いた様子で立ち止まり、賑にぎやかな神輿の熱気が、急激に冷めて消えてゆく。

「中部討伐局よ！　今すぐこの場に、神輿を下ろしなさい！」

　怯おびえた子供が泣き出して、観光客がざわついた。神かみ代よ村むらの大人たちは突然のことに困惑し、一部の若者は「祭りを邪魔するな」と怒った様子で叫んでいる。

　人だかりを強引に搔かき分わけ、四津森楓は誰よりも早く神輿のもとへと辿りついた。村人を睨みつけ、足元の子供まで躊ちゆう躇ちよなく蹴り飛ばし、神輿に手をかけた四津森だったが。

「…………ッ……」

　次の瞬間、血の気を失い青ざめる。神輿の中身が空だったからだ。《梯の巫女》など、どこをどう見ても存在しない。神輿のことは、倉庫を出てからずっと見張っていたはずだった。つまり、初めから誰も乗っていなかったのだ。相手はこちらの動きを嗅かぎつけて、どこかへ隠れたに違いない。震える唇を嚙かみしめて──次の瞬間、顔を上げた四津森は。

「……今すぐ！　全員、手分けして村中を探しなさいッ！」

　必死の形相で、次なる命令を下してゆく。

　誰よりも凛々しくて、格かつ好こいいと思っていたその表情を──。

（四津森、さん……）

　水品悠ゆうはもう、以前のように素直な気持ちでは見られなくなっていた。

　はっきりと、その目で見てしまったのだ。人混みを搔き分け誰よりも早く──括られた赤の封筒を、もぎとり隠した四津森の姿を。
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「……今ごろ、みんな、びっくりしてるかな」

　秋あき宮みやアイカはそう言って、身軽に地面を駆けてゆく。

「どこ行っちゃったんだろって、思ってるかな」

「……ああ、仰天しているだろうな。なにせ、この事を知る人物はごく僅わずかだ」

　駆けてゆくアイカを、吉よし田だ射い織おりは追いかける。前をゆく少女の背に括くくりつけられているのは《生者の笹ささ》。遠い世界への願いを託した小さな笹。少女が足を踏み出すたび、真っ赤な二冊の封筒と、可愛かわいらしいたくさんの鈴がシャンシャン揺れた。

　息を弾ませながらアイカが笑った。本気で走った経験など何年振りだろう。スーツの代わりに袖を通した、深しん紅くの羽織りがじっとりと汗に濡ぬれている。

　──二時間前。

　吉田射織はアイカとともに、村の集会所を訪れた。アイカはそこで、牽牛星アルタイルに射織を選ぶと宣言した。

　そこにいたのは村長と、ほんの数人の村人だった。

　突然現れたよそ者に、村長も村人も、すっかり驚いた様子だった。当然と言えば当然だが少なくとも初めのうち、彼らは吉田射織という存在をかなり訝いぶかしんでいたように思う。

　しかし、それはよそ者を排除したいという感情に由来するものではなく、アイカを心配しての事だった。だから話が進むにつれて村人たちは、吉田射織が自分たちと同じ方向を向いているのだと気付き、すんなりと彼を受け入れた。

「……皆様方に、お伝えすべきことがある」

　射織は切り出し、現在この村が置かれている状況と、アイカに迫っている危機についての話をはじめた。巫み女こが乗る神輿みこしがマークされていること、しかし儀式が行われる祭壇の位置は気付かれていないこと、中部討とう伐ばつ局きよくが神輿に気を取られている隙に儀式を終えてしまえば、アイカを守ることが出来ること──そのことを射織は、必死に訴えかけた。

「……本来なら、部外者である私が口を出すべきことではないだろう……しかし私は、この子を守りたい。どうか私を信じ、付いてきてほしい」

　射織は深く頭を下げた。人前で頭を下げることなど、まったく初めての経験だった。長年、強い抵抗を感じてきた行為だったが、本気で頼みたいことさえあれば、それは意外なほど堂々と、胸を張って実行できるのだと知った。

　神かみ代よ村むらの村人たちは温かかった。優しげな笑顔を浮かべて口々に、射織への協力を表明した。心の底から有り難かった。

　──今。射織が身につけているこの羽織は、その時に渡されたものだ。

　スーツ姿では目立つからと差し出された祭り衣装は、燃えるような赤色だった。村人たちやアイカと揃そろいの、情熱的な赤色だ。

　射織はこの衣装が誇らしかった。たった一晩の、ほんの一瞬の事かもしれないが、神代村の一員として認められたと感じることが出来たからだ。
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「……どうしたの水み品しな、顔色が悪いわ」

　いつもツンと冷たいのに、ふとした拍子に妙に優しい言葉をかけてくる。水品悠ゆうは、そんな四よ津つ森もり楓かえでのさりげない一言が大好きだった。なんでもない言葉の一つ一つを日記に刻んで、鍵付きの引き出しにしまっていることを、この人が知ることは永遠にないだろう。

　口では冷たいことを言っていても、心はあたたかい人だと信じていた。だけれどそれは憧れや希望というバイアスによって歪ゆがめられた、まったくの虚像だったのかもしれない。

《梯かけはしの巫み女こ》の行方を追って、四津森・水品は東の森を捜そう索さくしていた。

　いくら小さな村と言えど、たった一人の、それも顔すら知らない「巫女」を捜し出すなど至難の業だ。四津森楓は焦っているようだった。硬い表情で爪を嚙かみ、木の根が飛び出た地面を踏みしめて、どんどん前へと進んでゆく。

　水品は必死に、その背中を追いかけた。

（四津森さん……）

　ずっと追いかけ続けてきたその背中が、なぜか今日はあまりに遠い。どうにか追い付こうと追いかけて、追いかけて、しかしどんどん引き離されてゆく。

　足が重い。あっと思った次の瞬間、ぬかるみに足を取られて前のめりに突っ伏した。手のひらが擦すりむけて、血がじんわりと滲にじんでいる──痛い。

「何をしてるの、水品」

　すぐに気付いた四津森が、振り返って立ち止まる。

「起き上がりなさい、時間がないのよ」

　ぴりっと冷たい、あの人の声。

　それにどうにか応えようと、血だらけの手のひらを土につき、水品は必死に立ち上がろうとした。しかし力が入らない。俯うつむいたまま、水品はその場にしゃがみ込んだ。

　呆あきれたような息を吐いて、四津森は手を差し出してきた。

　……嬉うれしかった。だから、とても苦しかった。

　いつまでも動こうとしない水品を不審に思ったのだろう。四津森は水品の隣に腰を下ろし、じっと顔を覗のぞき込こんできた。

「四津森さん……」

　震える声が口から漏れる。四津森が、ほんの僅わずかに首をかしげた。

「どうしたの、水品。本当に、今日の貴方あなた、少しおかしい」

「だって……」

　問い詰めるつもりはなかった。責めるつもりもなかった。

「だって……」

　まだ心のどこかで期待していた。どうか、何かの間違いであれと。

「あなたが……」

　深い色の涼しげな瞳と目が合った。満月に照らされ、神秘的な色を放っている。《暴あばきの目》が人じん狼ろうだけでなく人の心まで見通せたなら、どんなに良かったことだろう。

　そして水み品しなは口を開き──。

「……あなたが、好きです」

　飛び出したのは、胸に秘めた想おもいだった。

　それと同時に涙が溢あふれた。大粒の涙が、土に染み込んで溶けてゆく。もう止まれない。

　四よ津つ森もり楓かえでは少しだけ、驚いたような顔をした。ほんのちょっと見開かれた夜色の瞳に、涙でぐしゃぐしゃになった少女の姿が映っている。

「……好きです、好きです、大好きなんです」

「今さら何を言っているの。私だって好きに──」

「そういうんじゃないんですっ！」

　当然のように「好き」と応えた四津森の言葉を、水品は大声で遮さえぎった。

　目の前で、突然泣き叫びはじめた少女の顔を、四津森楓は困ったように覗のぞき込こんで「じゃあ、どういう事かしら？」と首をかしげる。

「教えてくれなきゃ分からないじゃない。私の、何が違うのかしら」

　水品は何度か、深く深く息をして。

　そして少しずつ、想いを言葉に変えてゆく。

「……愛しています、四津森さん。はじめは、ただの憧れだったけど……今は、もう……その……抱きしめてほしいって、思うぐらいに……」

「……そう。じゃあ、抱きしめれば、私の気持ちも伝わるのかしら」

「え──」

　ふわっと、優しい風が頰ほおを撫なでた。四津森楓が水品の身体からだを抱きしめたのだ。

　討とう伐ばつ官かん制服の硬い生地越しに、やわらかな胸が頰に当たる。プラスチックのお人形みたいだと思っていたその人の身体は、想像していたよりもずっと温かく、そして甘くて濃厚な、花蜜みたいな匂いがした。どきんと胸が高鳴った。

「……やめてください。ダメです……もっと、もっと欲しくなる」

　胸の中で泣きじゃくりながら水品は必死にそう言った。懸命に目を背けようとした。

「いいわよ、それを貴方あなたが望むなら」

　しかし彼女はあっさりと、甘い言葉を言ってのける。

　そんな言葉を告げられて、期待せずにはいられない。水品悠ゆうはもう一度、四津森楓を信じることにした。だから水品は、胸にすがって切り出した。

「……ボクは……あなたの、全てが知りたいんです。全部……ぜんぶです」

「いいわよ水み品しな。でも、貴方あなたにはもう、随分話してしまったと思うけど」

　すがる水品を受け入れて、四よ津つ森もりは少し微笑ほほえんだ。この微笑みが偽物だなんて信じたくなかったから、だから──。

「……違うんです。ボクが知りたいのは……」

　ついに水品は、言ってしまった。

「……松まつ居い明あき菜なに、関することで──」

　──瞬間。はっきりと、女の表情が凍りついた。

「……何で」

　戸惑いに揺れるその声は、どこまでも冷たく無機質で。

「何で、その名を知っているの」

「四津森、さん……？」

　……どうして、そんな顔をするんですか？

　冷え切った目を見上げながら、言葉にならないその質問を、水品は心の中で呟つぶやいた。松居明菜──アリスは、ここに居るあなたとは、何の関係もないはずでしょう。そうですよね？　だって、そうでなくちゃ、いけないんだから──。

　乱暴な力が、水品の髪を引っぱった。抵抗も出来ず、そのまま地面に引き倒される。痛みに呻うめく少女の腰に、すかさず女は馬乗りになった──動けない。

「……困るわ。貴方にそれを知られたら……もう、取っておけないじゃない」

　ひどく残念そうにそう言って、女はすっと水品に顔を近づけた。何な故ぜか言葉が、愛いとおしそうな響きをまとっていたから、水品悠ゆうは困惑して、呆ぼう然ぜんと彼女の顔を見つめ返した。

　前触れもなく、女は少女の目を舐なめた。

「…………ッ!!」

　女の体温は、水品より少し、冷たかった。ざらりとした舌の感触が、滑なめらかな眼球の表面を這はってゆく。ぞわりと、全身の皮膚に鳥肌が立った。

「貴方の目、似ているの」

　やはり愛おしそうに、女は言った。

「はじめて殺した、あの子にね。どきっとする程よく似てる。色も形も……そう、味も」

「…………」

「私、ずっと決めていたの。いつか時期が来て、貴方から宝石を取り出すときは……絶対に、あの時と同じシチュエーションを用意してあげるんだって」

　狂った瞳は、うっとりと少女を見下ろしている。水品を、ではなく眼球を──もっと言えばその奥の、水晶体の輝きに想おもいを馳はせて。

「……一緒に、北海道へ行こうって約束してたじゃない」

　大好きだったあの人は、一体どこへ行ってしまったのだろう。

「目的地は、小学校の裏山よ。私はそこで、貴方あなたを殺すつもりだった」

　一体、何の話をしているのだろう。

「だから、ずっと、大切に取っておいたのにね。なのに……残念。私の正体、知られてしまったんでしょう？　もう、先延ばしには出来ないわ。今──この場で」

　ふうと悩ましげに息を吐き、女はじっと空を見上げた。夜色のロングヘアが冷ややかな月の光に輝いている。この人は、一体誰なのだろう──分からない。知らない人だ。

「──今日が満月で良かったわ」

　静かな調子で切り出して、あの日も満月だったから、と女は続ける。

「……私が、はじめて見たのも満月だったから。取り出したばかりの、人間の宝石越しに見た世界──さかさまの世界。私が帰るべき、私の世界クリアワールド」

　ジャケットの裏から、女は錆さびたハサミを取り出した。

「月に住んでるウサギがね、さかさまに映って見えたのよ。まっさかさまに落ちていったの。きっと死んだわ、あのウサギ。ああ、それがね……すごく、すごく、楽しくて。胸がドキドキ弾んだから。もっと、もっと、見たいと願ったから……」

　そして女は、巨大なハサミを、高く高く宙に掲げて。瞳をぎらつかせ、歯を剝むき出だしに、見たこともない邪悪な表情で──女は笑った。












「……だから私は、松まつ居い明あき菜なを捨てて……四よ津つ森もり楓かえでになったのよッ!!」
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　振り上げられた右腕を摑つかむ。

　女が、ハッとした表情で振り返った。

「……おっと、そこまでだ。四津森──いや、松居明菜ちゃん」

　射い京きようの言葉に、女は顔を蒼あおくした。

「なんで──」

「気付かなかった？　君たちの話……ずっと聞いてたんだけどな」

　受信機に繫つながるイヤホンを耳から外し、涼しい顔で射京は言う。女は困惑した目つきのまま固まって、数秒後、まさかと顔を引きつらせて胸ポケットへと視線を落とした。

「そう、察しの通り。君がもぎ取った封筒の中には、盗聴器と発信機が入ってる。マルチアイアンのコピーなんて、はじめから存在しないんだよ。君は偽の手紙に踊らされ、まんまと盗聴器を持たされたってわけだ」

　啞あ然ぜんと固まる女の下で、泥だらけの水み品しなもまた、困惑しきった様子だった。

「……ほんと。趣味悪すぎだよ、松居ちゃん」

　女は激しく射京を睨にらみ、逃れようと身をよじるが意味をなさない。

「……離して。邪魔をしないでッ!!」

　こっちです皆さん、と少女の声が森に響いた。

　ドタバタとせわしない足音がそれに続いた。イコイに先導されて現れた中部討とう伐ばつ局きよくの討とう伐ばつ官かんたちは、裁ちバサミを握にぎりしめ狂ったように絶叫する四津森楓討伐官を前に、愕がく然ぜんとした様子で立ち止まる。一部の討伐官は耳に差し込んだイヤホンを地面に叩たたきつけ、怒りを露あらわに女を睨んだ。

　討伐官に囲まれてもう逃げられないと観念したのか、女は突然、噓うそのように大人しくなった。そのまま腕を摑んで引き離すと、女は抵抗の様子もなく地面へ膝ひざをついて、まるで感情の読めないマネキンのような表情で、じっと水品の顔を見つめ。

「……貴方あなたもグルだったの」

　抑揚のない口調で、そう訊きいた。いまだ地面に倒れたままの水品悠ゆうは、やはり困惑した様子で口を開く。「いえ……ボクは、何も……」

「……でしょうね。貴方はそういう子。その程度なら、私もなんとか分かるのよ」

　淀よどんだ水のような目をして、女は静かにそう言った。

「四津森さん……」

　痛む身体からだをどうにか起こして、少女は震える声をしぼり出す。女の、すぐ目の前まで這はって歩いて、水み品しな悠ゆうは淀よどんだその目を覗のぞき込こんだ。

「……本当に、壱いち岐きさんを殺したんですか？　あなたが……」

「……ええ。呼び出されたのよ、夜中にね。だから仕方なかったのよ。突然だったから驚いたけれど、どうにか上手く処理できたって思ってた……この天才プロファイラー様さえ現れなければ、全部、思い通りに行ったのにね」

　自じ嘲ちよう気味に、女はかすかに微笑ほほえんだ。まるで罪悪感の欠片かけらも見当たらないその発言に、水品は戸惑うように眉まゆをひそめて。

「……何人、ですか？　今まで、どれぐらいの人を……殺してきたのですか？」

「……貴方あなたが想像してるほど、殺してないと思うわよ。契約した人じん狼ろうから、眼球だけをもらう事も多かったから……それにね、正直言うと分からないの。人間から宝石を取り出すのは、私にとって日常で──私の世界クリアワールドを保つために、必要なルーチンワークに過ぎなかったから」

　そして女は、突然うっとりと微笑んで、驚くほど優しい口調で言葉を続けた。

「……特別なのは、たった二人ね」

「……二人？」

「こんな私のことを、好きだって言ってくれた二人だった。一人目は、小学生のときに殺した女の子。そして二人目が楓かえでちゃん──今、私が使ってる、この名前の持ち主ね。一時期、一緒に暮らしていたこともあるの……彼女たちは、特別だったわ」

　そこで女は水品を見み据すえ、

「……貴方はね、三人目になるはずだった」

　穏やかな口調で、そう告げた。

「ねえ水品、教えてほしいの。恋って──どんな気持ちなのかしら」

　女の問いかけに、水品ははっと言葉を詰まらせ、とても答えられないといった様子で俯うつむいて、首を激しく横に振った。女は「……そう」と呟つぶやいて、静かに遠い満月を見上げる。

「……もし、それが──その事を考えるだけで胸が破れてしまいそうなほど高鳴って、それの為ためなら世界を敵に回しても構わない、だってこの気持ちを知るために生まれてきたんだから──そんな風ふうに思える、その不思議な気持ちが恋だとしたら、私は行為に恋してる。彼女たちと重ねてきた……あの行為自体に、狂おしいほど恋しているのよ」

　ねえ、水品──もう一度呼びかけ、女は少女に顔を寄せた。

「……私はね、貴方の宝石が見たかった。他でもない貴方と、その行為がしたかった。私の唾液と絡み合った、貴方の宝石が欲しかった……分かるかしら？」

　……分かりません、震える声で少女は答える。

「私の唾液と絡まった貴方自身の宝石を通して、私はどうしても冷たくなった貴方の姿が見たかった。その瞬間の貴方は、きっと誰よりも綺き麗れいだから……分からない？」

　分かりません、震える声で少女は重ねた。女は軽く息を吐くと、今にも睫まつ毛げ同士が触れてしまいそうなほど少女に顔を近づけて、ほのかな甘みを帯びた声を出す。

「そのまま朝まで添そい遂とげることが出来るなら、これ以上の幸せはないわ。それから貴方あなたは……特別な貴方たち三人は、永遠に私の世界クリアワールドを漂ただよい続ける。ずっと、永遠に一緒。素敵でしょう？……だけど、貴方にはこれも分からないのよね、きっと」

　はい、ごめんなさい──消え入るように、少女は呟つぶやいた。

「……そうよね、分かってる。私は、異邦人なんだって。でも、だから、私は──」

　そして女は唐突に、水み品しな悠ゆうの目を舐なめた。少女はビクッと身体からだを強こわ張ばらせ、怯おびえた様子で女を見上げる。女はうっとりと舌をしまって、最後に少女へこう告げた。

「……残念よ。ただ、ただ残念。ねえ、水品？　もし貴方が、目を抉えぐられることに喜びを感じられる日が来たら──冷たくなって、クリアワールドを泳いでみたいと思えたなら……もう一度、私に会いにきなさいね。私は、いつだって貴方のことを待っているから」




　女の身柄は、名乗り出た三人の討とう伐ばつ官かんによって拘束された。

　水品悠は地面にぺたんと座り、呆ぼう然ぜんと宙を眺めていた。服は泥で汚れているが、幸いケガはないようだ。

　射い京きようは水品のそばへと歩み寄った。すると少女は宙に視線を投げたまま、静かな調子で口を開く。

「……ボクのため、だったんですか？」

　予想外の反応に、射京はわずかに首をかしげ。

「ん？」

「……だって、あなたなら、もっとずっと簡単に……あの人を、追い詰めることが出来たはずです。見せたかったんでしょう？　ボクに……あの人の、あの姿を」

　もう少女が、女のことを「四よ津つ森もりさん」と呼ぶことはなくなっていた。早くも真意に気付いたようだ──射京は軽く笑って、少女へと向き直る。

「ああ……目、さめた？」

　行き場のない想おもいを、深く長い溜ため息いきに乗せた少女は、少し悩んで言葉を返した。

「……はい。なんか、もう……あまりにも、違い過ぎて。こんな事ってあるんですね。あの人が言ってること、一パーセントも理解できなかった……それと同じぐらい、あの人はボクの気持ちが分からなかったんでしょうか」

　少女はぼんやりと夜空を見上げ、今にも泣きそうな顔で、少しだけ笑った。

「正直、まだ整理はつきませんが……もう、無理だってことは……それだけは、はっきり分かりました。プラスチックのお人形さんの中身は……どう頑張ってもボクには観測できない。からっぽと同じだったんです。寂しいけれど……どうしようもないんですよね」

　心なしか吹っ切れた様子の少女を見下ろしながら、射い京きようは深く頷うなずいて。

「……でも、まあ。水み品しなちゃんの目を覚まさせるっていうのは、全体の、三番目ぐらいの理由だけどね」

　調子を変えて切り出すと、少女は意表を突かれたような様子で顔を上げた。

「さんばんめ？」

「うん。だって、普通に追い詰めたって面白くないだろ？　でも、それも二番目の理由かな。一番は──」

　夜空に浮かぶ満月へと視線を移し、射京ははっきり言葉を続けた。

「完全勝利のためだ」

「……え？」

　──今、ここには二つの事件が絡んでいる。

　一つは壱いち岐き殺し、もう一つは神かみ代よ村むらを巡る人じん狼ろう問題。

　どちらか一方を解決しても、意味がない。

「巫み女こがいる祭壇の位置は分かってる……俺にはね」

　射京は呟つぶやき、夜空を見上げる。

　ここ《神代村》には南北二つのやぐらが存在していて、それぞれ異なる鐘かねが吊つり下さげられている。鐘には文字が刻まれていた。北の鐘には鷲わし、そして南の鐘には白鳥が。

　この二つの単語が並んだとき、自然と思い出されるのは夏の大三角形だ。

　鷲わし座ざαの牽牛星アルタイル、白鳥座αの雌鳥尾星デネブ。一つ、足りない星があるのが分かる──琴座αの織女星ベガだ。

　壱岐が残した写真には、琴の絵が刻まれた石せき碑ひが映し出されていた。つまり北の鐘をアルタイル、南の鐘をデネブ、所在不明の《死者の石碑》をベガと仮定するならば、その形作られる角度は、デネブーベガーアルタイル＝82・04度、ベガーアルタイルーデネブ＝40・34度、アルタイルーデネブーベガ＝60・40度。

　神代村の地図に夏の大三角形を投影し、その位置関係から《死者の石碑》すなわち織女星の位置を特定するならば。

　──西の神代記念館だ。

　射京は確信し、水品を見み据すえて口を開く。

「人狼問題の方を解決しないと……君にはまだ、やるべき事が残ってるだろう？」

　少女は無言で頷いた。軽く笑って射京は、もう一度広い夜空を見上げた。ぽっかりと上空に浮かぶ、白い月。周囲を囲う黒からきっぱりと分かれた、完全な円。

　──今夜、《暴あばきの目》はその効力を発揮する。

「さあ、行こう水品ちゃん。この満月が沈む前に」
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　神かみ代よ記念館が、満月の光に照らされている。

　裏の窓から侵入したアイカは、途中で静止するように手を広げた。よくよく見ると、床の一部にうっすら切れ目が入っているのが分かった。隠し扉だ、と射い織おりは気付く。

　アイカはゆっくりと床を持ち上げはじめた。ずれた床の隙すき間まから、ひんやりとした冷気が流れ出す。岩を削って作った階段が、地下に向かって伸びているのが見えた。

「……洞窟につながってるんだ」

　アイカは呟つぶやき、射織の手をぎゅっと握にぎった。

「ここ。閉めたらまっくらだよ？……手。離さないでね、射織おにいちゃん」

　うむと頷うなずくと、アイカはポニーテールを揺らしてにっこり微笑ほほえんだ。

　完全に扉が閉まると、アイカの言う通り周囲は闇に包まれた。一切の光が存在しない、完全な闇だ。アイカに手を引かれながら射織は、靴の先で足元を確かめ慎重に歩みを進めてゆく。対してアイカの歩みは大胆だった。周囲を探る気配もなく、背中の笹ささは相変わらず軽快な音をたてている。

「……見えているのか」

「うん。アイカには、みえるんだ」

　言われてみれば、いつしかアイカの手は柔らかな体毛で覆われているようだった。

　自分には何も見えていないのに、すぐ隣のアイカにははっきりと見えている。それは不思議な感覚だった。射織は試しに、アイカに訊きいた。

「……私は今、どんな顔をしている」

　振り向く気配があった。するとアイカはくすりと笑い。

「なんだか、怖がってるみたい」

　そんな言葉を射織に告げる。意外な言葉に、射織はしばし押し黙り。

「……そうか。私にも、そんな表情が出来るのだな」

　あまり自分では見たくないものだが、と心の中で付け足した。

　長い岩の階段を下りきると、突然、足元の感覚が変わったのが分かった。古びた、平らな木材……スノコのような。水の音もする。ぴちゃんと、雫しずくの滴る音がする。

「すべるよ、危ないよ」

　アイカは言い、少しずつ、スノコの上を進んでゆく。

　そのまま十メートルほど進んだだろうか。少女はぴたりと立ち止まり、手元のマッチに火を点つけた。橙だいだい色いろの仄ほのかな灯あかりが、ゆるやかに周囲を照らしだす。

　そこは小さな祭壇だった。

　古びた木材を組んで作られた簡素な小屋が、洞窟の内部に建てられている。朽ちかけた木はささくれ立ち、結晶化した成分が、白くなって表面にこびりついているのが見える。

　スノコが敷いてあったのは、足元に水が溜たまっているからだと分かった。湖というほど大げさではないが、洞窟内の至る所に存在するくぼみの内部は、透明な水でいっぱいだった。くぼみが連続した部分では、水が、小さな川のような流れを形作っている。神かみ代よ村むらは本当に、水の豊かな村なのだ。

　祭壇の中央には、石せき碑ひが建てられている。

「……神様か」

　射い織おりは呟つぶやいた。するとアイカはしばらく悩んで。

「……ちょっとだけ違うかな」

「？」

「ここに呼ぶのは、死者の魂。アイカたちを生かしてくれた人たちだから」

　言われてみると石碑には、細かな文字でぎっしりと、人の名前のようなものが刻まれていた。古くはあるが、丁寧に手入れされているのがよく分かる。大切にされているのだ。

「生かしてくれた人たち……か」

　それは、つまり、村の人じん狼ろうのために遺体を提供してくれた人間たちという意味になる。人狼の命を救うために、自らの肉体を喜んで差し出すような人種がいることを、かつての吉よし田だ射織はきっと信じることが出来なかっただろう。

「……彼らは皆、かつての神代村の住人なのか」

　刻まれた名を見下ろし呟くと、少女は少しだけ悲しそうな顔をして。

「ううん。ちょっとだけ、外の世界の人もいるんだ。神代の森に迷い込んで、そのまま遭そう難なんしちゃった人たち」

「つまり、まるで一週間前の私のような」

「あのとき射織おにいちゃん、ほんとに危なかったんだよ？　アイカの秘密基地、いてくれたから見つかった。ほんとに、ほんとに良かったなって」

「……そうだな」

　人を殺し、その肉体を喰くらうためならば、どんなに卑ひ劣れつな行為もいとわない──吉田射織は長らく、それこそが人狼という生き物であると信じてきた。それなのに……。

「…………」

　心の中で手を合わせ、射織はもう一度、周囲に視線を走らせた。祭壇の奥に、狭い通路があるのが見える。ゴツゴツした岩肌に囲まれた、天然の通路だ。直接《天てん従じゆう川がわ》に繫つながっているのだとアイカは射織に教えてくれた。

　笹ささ焼きの儀式を終え、無事に通路を抜けることが出来れば、祭りは無事に成功する。それが二人の、村全体の目標なのだ。

「……それじゃ、はじめるね」

　切り替えるようにそう言って、アイカは祭壇の奥へと手を伸ばす。

　釣つり鐘がねをひっくり返したような形をした、金属製の器があった。底に、太い針が取りつけてある。アイカはそこに蠟ろう燭そくを立て、マッチ棒で火を灯ともした。また一段階、周囲が明るく照らしだされる。

「蠟燭の火を目印に、死んだ人が戻ってくるんだ」

　アイカは言って、器を射い織おりに手渡した。

「預かってて、射織おにいちゃん」

「私でいいのか」

「射織おにいちゃんがいいの。射織おにいちゃんじゃなきゃ、ダメなんだ」

　それはどういう意味なのか──射織は問おうと口を開く。

　しかし言葉にならなかった。アイカの目付きが変わったからだ。純白の人じん狼ろうはスッと息を吸い込んで、履物を脱ぎ捨て裸足はだしになった。

　背に括くくりつけた願いの笹ささを、剣のようにアイカは抜いた。

　シャン、と鈴の音が鳴る。澄みわたった鈴の音は、洞窟の岩肌に反響し、不思議な音色を奏ではじめる。

　アイカは跳んだ。着地したのは水の溜たまりだ。透明な水が、飛沫しぶきを上げてあたりに散らばる。その中でアイカはくるりと回った。

　燃えるような深しん紅くの振ふり袖そでを翻し、少女は舞う。情熱的な炎の精だ。感謝の想おもいと願いをのせて、少女は何度も何度も跳はねた。

　目が離せない。幼いつくりの顔の中で、真剣に燃える無む垢くな瞳。きらりと汗が額を伝った。力強い生命の輝きだ。

　──人狼は──。

　そんな少女を前にして、射織の頭に浮かんだものは。

　──かつて「神」と呼ばれていた。

　いつしか討とう伐ばつ官かん学校の教科書で読んだ一文だった。

　人狼は、かつて幸福の神だった。遠い昔、遠いどこかの未開の森で。今となってはとても信じられないが、そこでは人間と人狼が、完全な共存関係を形作っていたという。

　学生時代。吉よし田だ射織は教科書に記されたその歴史を、馬鹿にしきって眺めていた。森の人間たちが人狼と馴なれ合あおうとしたせいで、まだ数の少ないうちに絶滅させなかったそのせいで、今、この世界は脅きよう威いに晒さらされているのにと怒りすら感じていた。

　しかし、よく思い出してみれば──。

（……バランスを崩す原因を作ったのは、我々人間だったはずだ）

　時代の流れにともなう森の開発。住処すみかを追われ、人狼たちは世界中に散らばった。

　文明人たちは生いけ贄にえを、野蛮な文化だと切り捨てた。食料を手に入れる術すべを失った人狼たちは、地獄のような飢えに苦しんだはずだ。ついに困り果てた人じん狼ろうは、人間を殺し、喰くらい、爆発的に増えていった。

　そして幸福の神は、あまりにあっけなく、人喰いの怪物に成り下がってしまった。

「……アイカ……」

　シャン、とステップに合わせて鈴が鳴る。

　──神かみ代よ七夕祭りは〝繫つなぐ〟ためのお祭りだから。

　星空のもとで、アイカが語っていた言葉が頭に浮かぶ。

　ハッとした。どうやら自分は少しだけ勘違いしていたらしい。

　梯かけはしの巫み女こは、隔絶された二者を繫ぐ存在だ。しかし彼女が繫ぐものは、生者と死者に留とどまらない。人間と人狼──決して相あい容いれることのない二者を、繫ぐための存在なのだ。

　少女の瞳はどこまでも真剣でまっすぐだった。

「アイカ……」

　君は賢い女の子だから、きっと気付いていることだろう。

　どんなに願おうと、もう二度と、どう足あ搔がいても昔のようには戻れないということを。

　人狼たちは増えすぎたのだ。人狼と人間の共存は、今となってはもう叶かなうことない夢物語。人狼は人間を殺しすぎたし、そのせいで人間は、人狼を恐れ憎んでいる。

　二者は今、どちらかが絶滅しない限り永遠に終わることのない、静かな戦争に身を投じている。《神代村》が保つ奇跡的なバランスは、広大な外の世界では、決して成立することがない。

　それでも君は願っている。

　決定的に隔絶されてしまった二者を繫ぎたいと、とっくに壊れてしまった世界を、どうにか繫ぎとめたいと。

　少女の舞は、果てることなき平和への祈りだったのだ。

「アイカ」

　舞い続ける少女の姿に、いつしか射い織おりの目頭は熱くなる。

　綺き麗れい事ごとではすまない世界の中で、どうして君はこんなにも強い？

「……君は、すごいな」

　少女の舞がぴたりと止まる。動から静へ、透明な水にひたされた足から、弾んだ熱気が冷めてゆく。

　長い睫まつ毛げに彩られた瞼まぶたを閉じて、少女は笹ささを胸に抱いた。胸に抱いて、何かを祈った。輝く汗が伝い落ち、波を立てて水面に溶けた。

　再び目を開くと少女は、一歩一歩、射織のもとへと歩み寄る。

　両手を前に、少女は願いの笹を差し出した。合わせて射織も蠟ろう燭そくを差し出す。火にくべられた笹は燃えゆき、鐘かねの器に灰を落とした。燃え残った鈴が、シャンと綺麗な音をたてて器に落ちた。

　安心したように息を吐いて、ようやくアイカは顔をあげる。

「よくやった」

　少女を見下ろし、射い織おりは呟つぶやく。どう気持ちを表現すれば良いか分からず、頭を撫なでた。

「偉いぞ」

　やわらかな頰ほおに、愛らしい笑みがふわっと浮かんだ。はにかむような笑顔だった。

「お父さんみたい」

「……私がか？」

「顔は覚えてないんだけどね……雰囲気が。はじめて会ったときから、そう思ってたの」

「だから助けてくれたのか」

「似てなくっても助けたよ？　だけど、いろいろ秘密しゃべっちゃったのは……うん。だからかもしれない」

　遠い目をしてアイカは言った。亡き父のことを思い出しているのだろう。

「……ほんとに射織おにいちゃんでよかった」

「……それは良かった」

「アイカね、ずっと、外の人とお話してみたかったの。だから──」

　──アイカの言葉が不穏に止まる。

　ぴくりと耳をそば立て、眉まゆをひそめ、数秒後アイカは警戒しきった様子で声をあげた。

「──だれか来る」

「…………ッ」

　早すぎる。

　射織はとっさに腕時計へと目を遣やった。おかしい。やはり早すぎる。中部討とう伐ばつ局きよくは、この村に存在する祭壇の位置を知らないはずだ。それなのに──。

　射織はハッと顔を上げる。

（……射い京きようか？）

　思い当たった可能性に、射織の鼓動は速くなる。

　射京が、数日前にこの村を訪れたことは知っている。あいつのことだ。当初の目的はおそらく、人じん狼ろう事件とは何の関係もない個人的なものであったに違いない。

　しかし射京はその過程で、この村の秘密に気付いてしまったのだろう。

　そして無能な中部討伐局から協力を求められた。そして彼はいとも簡単に、それこそゲーム感覚で、祭壇の位置を特定してしまったのだ。

「──急げ！」

　鋭く声をあげ、射織はアイカの腕を摑つかんだ。

　考えている暇はない。相手が射京なら、下手な作戦を練ったところで勝てはしない。

　一刻も早く洞窟を抜け、天てん従じゆう川がわへ辿たどりつき、儀式を終えて村を出よう。それしかない。アイカを救う手段は、それしかないのだ。

　緩ゆるやかな下り坂の表面を、水が流れてひどく滑る。地下通路を通るこの水は、天従川へと繫つながっているのだろうか。

　途中、通路が二手に分かれた。

「…………ッ」

　射い織おりは立ち止まり、二つの通路に素早く目を走らせる。

　向かって右側は、道幅の広い通路だった。下り坂は緩ゆるやかで、表面を水が覆っている。

　向かって左側は、狭い通路。こちらの下り坂は急だった。右側に比べて大量の水が、滝のように下方へ流れている。

「分かるか、アイカ？」

　訊きくとアイカは小さく頷うなずき、どちらも天従川に繫がっているはずだと教えてくれた。

「……だけど、狭い通路は使ったことないんだ。急で危ないからって」

「ならばこちらを進もう。急ぐぞ、アイカ」

　射織はアイカの手を引いて、急ぎ足で右側の通路を進んでゆく。

　──しかしその選択が間違っていたことを、二人は間もなく知ることとなる。

　はじめに異変に気付いたのはアイカだった。懸命に歩みを進めていた少女の足どりが、徐々に緩やかになり、ついには完全に止まってしまう。

「……崩れてる……」

　困惑した様子で呟つぶやいて、アイカは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　言葉の意味はすぐに分かった。二人の行く手を、大小様々な岩の塊かたまりが阻はばんでいたからだ。足元の水は、僅わずかな隙すき間まを通って天従川へと流れていたが、とても人が通れるほどの隙間は存在しない。

（……あの時の地震かッ……）

　唇を嚙かみ、射織は壁を拳で殴りつけた。数日前、崖がけから落ちたときの、あの地震だ。

「今すぐ引き返す！　来い！」

　すぐさま射織は決断し、強く少女の手を引いた。

　躊ちゆう躇ちよしている時間はない。こちらの通路がダメならば、行くべき道はただ一つ。左側の通路、急な下り坂のあの通路へと引き返して、再び前へと進むのだ。

「……射織おにいちゃん……」

　少女が心細げな声をあげ、射織の上着をぎゅっと摑つかんだ。風が吹いたら簡単に消えてしまいそうな、どこまでも小さな声だった。

　左側の通路は、想像よりも遥はるかに傾斜が強かった。流れ込む水の量も、随分と多く感じられる。覗のぞきこめば黒い穴が、底の見えない遥か彼方かなたへ通じている。

　ここを進むというのなら、道を下るというよりも流れ落ちると表現した方が正確か。水に濡ぬれた石灰岩の岩肌は、怖いほどに滑なめらかで、まるで天然のウォータースライダーだ。

　思わず立ち止まった射い織おりの額を、冷たい汗が伝い落ちる。

　一度ここに足を踏み入れてしまったなら、二度と引き返すことは出来ないだろう。

　短くなった蠟ろう燭そくがついには消え、辺りは完全な闇に包まれる。暗闇の果てから聞こえ続ける水音は、悪魔が地獄へと誘う囁ささやきにも似て。

　──本当に、この道で良いのか？

　射織は何度も考えた。無駄にできる時間など、一秒も無いのに。

　──本当に──。

「……射織おにいちゃん」

　勇気を振り絞るように呟つぶやいて、アイカは一歩前に出た。

　そして一言、はっきりと。

「いこう！」

「アイカ……」

　一度は流れた冷や汗がすうっと引いて、迷いの霧が晴れてゆく。

　──何を迷う必要があるのだろう。今、一番苦しんでいるのはこの子だというのに。

「……ああ、行こう」

　答えるとアイカは、ぎゅっと射織の手を握にぎる。言葉の力強さとは裏腹に、少女の小さな手は緊張で震えて冷たくなっていた。

「……大丈夫。きっと……きっと天てん従じゆう川がわにつながってるんだから」

　自分に言い聞かせるように呟いて、えいっと通路へ飛び込んだ。

　水面が砕けて辺りに飛び散る。飛沫しぶきが顔に掛かって、全身がスピードを纏まとってゆく。想像以上に速い。決してアイカを離すまいと、射織は手探りで少女の身体からだを引き寄せた。アイカもまた、決して射織から離れまいと抱きついてきた。

　鐘かねの器がひっくり返って、願いの灰が水に溶けゆく。

　この道が天従川へと繫つながっているのなら、心強い月明かりが、間もなく二人を迎えてくれるに違いない。水に溶けた灰はきっと、天の川に橋を架かけてくれるだろう。

「…………」

　しかしどこまでも続く暗闇に、射織はかすかに眉まゆをひそめた。不穏な予感が胸を覆う。一体この暗闇は、どこまで続くつもりだろう。

　──そのとき。

「…………ッ！」

　アイカが、息を吞のむ音がした。

　同時、少女は地を蹴って前方へ跳ぶ。見えはしない。ただ顔に掛かった水飛沫が教えてくれた。何か悪い出来事が、起きてしまったのだと教えてくれた。

　射い織おりは体勢を整えようとした。しかし身動きを取ろうにも、水流に絡め取られて動けない。ただ流されるだけ、自然の意思の赴くまま、下へ下へと。

　前方数メートル先で、岩の砕ける音がした。

　アイカが岩を蹴った音だ。少女は流れに逆らって、射織の胸へと飛び込んだ。ふわりと優しい抱ほう擁ようが、暴力的なスピードと拮きつ抗こうし。

　そのまま二人は落下した。アイカは射織を抱きとめたまま、背中から岩へ激突する。轟ごう音おんが響いて、岩の崩れる音がして、二人は完全に停止した。もしアイカがいなければ、貧弱な人間の身体からだはきっと耐え切ることなど出来なかっただろう。

「……アイカ」

　射織は礼を言おうとした。しかし同時に、気付いてしまった。

　アイカが小さく震えている。足元にうずくまり、小さくなって震えている。何も見えない。聞こえない。ただ少女の様子がおかしいことだけは、顔を見ずともすぐに分かった。

「……そこに、何が見えている」

　すっかり傾斜の緩ゆるくなった地面に立ち、射織は少女に問いかけた。

　心臓が不吉な鼓動を刻んでいた。少女は何も答えない。そして返事がないことが、この場合何よりの答えだった。

　射織は一歩踏み出して、少し惑って、ゆっくりと手を前にかざす。

　すぐに冷たい岩肌が指に触れた。

　指先で知った残ざん酷こくな現実が、じわりと胸を蝕むしばんでゆく。予感はしていた。しかし受け入れることは容易ではなかった。

　射織はそのまま何度か、岩肌に沿って手を動かした。突きつけられてしまった現実に、必死に抗あらがおうとした。二人の行く手を阻はばむ岩の壁に、きっと僅わずかな隙すき間まがあるはずだと信じようとした。

　しかしそれが無駄な努力であることに、本当は射織自身が誰よりも気付いていた。

　もう前へは進めない。岩に阻まれ、天てん従じゆう川がわに出ることは叶かなわない。

　後戻りも出来ない。戻った先には討とう伐ばつ官かんがいるはずだ。彼らに鉢合わせたら最後、アイカは討伐され、死ぬことになる。

　この場に留とどまることも叶わない。足元に溜たまった水が少しずつ、確実に水位を増してきているからだ。今は足首までの深さしかないが、崩落によって出口を失った地下通路は、近いうちに完全に水没することだろう。

　すんと、鼻をすする音が聞こえてきた。

「アイカ……」

　足元で、あんなに守りたかった女の子が小さくなって震えている。

　掛ける声が見つからず、射い織おりは少女のそばに座った。少し迷って、頰ほおに触れると、生なま温ぬるい水が手を濡ぬらした。

「泣いているのか」

　アイカは答えなかった。代わりに手が、とめどなく溢あふれる水に濡れてゆく。

「……すまない」

　呟つぶやき射織は、目を伏せた。

　痛かった。鎧よろいの剝はがれた心臓に、ささくれ立った鉄針をきつく捻ねじ込こまれるような苦しみだった。鋼鉄の心臓のままでいたならば、決して知るはずのなかった激痛だ。

　人じん狼ろうの少女が泣いている。ただそれだけの事で、心がこんなに痛くなるなんて。

「……私は、とんだ正義のヒーローだな」

「…………」

　──「正義」とは何か。

　いつか君に聞かれたことがあったはずだ。

　あのとき自分はこう答えた。正義は正義だ、深く考えるのは馬鹿のすることだ──と。そんな呆あきれるような暴論を、まるで納得していない君に押し付けようとしたはずだ。

　怖かったのだ。「正義」の意味を考えることを、あのときの自分はきっと、どうしようもなく恐れていた。

　なぜなら「正義」を追究したすえ、万が一答えが出なければ、正義そのものだと信じていた「吉よし田だ射織」という存在は、どうしようもなく不安定で、無意味な存在に成り下がってしまうからだ。

　そしてあのときの自分はぼんやりと、しかし濃厚に、その恐ろしい結論を迎える未来を予感していた。

　──しかし、今の自分ならはっきり分かる。胸を張って宣言できる。正義とは──。

「……目の前の笑顔を、守ることだ」

　単純な。

　たったそれだけの、明快な定義。

　探し求めたその意味に、今、ようやく気付くことが出来たのに──。

「私は……君を泣かせてしまった」

　心の底から情けなかった。

　惨めで、悔しくて、申し訳なくて──。

　射織は湧き上がる無力感を爆発させた。

　獣のような雄お叫たけびをあげ、岩の壁に体当たりをする。びくともしない。射織はもう一度叫んで、激突した。

「正義」の裏側は必ず「悪」であると、盲信したままでいられたら、どんなに楽だったことだろう。「人じん狼ろう」は必ず「悪」であると、割り切れていた頃の自分は幸せだった。

　しかし自分は知ってしまった。

　人間と人狼を巡るこの難解なパズルには、はじめから答えなんて存在しない。

　どんなに悩み考え抜いても決して組み合うことはない。

　そんな馬鹿げた欠陥品を、一体どこの誰が作った？　殴ってやるから今すぐここへ連れてこい。仮にそれが神でも私は戦う。反逆の大罪で落とされた地獄で、吉よし田だ射い織おりは永遠に英雄であれるはずだから。

　度重なる激突に、身体からだは激しく傷ついてゆく。しかし痛みは感じなかった。心臓に刺さった鉄針が、もっと遥はるかに痛かった。

「……やめてぇっ……射織、おにいちゃんっ……！」

　少女は叫び、射織を制止するように、必死に脚へと縋すがり付ついた。

「アイカは……もう、大丈夫だからっ……」

「諦めるものか……！」

　射織は奥歯を嚙かみしめた。絶対に諦めない。決めたのだ。

　どんなに体当たりをしてもびくともしない岩壁を、憎しみを込めて殴りつけ、射織は考えを巡らせる。この壁を崩せないのなら、次に探すべきは、アイカさえ知らない抜け道だ。

　射織は聴覚に神経を集中させた。ざあっという水の音が、通路に反響して不気味な音を奏でている。

　この水は上層──祭壇の設置されたあの空間から、一方通行で流れているはず。射織はさらに神経を集中させた。はじめてアイカと出会った日に、《神かみ代よ村むら》の鐘かねを聞き分ける方法を教えてもらった。だから、音の聞き分けには少しばかり自信があった。

「…………」

　はじめは漠然と形を持たなかった「音」という名の情報が少しずつ、集積して射織に確信を与えてゆく。

　──抜け道は、ある。

　射織は素早く振り返り、暗闇を睨にらむ。視覚で捉えることは出来ないが、そびえ立つのは岩の坂道。途中で水流が、不自然に脇に逸それている。位置としては、この地点から五メートルほど先だろうか。距離としては対して遠くない。問題は、坂の傾斜と水流だ。

　それならば──射織は坂に手をついた。水に濡ぬれた岩肌はひどく滑るが、その中に、どうにか摑つかめそうな出っ張りを発見する。少しずつ、少しずつ、流れに逆らい登ってゆく。

　はじめ滑なめらかに思えた岩肌は、想像以上に脆もろく、表面が割れてささくれ立っていた。細かく鋭い石の棘とげが、容赦なく手のひらを貫いてゆく。射織はわずかに顔をしかめ、しかし片時も止まることなく登り続けた。血が水よりも遥かに滑るものだから、一瞬でも気を抜いたら簡単に滑り落ちてしまいそうだった。

「危ないよ！　やめて、射い織おりおにいちゃんっ……！」

「黙っていろ」

「だって……」

「……待っていろ、アイカ……！」

　声に出して呟つぶやくと、自然と力が湧いてきた。不思議だった。

　アイカのためなら自分は何でも出来るかもしれない、何にでもなれるかもしれないという、奇妙な全能感がそこにはあった。

　水に濡ぬれたシャツは重く、傷だらけの指先から感覚はすでに失われていた。それでも射織は進み続けた。諦めるという選択肢は存在しない。ただアイカの笑顔が見たかった。ただアイカのことを守りたかった。

　この世界は理不尽で溢あふれ返かえっている。狂ったパズルで出来ている。答えなど、考えればキリがない。行き場のない想おもいを飲み込んで、射織は血だらけの手に力を込めた。

　ついに辿たどり着ついたのは、それから間もなくのことだった。

　脇道は存在した。細く、非常に狭い通路ではあるが、確かにそこに存在していた。そして通路から、ひんやりとした風が吹き込んでくることに気が付いて、射織は身体からだを滑り込ませた。

　こちらの通路は緩ゆるやかだった。少しずつ、慎重に前へと進み、そして──。

「…………！」

　思わず、喜びの雄お叫たけびをあげたくなる。

　辿り着いたのは崖がけの中腹。眼下に広がったのは、美しき天てん従じゆう川がわの夜景だった。夢にまで見た外の景色だ。

「アイカ！」

　道を引き返し、射織は叫ぶ。

「抜け道が見つかった！　来い！」

「…………」

　しかし少女の返事はない。

「アイカ！　こっちだ！」

　射織はもう一度、少女の名を呼んだ。しかしやはり返事はない。代わりに聞こえてきたのは、微かすかなすすり泣きの声だった。

「……どうした」

　不穏な予感が影を落とす。胸が疼うずく。なぜ泣いている？　なぜ、返事すらしない？

「アイカ──」

「射織おにいちゃん」

　ようやく発せられた少女の声は、痛々しいほど儚はかなげで。

「……一人で、行って。おねがい」

「何を言っている」

　意味が分からなかった。

　せっかく抜け道が見つかったというのに、外に出て、儀式を成功させられるというのに。

「馬鹿を言うな。君と行かずに何の意味がある」

「だって……」

　少女の言葉が、涙で滲にじむ。

「アイカはもう、ダメみたい……だから……」

　それきり黙ってしまった少女の、すすり泣きだけが鮮明に聞こえて──見捨てられるはずもなく、射い織おりは再び坂道を下りた。登るのにあれほど苦労した坂道は、下るとなると驚くほど短くて。

　もといた場所に戻った射織は、まず真っ先に水位の上昇に驚きよう愕がくした。足首までしか溜たまっていなかった水が、今はもう腰の高さまで来てしまっている。射織の腰は、ちょうどアイカの肩ほどの高さだ。この場に居続けることは、明らかに危険だった。

　それでもアイカはその場を動かなかった──動けないのだ。

　射織がそのことに気付いたのは、無む理り矢や理りにでもアイカを連れていこうと、彼女の身体からだを抱え上げようとした瞬間のことだった。幼い少女の身体が不自然なほど重いことで、射織は全てを理解した。

「なぜ……」

　少女の左足は、完全に崩れた岩の下敷きになっているようだった。

　恐らく一番はじめ、壁に激突したその時にはすでに──。

「なぜ声すら出さなかった……」

　痛かっただろうに。

　きっと、物もの凄すごい痛みだっただろうに。

　少女は答えず、ただすすり泣いている。大泣きでもしたい心情だろうに、必死に堪こらえているようだった。

　痛みに声を上げなかった理由は、言わずとも分かる。心配を掛けたくなかったのだ。この吉よし田だ射織に心配をかけまいと、あわよくばそのまま一人だけでも逃がそうと、そんなことを考えて。

「……馬鹿が……」

　君はきっと、いつもこうだ。自分が我慢すれば大丈夫、そんな風ふうに思っている。

「アイカは大丈夫、痛くないよ。全然！」

　ところが不自然なほど明るい調子で少女は言う。

「だから射織おにいちゃん、先に逃げてて？　アイカね、がんばって追いかけるから」

　追いかける、なんて。

　そんな事が簡単に出来たなら、君は今、こんな場所に留とどまってはいないだろうに。

「……一人で死ぬ気か」

　死という言葉を耳にして、アイカは一瞬、動揺するように息を吞のんだが。

「二人で死ぬより、ずっといいよ」

　まだ六歳の幼い少女は、そんな悟ったような言葉を口にして。

「射い織おりおにいちゃんに、助かってほしい。アイカはもうだめ。だから、射織おにいちゃんだけでも」

「馬鹿を……」

「射織おにいちゃんには、正義のヒーローのままでいてほしいの。ここでアイカといるの見つかったら……おにいちゃん、正義のお仕事に戻れなくなっちゃう。だから──」

「……馬鹿を言うなッ!!」

　怒鳴り付け、射織はアイカを抱きしめた。

　胸の中の少女があまりに小さいので、簡単に壊れてしまいそうなほど小さいので、射織は思わず戸惑ってしまう。ポシェットに入ったパズルのピースが、硬く、冷たく、体に触れた。

「……馬鹿は、嫌いだと言っただろう」

　少女が父から託されたこのパズルは、まるで少女の人生を暗示しているようだった。

　この世に生まれたその瞬間から、幾度なく、理不尽なパズルに晒さらされ生きてきた。誰よりも優しいその心に、どんなに太い何本の針を、捻ねじ込こまれてきたことだろう。

「こんなに噓うそが下手な人じん狼ろうは初めてだ」

　こんなに小さな身体からだで、たくさんの悩みと悲しみを詰め込まれて。

　君が平気であるはずがない。耐えきれるはずがない。

「たまには子供らしくワガママを言え」

「……そんなこと、言ったって……」

　少女の身体が、ゆらゆらと水の中で揺れている。

　水位は今も着実に高さを増している。あと数分もすれば水は、少女の鼻や口を完全に覆ってしまうだろう。

「……うまく、言えないよ……」

　少女の言葉は戸惑いに満ちていた。

　叶かなうことのない願いを口に出したら、形にしたら、惨めになるだけだから──少女の不器用な言葉には、そんな複雑な意味が含まれているようで。

　胸の中で、少女が苦しげに咳せきをした。水を吐き出そうとして、しかし口を開けた瞬間に大量の水が流れ込んでくる。溺れかけていた。苦しいだろうに、やはり少女が弱音を吐くことはなかった。心配かけまいと、必死に我慢し続けていた。

「……全部、全部……」

　途切れ途切れに言葉を放ち、少女が、寂しげに微笑ほほえむ気配がする。

「……失敗しちゃった、から……」

　少女の言葉が不自然に揺らいで、そして止まった。

「アイカ……？」

「…………」

　ごぼっと、空気の塊かたまりを吐く音が、暗闇の洞窟に響き渡る。

　ついに水は、少女の全身を完全に覆い尽くしてしまったのだ。

「アイカッ……！」

　射い織おりは少女の身体からだを引っ張った。両脇の隙すき間まに手を入れて、どうにか水の外に抱き上げようと。しかし、やはりびくともしない。その間にも、水位は高さを増してゆく。少女の身体が、どんどん、どんどん、沈んでゆく。

　巨大な岩の塊は、少女の左足を飲み込み決して離すことはない。射織は何度も岩を殴った。アイカを離せと、憎しみを込めて蹴りつけた。しかしどんなに力を込めようと、水が身体にまとわりついて、ろくな力が出なかった。

「…………ッ」

　どうしようもない無力感に襲われて、射織は奥歯を嚙かみしめた。

　息の出来ない状況下で、人じん狼ろうはどれだけの時間耐えることが出来るのだろう。小さな命の灯ともしびは、あと何分で消えてしまうのか。

　──またグラリと地面が揺れた。

　それほど大きな揺れではなかったから、洞窟が割れたり崩れたり、そういった現象が起きることはなかった。しかし何より恐ろしかったのは、ざあっという水音の迫力が、瞬間的に増したことだった。

　今の揺れで、どこかの水路と通じてしまったのかもしれない。暴力的に注ぎ込む水の塊は、あっという間に射織の身体を浮かせ、アイカとの繫つながりを引き裂いた。

　少女を離すまいととっさに伸ばした右手から、むなしい雫しずくが零こぼれ落おちる。

「……ふざけるなよ」

　一寸先も見えない暗がりの中で、巨大な水塊にひとり浮かんで、吉よし田だ射織は運命に暴言を吐き捨てた。

「許さないぞ……私に無断で、死ぬことはッ……」

　暗黒の水面を睨にらみつけ、射織は肺一杯に空気を取り込んだ。

　浮力に抗あらがい、吉田射織は水底を目指す。下へ、下へと。

　鉛のように身体が重い。行くべき方向など分かりはしない。ただ闇雲に、射織は探す。前後左右、四方八方、上も下も、どんなに手を伸ばしても、何にも触れない。孤独な空間にぽっかりと浮かんでいる。焦燥と絶望の入り交じった不吉な予感が、ねっとりと全身に絡みついて射い織おりを苛さいなむ。

　体力の消耗は想像を絶した。ただ腕で、ほんの少し水を搔かきたいだけなのに、それが驚くほどの重労働だった。姿の見えない悪魔にでも憑とりつかれている感覚だ。泥人形に変えられてしまった役立たずの四肢が、自分の意志とは無関係にだらりと垂れる。痺しびれた頭に死がよぎった。

（……死んで、堪たまるかッ……！）

　それでも動き続けることが出来たのは、この孤独な空間の最奥に、秋あき宮みやアイカがいると知っていたからだ。諦めるという選択肢は、見渡す限りどこにも存在しなかった。

　それでも肉体は正直で、だんだん、意識が朦もう朧ろうとしてくる。このまま沈むのは危ないと、本能が激しい警けい鐘しようを鳴らす。人間は弱い。酸素がなくては一時間も生きられない。射織は一度、下降を諦め浮上に転じる。

「……くっ……は……」

　水面から顔を出し、射織は何度も深呼吸した。酸素不足で痺れた頭が、徐々に冴さえて晴れてゆく──まだ戦える。

　絡みつく不吉な予感を振り払うように、射織は上着を脱ぎ捨てた。

　ずっしりと水を含んだスーツが、底へ底へと沈んでゆく。誇り高き討とう伐ばつ官かんバッジが胸に輝く、海外製の高級品だ。東京人じん狼ろう討伐庁長官補佐の吉よし田だ射織にとって、そのバッジは掛け替えのないアイデンティティであるはずだったが、今、ここに生きる自分にとっては邪魔以外の何物でもない。

　奇妙なほど軽くなった身体からだと心を携えて、射織は水の世界に舞い戻る。

　皮膚は指先まで冷え切っていたが、その内部を流れる血液は不思議なほど熱かった。討伐サイボーグと揶や揄ゆされる機械仕掛けの心臓に、これほど熱い情熱を思い出させてくれた、君にただ、もう一度会いたいと願い続けた。

（……どこにいるんだ、アイカ……！）

　叫ぶ心で呼びかけて、射織は暗闇を進んでゆく。

　闇雲に伸ばした指先に、願い続けた感覚が触れたのは、それから間もなくのことだった。──やわらかな、少女の肌だった。

（アイカ……！）

　助けを求めるように掲げられた、その手を射織は力の限り握にぎりしめる。もう二度と離すものか、と。すると手は、弱々しい力で反応を示した──まだこの子は生きている。

（来たぞ、私は……）

　やわらかな手を、腕を伝って、射織はさらに少女に近づく。そして小さな唇を探り当て、思い切り、ふうと息を吹き込んだ。貴重な空気の大部分は泡になって逃げてしまったから、射い織おりはもう一度、空気を得るため水面に戻る。取り込んだ酸素を、今度こそ存分に少女へ届けようと、射織は少女に唇を押し当てる。

（死ぬな……死ぬな、死ぬな、死ぬなッ……！）

　そんなことを何度も続けた。

　息継つぎのたびに水は肺に垂れこんで、とうの昔に限界を迎えた肉体は動かすたびに悲鳴を上げる。それでも射織は止まらなかった。整髪料で固めた髪形は溶けて崩れて、討とう伐ばつサイボーグ吉よし田だ射織の面影は綺き麗れいさっぱり搔かき消きえて、ただそこに在あるちっぽけな命を守ろうと、恐ろしく非合理的な方法で抗あらがい続けた。

　その甲か斐いあって少女は少しずつ、力を取り戻しつつあるようだった。初めのうちほとんど動かなかった指が、私は大丈夫だよと言うように握にぎり返してくる──しかし。

　一体、何度目の息継ぎの時だろう。不吉な音が、耳に届いた。

「…………ッ」

　洞窟に響く、せわしない足音──討とう伐ばつ官かんの気配が、近づいてくる。

　悪夢へのカウントダウンのはじまりだ。

　人じん狼ろうに手を貸したと知られれば、こちらも無事ではいられない。良くて討伐官免許剝はく奪だつ、最悪の場合は今、この場で撃ち殺されても文句は言えない。

　……しかし、それでも。

（……関係あるか、そんな事ッ……！）

　やはり射織は止まらなかった。これまで何度も繰り返してきたように、深く息を吸い込んで、少女のもとへと酸素を届ける。

　アイカも彼らの足音を聞いたのだろう。射織が肩に触れた瞬間、慌てたように両手を振った。逃げて逃げて今ならまだ！──ゴボゴボと貴重な酸素を吐き出して、そんな事を告げようと必死になっている。

（……馬鹿なことをするんじゃない）

　遮さえぎるように、射織は空気を吹き込んだ。

　少女の体内に、命の源が染み込んでゆく。

　次なる空気を得るために、射織は再び上昇をはじめる──その時だった。シャツの裾すそが、きゅっと引かれる感覚があった。アイカの手だ。弱々しい力で、まるで救いを求めるかのように、射織のことを引き止めた。

（アイカ……？）

　射織は不思議に思い、少女の方を振り返った。

　表情など見えはしない。声も聞こえない。ただ射織には、なぜか少女の行動の意味が、手に取るようにはっきりと分かった。頭の中で少女の想おもいが、少女の声で再生される。

　──お願い、射い織おりおにいちゃん。

　アイカね、もう助からないって知ってるの。こうやって空気をもらっても、あの人たちに追いつかれたら、殺されちゃう。アイカに残された時間は、あとちょっと。

　だからお願い。最期にいっこだけ、ワガママ言わせてほしい。ワガママ言ってもいいのかな？　アイカ、ふつうの子どもみたいにワガママ言ってみたいんだ。

　ここは寒くて暗くて苦しくて、すごく怖い。

　だけど射織お兄ちゃんがいれば、怖くないんだ。不思議だね。痛いのも、苦しいのも、ずっとずっと楽になる。だから、お願い──。

　──行かないで。アイカを、ひとりにしないで。

　遠慮がちな少女の行動には、きっと、そんな意味が込められていたから。

（……ああ、上等だ）

　だから射織は上昇をやめ、アイカの手を握にぎり返した。

　やっと少女が表出できた小さな願いに、全身全霊をかけて応えようと決めたから。頼りなく震える指先を、力いっぱい握りしめた。

　──この瞬間、二人は間違いなく〝繫つながって〟いた。

　生まれに、育ち、性別、種族──何もかも正反対の二人は、目に見えない奇妙な絆きずなで、強固に繫がることが出来ていた。少女は何もかも「失敗した」と言っていたが──。

（とんでもない……君は、素晴らしい《梯かけはしの巫み女こ》だ）

　そんな思いを指先に込め、射織は少女に寄り添そい続ける。

　この広い世界において、個人同士の繫がりはあまりにちっぽけで、大きな時代の流れを前に、とても太刀打ちすることは出来ない。

　しかし今、ここに生まれた繫がりは、決して無意味ではない──そう射織は信じた。信じたいと願わずにはいられなかった。

　酸素を失った全身が、少しずつ、確実に、終しゆう焉えんへと向かってゆく。

　意識は痺しびれ、どこからか発生した白いモヤが、理性を、感覚を、論理的思考を覆ってゆく。肉体の方はもうとっくの昔に限界を突破していて、今の今まで動けていたのが不思議なほど、重く、だるく、硬かった。

　もしかしたら自分はすでに死んでいて、それが意志の力で間違って動いてしまったのではないかなんて、そんな奇妙な錯覚すら起こしてしまう。

　バタバタという足音が、すぐ近くまで迫っている。もう間もなく、全てが終わる。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、射織は少女を抱きしめた。少女もぎゅっと、射織の胸にすがり付いた。冷たい水に晒さらされながら、しかし少女の身体からだはほんわかと温かい。ほとんど死体のようになりながら何とも不思議な話だが、吉よし田だ射織はこれほど命に対して生々しい手触りを感じたことはない。

（……私は、君の笑顔を守れただろうか？）

　心の中で問いかけた。

　すると少女が胸の中で──もしかしたらこれは都合のいい錯覚かもしれないが、ふんわりと、優しく微笑ほほえむような気配があった。

（……それなら私は、幸せ者だ……）

　どうか君に伝われと、射い織おりは強く、強く想おもった。

　──まばゆい光が、二人の姿を照らし出す。

　見つけたぞ！　と、誰かが叫ぶ声がした。
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「──見つけたぞ！」

　討とう伐ばつ官かんの怒鳴り声が、地下通路にこだました。

　地下空間の中央に、石せき碑ひがどんと据えられている。

　石碑の前には一人の少女。《梯かけはしの巫み女こ》と思おぼしき少女。中部討伐局討伐官が五人がかりでその少女を取り押さえ、強引に月明かりの元へと引きずり出した。

　深しん紅くの祭り衣装を着た、幼い少女。

　頭のてっぺんで、髪をちょこんと二つに結わえた少女だ。

　水み品しな悠ゆうは、捕らえられた少女の顔に手を添そえて、じっとその目を覗のぞき込こんだ。

　睨にらむ、刺すと表現した方が適切かもしれない。《暴あばきの目》で人じん狼ろうを見抜くためには、想像を絶する集中力が必要とされるのだ。

　しかし目を使いはじめて二分ほどで、水品はおやと首をかしげた。

　そこからは更に集中して、それこそ倒れてしまうのではと心配になるほど、全身に力を込めて少女の瞳を凝視して……ついに諦めがついたのだろう。額に汗を滲にじませた少女は、ぽつりと独り言のように。

「……ちがう」

　えっ？　と、少女を抑える討伐官が、こぞって水品の顔を見つめ返した。

　水品は少女を見つめたまま、またぽつりと言葉を重ねる。

「……この子は、人間だ」

　がらんどうの教室に響くチャイムのような、空虚な響きの断言だった。

　人間であると証明されたなら、これ以上手荒な真ま似ねは許されない。その相手が、年とし端はもいかない少女であるなら尚なお更さらだ。

　中部討伐局の討伐官たちは、バツが悪そうに少女の身体からだから手を離した。少女はわざとらしく「もう！」とほっぺたを膨らませ、たたっとその場を走り去った。

　その途中、少女はこっそり振り返り、射い京きように向かってウインクをした。不器用に両目をぱちんと瞑つぶった、下手くそなウインクだった。射京も少女に、ウインクを返した。
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　──一瞬、何が起きたのか分からなかった。

「──見つけたぞ！」

　叫び声とともに飛び込んできたのは、神かみ代よ村むらの村人たち。人じん狼ろう姿の青年たちだ。

　通路の奥から弾丸のように現れて、男たちは壁に向けて続けざまに体当たりをする。軽く十人以上……かなりの人数だ。今までびくともしなかった岩壁は人狼たちの攻撃を前にあっけなく崩れ、あれほどの脅きよう威いだった水塊は瞬く間に崩壊して引いていった。

　流れに飲み込まれてしまわないようにと、人狼たちは射い織おりを抱えて飛び跳はねた。

　意識はまだ朦もう朧ろうとしていたが、それでも射織はやはりアイカを守ろうと無意識のうちに抱きかかえ続けていた。

　暗黒の世界に一筋の光──崩壊した岩肌から、穏やかな月の光が差し込んでいる。その幻想的な光景を見下ろして、吉よし田だ射織はただ、呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

（助かった……のか？）

　にわかには信じられなかった。けほけほと苦しそうに咳せきをするアイカの背中に手を遣やって、まだじんわりと痺しびれた頭で、一体何が起きたのかを考えようとした。

「すまない！　道が、崩れていて……こんなに遅くなってしまった」

　村人の一人が息を弾ませそう言った。深しん紅くの祭り衣装を身につけた、人狼の男だ。

「怪け我がはないか？　そんなに濡ぬれて……可哀かわい想そうに、寒いだろう」

　そこで一人の青年が、人狼の背中からひょっこりと顔を出す。どこかで見たことがある顔のような気がして、しばらく考え、はじめて神代村に来た際にやぐらで鐘かねを鳴らしていた青年だと気が付いた。

　青年は人狼に背負われていた。おそらく彼は人間なのだ。人間だから、自力でこの崩れた洞窟奥まで来ることは出来なかったのだろう。

「アイカちゃんを見捨てないでくれてありがとう」

「その子は村の宝だからな」

　神代村の村人たちは、皆一丸となって祭りの成功を祈り、アイカの無事を願っている。

　人狼も人間も関係なく、手を取り合って。それがとても、美しい光景に思えた。それと同時に、かつての自分がこの光景を目にしたら問答無用で全員撃ち殺していただろう──そんな確信が頭をよぎって、ゾッとする。

　人狼に、人狼なりの事情があることを初めて知った。人狼に、人と何ら変わらない心があることを知った。世界は何も変わっていないのに、世界の色が変わって見えた。

　痺しびれていた頭が、少しずつ鮮明さを取り戻す。そこでようやくハッとした。中部討とう伐ばつ局きよくはどうした？　梯かけはしの巫み女こを殺さんと、この場所に──。

「心配はいらんよ、射い織おりくん」

　まるで心を見透かしたように、そんな言葉を発したのは村長だった。

「彼らはここへは来ない。そろそろ、南のやぐらに到着した頃合いだろう」

「南……？」

　南やぐらは、ここ西の地下通路からはかなり距離があるはずだ。一体なぜ、そんな場所へ……？　意味が分からず呆ぼう然ぜんとしていると、鐘かねの青年が拗すねたような声を出し。

「村長も人が悪いよ。全部知ってたなら、教えてくれたって良かったのにさ」

「？？？」

「聞いてよ、射織さん。村長ったら、アミちゃんと結託して中部討伐局を騙だまそうって算段だったらしいんだ」

　アミちゃんとは一体誰だと思ったが、どうやら村長の孫娘の名前らしい。

「味方まで騙さなくても良いのにさ。俺たちがどんなに心配したか……」

「こらこら、人聞きが悪いではないか。お前たち、演技が下手そうじゃからな……はじめからお前たちを引き込んだら、騙せるものも騙せなくなるわい」

「わあ、ひどいや村長さん」

「拗ねるな拗ねるな。それに、わしだって脅されていたんじゃよ。あの青年に──言うとおりにせねば村の秘密を暴あばくと強迫されていてな」

　物騒な内容とは裏腹に、心底楽しそうな調子で村長は言った。

　彼らの話を要約すると、つまりは射織が牽けん牛ぎゆう役を決意する遥はるか前に、中部討伐局の内情を知り尽くした「謎の青年」が、村長のもとを訪れていたのだと言う。

　どうやら自力で村の秘密に気付いたらしい青年は「中部討伐局に秘密を暴かれたくなければ、言う通りにしてほしい」と村長に持ちかけた。持ちかけられたのは、顔の知られていない《梯の巫女》の替え玉作戦だ。自身も討とう伐ばつ官かんだという青年の申し入れを、受け入れる以外の選択肢はなかったと言う。

「……本当は、もっと早い段階で突入する予定だったのじゃが。洞窟の地形が変わっていると知ったときは肝が冷えたぞ。全く、二人とも無事で良かった……結果オーライということで、許してくれると助かるわい」

「…………」

　驚くべきことに青年は、今夜、吉よし田だ射織が神かみ代よ村むらを訪れることすら予期していたと。

　中部討伐局という脅きよう威いから、人知れず、鮮やかに神代村を救い出した──「謎の青年」の正体は、言われずともすぐに分かった。

（……全く、敵かなわんな）

　強こわ張ばっていた全身からふっと力が抜け、吉よし田だ射い織おりは天を仰ぎ見る。

　どこまでが計算されていたのだろう。あの天才の思考回路は、子どもの頃から本当によく分からない。どうやら一つ、借りを作ってしまったようだ。

「……行くぞ、アイカ」

　ぽかんとした表情で固まる少女の手を握にぎり、射織は告げる。

「祭りの、クライマックスと行こうではないか」
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　天てん従じゆう川がわの流れは穏やかに、せせらぎは耳に心地よい。

　鐘かねの器に残った願いの灰を、二人はともに川へと流す。細かな灰は水面を広がり、散りばめられた星ほし屑くずの川に、ひとときの架かけ橋はしを形作った。

　射織を見上げてアイカが笑った。心の奥から滲にじんだ素直な笑みだ。

　ビー玉に似たまるい瞳に、夜空の色が映っている。天の川を渡って出会えた、織女星ベガと牽牛星アルタイルの、どこまでも前向きな輝きが心強い。

　射織はアイカを見下ろし、笑おうとした。笑顔というのは難しい。意識してしまうと、とても上手くは笑えない。しかしアイカの瞳に映った自分は、見たこともない柔らかい表情をしていて、どうやら自分はすでに笑えていたらしいと気が付いた。

「さあさ、お疲れさま。《みる餅もち》をお食べよ」

　底抜けに明るい声がして、あさごち堂のおばあさんが、盆ぼんいっぱいの餅を配りだした。血のように赤い、綺き麗れいな餅だ。

　おぼろげな灯あかりの中で《みる餅》は、まるで新鮮な肉のように見えて、射織は一瞬ギョッとする。すると背後で村長が、心を読んだようにくくっと笑った。

「……昔は本当に肉を使っていたらしいがね。もう何十年も前から、果実を使用しているよ。まあ……妙な都市伝説だけは、しつこく残ってしまったようなのだがね」

　村長はみる餅を口に運び、ゆっくりと、昔話を開始した。

「……もう何年前になるか。一人の新人記者がね、祭りの取材にやってきた。我々は歓迎し……彼に、色々なことを話したよ」

　死者と生者を繫つないで命に感謝する《神かみ代よ七夕祭り》で、血のように赤い《みる餅》は、命の象徴として存在している。

「祭りに参加して、彼もこの場所で餅を食べてね。その味にえらく感動していたものだ……この際だから言ってしまうがね。その記者も、実は人じん狼ろうだったのだよ。冷たい都会で肩身の狭い想おもいをして生きてきた……そんな彼にとって、ここ神代村の存在は、まさしく奇跡だったに違いない」

　だから彼は、記事を書いた。

　もちろん村の秘密をそのまま書く事は許されないから、それとなく、分かる人には分かるように。どうか世界のどこかで、一人ぼっちで苦しんでいる誰かに伝われと。世界にはまだ、こんな素敵な場所が残されているんだよ……と。

　たくさんの願いと愛を込めて、ようやく完成したその記事は、記者にとってはかけがえのない宝だったに違いない。

　しかし結局、彼の想おもいが世界に届くことはなかったのだ。

「……刺激が少ないという理由でな。内容が、勝手に変えられてしまったそうだ……実際に、持ってきてもらった記事を読んだが、まあ……彼自身が書いたものとは、大幅に変わってしまっていたよ」

　彼は怒り、必死に抵抗したが、強制的に上司に変更されたというその文章を、どうしても訂正することが出来なかった。申し訳ないと彼は泣いた。

　その後まもなく男は記者を辞め、ここ神かみ代よ村むらに移住した。

　新生活を始めた男は、村の娘と恋に落ち、そして彼女と結ばれた。

　長年《神代村》の婚姻関係は、長らく村出身の者同士でひっそりと続いてきた。当時の神代村にとっては常識とされていた、その前提を覆した──男の名は、秋あき宮みや一イツ成セイ。

「……それがアイカ、君の父だ」

　アイカはぽかんとした表情で、村長の顔を見上げている。優しい目をして村長は、アイカの頭をそっと撫なでた。

「だからわしは、君を《梯かけはしの巫み女こ》に選んだんだ」

「村長さん……」

　森を横切る《天てん従じゆう川がわ》は、神代村と、外の世界を隔てている。灰の橋で繫つながった川に目を遣やって、アイカは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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　宴は夜通し行われた。

　祭りの熱は冷めることなく、村人たちは踊り続けた。

　食べて飲んで満足し、川原で寝ている者たちまで。無防備だな、と射い織おりは思った。しかしこの光景こそが《神代村》の平和を象徴しているのだと、そんなことも同時に感じた。

　アイカはずっと笑っていた。

　酒飲みの大人たちに囲まれて楽しそうにラムネを飲んでいる。いつもこんな時間まで起きているのかと尋ねると、今日は特別、とアイカは答えた。それもそうかと、射織はアイカの夜更かしを見逃すことにした。

　大人たちと楽しそうに会話をしながら、少女はずっと、手元でパズルのピースを組み合わせていた。もはや癖になっているのか、両手が空くと無意識に、ピース同士を組み合わせてしまうらしい。

「完成しそうか」

「ううん、ぜんぜん」

「……だろうな」

　射い織おりはふうと息を吐く。

　完成しない不愉快なパズルをどうにか完成させようと、あれから射織は脳内で、何度も挑戦していた。しかし、ふとした瞬間に気付いたのだった。

　三×三×三の大きな立方体を構成するために必要な、小さな立方体の数は二十七個。しかし、アイカのパズルには二十八個の立方体。完成するはずがない。

　父は少女に、世界の理不尽さを教えるためにこのパズルを託したのだろうか。だとしたら、あまりに不愉快だった。アイカの手からピースを一つ奪い取ると、あっと声を上げ、少女は慌てて顔を上げた。

「だめだよ射織おにいちゃん。ピースないと完成しなくなっちゃうよ」

「……あるから完成しないんだ」

「？」

　怪け訝げんな顔で首をかしげるアイカの隣で、射織はピースを月に掲げた。以前、乱暴に放り投げたせいで、ヒビの入ってしまった四角いピースだ。キューブとキューブの隙すき間まから、青白い月光がはっきりと覗のぞいている。

「……これは……」

　深い夜空が、徐々に朝の兆しを見せてゆく。

　特別な「今日」が終わってゆく。別れの時は、すぐそこだ。

「……アイカ」

　日の出前。四角いピースを握にぎりしめ、射織は、少女に呼びかけた。

「来い」

　射織の呼びかけに、少女は素直に頷うなずいた。

　二人は、群衆から少し離れた川下へと移動する。

　しばらくの間二人は言葉を発さなかった。静かに、ゆらゆら揺れる水面を眺めていた。

「私には──」

　切り出してから、射織は一つ息を吐く。

「正義を貫く義務がある」

　日が昇れば朝が来る。まもなく吉よし田だ射織は東京人じん狼ろう討とう伐ばつ庁ちよう長官補佐の地位に戻る。

　その意味を、祭りの間、射い織おりはずっと考えていた。

　バランスの崩れた世界の中で、今も人類は《人じん狼ろう》と戦っている。

　アイカや村人たちのように優しく理性ある人狼は、残念ながら、明らかな特例だ。

　現実を見れば、ほぼ全ての人狼は狡こう猾かつで残ざん虐ぎやく。その凶暴性は計り知れない。今この瞬間も、世界のどこかで人狼に騙だまされ、殺され、喰くわれている人間がいる。

　討とう伐ばつ官かんという抑止力がなければ、その数は飛躍的に増えてしまう。

「……戦いを、やめるわけにはいかないのだ」

　アイカの瞳は、真剣に射織の顔を見上げていた。

　理性的で無む垢くな瞳だ。この子の笑顔を守りたい──その気持ちに噓うそはない。しかしアイカは人狼だ。世界を司つかさどる理不尽なパズルは、二人の繫つながりを許さない。

　吉よし田だ射織は、パズルの解法を求め続けていた。

　結果、やはりパズルははじめから組み合わないように出来ていることを知った。しかし射織はその上で、一種の答えのようなものを導き出していた。

「……そういえば、まだ謝っていなかったな」

　唐突に切り出すと、アイカは「えっ？」と首をかしげる。

「なんのこと？」

「このピースのことだ。私は、君の大切な宝物にヒビを入れてしまった」

「あー」

　射織が手にする四角いピースを見て、アイカが笑う。

「いいよ。アイカ、許したげる」

「……せっかくお許しを頂いた所、申し訳ないのだが──」

　言うなり射織は思い切り、ピースを岩に叩たたきつけた。ガンッと硬い音がしてピースが砕ける。砕けたピースが、透明な川にぽちゃんと落ちた。

「ええっ!?　ダメって言ったのに……！」

　半ば呆あきれたような声を出し、慌ててピースを拾い上げたアイカは、その瞬間にぴたりと止まる。少女は不思議そうな顔をして、水に濡ぬれたピースを見下ろしていた。

　粉々に砕けたように見えたピースは、綺き麗れいに二つに割れていた。四つの立方体を繫いだ四角いピースから、一つ、小さな立方体が取れてＬ字型になっていた。

「……はじめから、そう作られていたというわけだ」

　パズルの完成を阻害していた、小さな立方体を摘まんで射織は言う。

「これでパズルが完成するぞ」

「……ほんとに？」

「ああ。いい父親だな」

　小さな立方体を、射織はそっとポケットにしまった。

　アイカの父は、決して少女に理不尽さを叩たたきこもうとしたわけではなかった。一見すると不可能なことも、見方を変えれば達成出来る──そう、伝えたかったのかもしれない。

　この奇妙なパズルが世界を暗示しているのならば、すっかりバランスの崩れきったこの世界にも、まだ助かる方法が残されているのだろうか。

「……この世界は広い。想像を絶するほどに広大だ」

　ゆっくりと息を吐き、射い織おりはそう切り出した。

　夜が明けて朝が来れば、これからも吉よし田だ射織は、討とう伐ばつ官かんとして凶悪な人じん狼ろうを殺し続けることだろう。それが自らに課せられた使命であり、存在意義であるからだ。

　人狼を殺し続けるという結論は、もしかしたら少女の笑顔を守るという『正義』とは、相反することなのかもしれない。しかし──。

「世界の広さに対して、一人の人間はあまりに小さい。どんなに懸命に、死にもの狂いで努力しようと、世界に与えられる影響は微々たるものだ……普通ならな」

　射織はアイカの瞳を見つめ──決意を込めて、宣言する。

「私には地位がある。権限がある。普通ならばとても手の届かない……より多くの笑顔を守れる可能性を手にしている。幸運なことだ。どこかで待つ誰かの笑顔を守るため、私は生きる。そのために……アイカ。もう二度と君に会うわけにはいかない──お別れだ。吉田射織は日の出とともに、全人類のヒーローに戻る」

　朝あさ陽ひが顔を覗のぞかせる。繫つながった天の川を搔かき消きしてゆく。

　東京人狼討伐庁の長官補佐として、正義を貫く──それは以前と何も変わらない、しかし確実に何かが変わった、吉田射織の新たなる目標だった。

「……そっか」

　寂しげに目を伏せ、少女はそう呟つぶやいた。

　今にも泣き出してしまいそうな雰囲気があった。泣いて欲しくはなかったが、無責任な言葉で誤ご魔ま化かして、口先だけで慰めるわけにもいかなかった。それは不誠実だと思ったから、射織は無言でアイカの隣に寄り添そい続けた。

「……あっ」

　突然アイカが小さな声を上げ、ぱたぱたと川沿いへ駆けてゆく。

　アイカは石ころの上に膝ひざをつき、身を乗り出して水面を見つめた。何事かと思い近付くと、少女は「きてきて」と手招きをする。

「あれ、みてみて。射織おにいちゃん」

「……なんだ？」

　アイカは川を指差すが、そこには水があるだけだ。魚でもいるのかと思ったが、あいにく魚どころか虫もいない。落ち葉の一つも浮かんでいない。

「……何もないが」

「もっとかがまないと」

　服の裾すそをつまんで引っ張り、アイカは言う。

　言われた通り、射い織おりはしゃがんで水面を見た。しかし何も見当たらない。じっと目を凝らして射織は「何か」を探したが、結局それらしい物は見つからなかった。

「何も──」

　諦めて顔を上げた、その瞬間──。

「ちゅ！」

　可愛かわいらしい声が、耳元で響く。

「…………っ？」

　一瞬、何が起きたか分からなかった。ただ頰ほおに柔らかい何かが……どうやらくちびるらしい柔らかさが、頰に、押し付けられていることが徐々に分かり。

「……おどろいた？」

　すっかり驚き固まる射織に、くちびるの主は悪戯いたずらっぽく笑いかけた。

　押し付けられた柔らかさが、いつまでも心地よく残っている。いまだ声を発せず固まり続ける射織に対し、純粋無む垢くな小悪魔は、弾はじける笑顔でこう言った。

「……アイカはもう大丈夫。ほんとだよ？　だって……アイカは、そんな射織おにいちゃんが大好きだから」












「…………」

　──私だって大好きだ。

　心が叫ぶが、素直な言葉が出てこない。その代わり、なぜか口から飛び出た言葉は。

「……ファーストキスだったんだぞ」

「え？」

「い、いや、何でもない」

　うっかり口から飛び出した、まるで女子高生のような感想を、慌てて射い織おりは撤回する。

　聞こえなくてよかったと心底安あん堵どしていると、その様子がおかしかったのだろう。アイカはコロコロ笑いだした。少し笑い過ぎではないかと射織は思った。

　──私だって大好きだ。

　すっかり空に浮かんでしまった、まばゆい太陽の光のもとで。

　言葉に出来ない想おもいを込めて、射織はアイカの頭を撫なでた。













終章









　ナガノ地区に存在する《神かみ代よ村むら》が、奇跡的なバランスの上に存在しているということに、吉よし田だ射い京きようはかなり早い段階で気が付いていた。

　墓地の少なさ、死者に感謝をささげる独特の風習。その仮説に至った理由はいくつかあるが、決定打は《榮えい神しん》という、神代村独自の《人じん狼ろう》に対する価値観だった。

　──人間は人狼を神と敬い、人狼は彼らから肉体をもらう。

　それは遥はるか昔、人狼が未開の地に暮らしていた時代の、奇跡的な共存の在あり方かただった。

「……だけど、どうして気付いたんですか？　射い織おり様が関わってるだなんて」

　神代村からの帰り道、イコイは不思議そうに首を傾かしげてそう言った。

　手には《みる餅もち》がぎっしり詰まったタッパーを大切そうに抱えている。神代村の村長が、ことのお礼にと渡してくれたものだ。

「煙草たばこの匂い、気付かなかった？」

　みる餅をひとつ、ひょいと口に運んでそう言うと、イコイはぽかんと口を開いて。

「煙草？」

「はじめて《あさごち堂》に行った時、アイカちゃんから漂ただよってきたんだ。兄さんの煙草の匂い──希少な在来種の煙草葉をブレンドした、特注品だよ」

　煙草の匂いを嗅かぎながら、何な故ぜだろう、と射京は考えた。

　何故、東京人狼討とう伐ばつ庁ちようの吉田射織がここにいる？　精密なコンピューターのように業務をこなし続けていた討伐サイボーグが、一切の無駄を省くことを美徳とする冷たい男が、どうしてこんな田舎の村に？

　さらに調べてみると、なんと彼は、有給休暇を取ってこの村を訪れていた。以前の彼なら、とても考えられないような事だ。ならば独自に村を調査しているのかと思ったが、どうやらそれも違うらしい。《あさごち堂》のおばあさんに話を聞くと、なんとスーツ姿の大柄な青年が「最近よく来るのよ。アイカと遊んでくれて、助かるわ」だそうだ。

　全ての女子供は無能で馬鹿であると、極端な持論を展開していた吉田射織が、だ。

　面白いと思った。だから射京は興味を持った。

　あの兄が、秋あき宮みやアイカが人狼であるという事実に気付かぬはずがない。それでもなお、討伐することなく身を引いた。

　ならば彼女のピンチに、吉田射織はどう反応するのだろう──その事に、射京は心底興味を引かれていた。

　そもそも中部討伐局の目を欺き《梯かけはしの巫み女こ》を守るだけならば、やる事は遥かに単純だった。村人たちと口裏を合わせて、もっと早い段階で、偽物の《梯の巫女》をでっち上げればよかっただけの話なのだから。

　ただこの事件を通して、かつて討とう伐ばつサイボーグと呼ばれていた冷酷な男が、燃え上がるような情熱を一瞬でも思い出せるのだとしたら──。

「それはそれで、最高に面白いって思ったんだ」

　誰が作ったか知らないが、一つだけ異様に形の悪い《みる餅もち》を手で摘まんで射い京きようは笑う。イコイはとても考えが及ばないといった様子で肩をすくめ、直後に少しだけ顔を曇くもらせ呟つぶやいた。

「……だけど、これで本当に正しかったのでしょうか」

　イコイの声には複雑な響きが混ざっている。

「もちろんアイカちゃんを助けられたこと、素直に嬉うれしく思います。ですが討とう伐ばつ官かんが、人じん狼ろうの味方をする前例を作ってしまうことは……なんだか少し、怖いような感じもして」

　イコイの考えもよく分かる。

　そもそもこの疑問に対して、誰もが簡単に同じ意見を持てたなら、世界はここまで拗こじれていない。だから──。

　形の悪いみる餅を口に放り込んで、努めて無責任に、射京は言った。

「……ま、どうでも良いや！　だって俺はこの村に《みる餅》を食べに来ただけだから」

「……そうですね。ほんとは、私もそう思ってたんです」

　安心したようにふわっと表情をゆるめて、イコイは道を進んでゆく。

　形の悪い《みる餅》が、口の中でとろりと溶けた。血のように赤いその餅は、尊とうとい命の味がした。






あとがき






　皆さま、こんにちは！　斜なな守もるモルです。

　人じん狼ろう×討とう伐ばつのメソッド第二巻、お手に取って頂きありがとうございました。人ひと喰くいの怪物である「人狼」と、彼らを討伐する「討とう伐ばつ官かん」が存在するこの世界の物語を、ふたたび読者様のもとにお届けすることが出来て、とても嬉うれしく思います。

　一巻を読んだ友人たちからは「きっと二巻では小麦粉が爆発して異世界転生する」「小麦粉異能バトルになると思う」「たぶん蕎そ麦ば粉こが強い」などの、やたら粉推しの二巻予想を頂いておりましたが、残念ながらあまり粉っぽい物語にはなりませんでした。

　ダブル主人公の片割れが交代し、ヒロインには新しい顔ぶれが加わって、舞台も移動し、雰囲気は少し和風に変わりました。変化した部分は、それなりに多かったかと思います。

　それでも、人間と人狼という二つの種族が、一つの世界に生きるということ。それによって生まれる軋あつ轢れきやドラマ。そういった根っこの部分は、一巻時点から全く変化していないと思っております。

　今巻は、勘のいい方ならば「人狼」の正体に、かなり早い段階で気づかれるのではないかと思います。ベースとなっていたアナログゲームの「人狼」からは少し離れてしまった感じもありますが（あちらは、とにかく「隠された人狼の正体を当てる」ことがゲームの最終目的に当たるので……）、それでもこの世界や物語を、少しでもお楽しみ頂けたのならば、作者としてこんなに幸せなことはありません。

　本作の刊行に当たっては、一巻同様、たくさんの方々からのお力ちから添ぞえがありました。

　まず、イラストレーターのマナカッコワライ様。一巻からどんと増えたキャラクターたち、全員イメージぴったりで、びっくりしました。特にアイカちゃん、とっても可愛かわいくてお気に入りです！　なかなか直接気持ちを伝えられる場がありませんので、この場を借りてお礼申し上げます。

　次に担当編集者様。作品に対して誰よりも真しん摯しに向き合って下さり、感謝してもしきれません。そして適切なアドバイスをもとに修正を加えてゆく改稿作業は、一巻に引き続きとても楽しかったです。直接気持ちを伝える場こそありますが、なんだか照れるので、この場を借りてお礼申し上げます。

　そして何より読者の皆様。二巻を手に取って頂いた皆様は、きっとほとんどが一巻をお読み頂いた方かと思います。続けて二つの作品を手に取って頂けたこと、本当に、光栄に思っております。

　これからも精進してゆく所存にございますので、どうか皆様今後とも、よろしくお願いいたします！
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